






第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

SD401
125Y3/2黒 褐色シルト(25Y73オ リープ褐色シルト質ローム2%混 皮化勤混)
2 2rov4/8オ リー71B色 ンルト質ローム(2う Y3/2黒褐色シルト2%カック状に混炭化物混 )
325Y73オリーブ褐色シルト(25Y5/4黄 褐色ローム秘 ブロック状に滉)
4 2roY4/6オ リーブ褐色シルト(2う Y5/6費褐色粘■質ローム211%カック状に混)
S2磁 黒褐色ンルト(25YV3オ リーシ褐色シ″卜質ロームあ 粒状に混)
025Y3/3暗 オリーブ為色ンルト質ローム(25Y黄 褐色ンルト20%プ ロック状に混)

SD403・ SD402
1107R3/4暗 褐色ローム(loYR5/4にぶい女褐色シルト質ローム2%滉 )
2 10YRツ6黄褐色シルト(10YR4/]褐灰シルト質ローム5%混 )
325Y4/0オ リープ褐色シルト(25Y4/1黄 仄ローム1%混 )

SD401・ SD402・ SD917
1 10YR4/1獨 灰色ンルト(25Y6カ 灰黄色シルト5%粒状に混,炭化物混)
2 10YR4/1褐 灰色シルト(25Y6/2仄 黄色シルトワ蜘 状に混,炭化物滉)
310了Rνユ黒褐色シルト(災化物混)
4 10YRν l黒褐色シルト(25Y6/2仄 費色シルト2%泣状1こ混)
525Y7琢 黄褐色ンルト質ローム(10YRVi褐 灰色シルト20%粒 状に混)
6 25Yν琢 黄褐色シルト質ローム(25Y6ρ 灰費色シルト20%粒 状に混)

鰤一よSD401           b,鰤一ｂ

18
SD401
1 10YR4/1褐 灰色シルト(25Y6/2「k黄色シルト2%位状に混,

炭化物混)
210Y鱒/1黒褐色粘上質ローム(皮化物混)

SD401              ギ|||■ |=イ t

,10VttV2黒 褐色ンルト(107R3/3暗褐色ンルト混炭化物5%酸化鉄15%混 )
2 75YR2/2黒褐色粘■質ローム(え1ヒ物5%混 )

SD1370    1

９‐Ｏｍ
一‐

SD401・ SD1209'SD1370
1 10YR3/2黒 褐色シルト(10YR3/3暗 禍色シルト混友化物5%酸イヒ鉄15%混 )
,107R3/2黒 褐色シルト(10YR3/3暗 獨色ンルト混皮花物2%酸イヒ鉄21%混 )
310Y鴫ノa暗褐色ンルト(ュ OY酪/3にぷい黄橙色粘土カ ック状に混皮イヒ物5%駿イヒ鉄3%混 )
4 10YR373暗 褐色ンルト(10YRν 3にぶい黄橙色粘土 IOYR6/2X責 褐色猪土プロック状に混炭イヒ物5%酸化鉄務 混)
5 10YRν 3暗召色シルト(10YR6/73に ぶい黄澄色粘■カ ック状に混 兵化物2%酸イヒ鉄20%混 )鰤一ｄ

SD401'SD1370
6 10YR3/3暗 褐色ンルト質ローム(10Y聰販 黄色お土プロック状に混炭化物3%酸化鉄10%混 )
72うY7/4にぶい黄色砂 (酸化鉄10%混 )
82う Y7/41こ ぶい黄色砂 (酸化鉄5%混 )
0 10YR3/3暗 褐色4r7質ローム(loY螂 /3によい責澄色粘土ゾUックにに混皮花物2%酸化鉄5%混 )
J010YR3/3暗 召色シルト質ローム(炭化物2%酸化鉄7%)
H lOY鬱9暗褐色シルト質ローム(炭化物1%酸化鉄20%)

SD401                          '|!|工 |■
1 10YR3/3暗 褐色ンルト(10Y師 力灰黄褐色Ith土 アロック状に混皮化物ワ%酸化鉄Ю%混 )
2 10YR8潟暗褐色シルト(lωrR6//3に ぶい黄橙色お土カ ック状に混.炭化物290酸化鉄10%混 )
3 10YRν 8贈褐色シルト(10YR6刀 にぷい黄橙色粘■カ ック状に混.炭イヒ物3%酸化鉄ユ0%混 )
4 10YRa浴暗褐色ンルト(10YR6ん にぶい責橙色粘■カ ック状に混,炭化物5%酸化鋏10%混 )
510Y購ん賭鶴色シルト質ローム(loYR6/3に ぶい黄橙色粘土ブロック状に混炭化物5%酸化鋏15%混 )

赫一ｑ下輸一ｐ一ず
輛一ｏ

第50図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
1-3. SD401  4. SD402・ SD403  5'6. SD402  7. SD401・ SD402'SD917  8. SD401  9。  SD402
10, SD401・ SD1209  11 ・ 12. SD401・ SD1209。 SD1370  13. SD401  14. SD829  15。  SD846  16
SD1413 17.SD1454 18.SD1485

子IくこII17ξ憂子9
SD402
1 10YR4/璃 灰色シルト(10YR5/2FA黄
褐色砂質ロームラo%ノロック状に混)
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SD402
1 10YR砕暗獨色ローム(10YRシ 4に本い黄褐色シ″卜質ローム
2%滉,炭化物混 )
2 10YRνO黄褐色シルト(10YR4/1褐 灰色シルト質ローム5%混 )
325Y4お オリー71B色 シルト(25Y4/1責 灰色ローム1%混 )
4 10YR3/4暗 禍色ローム(loYR5れ によい黄褐色シ,レト質ローム
2%混 )

1襴■
ⅢIII:|114         'I='Ⅲ  15
SD829                    SD846
1 10YR4/1褐 灰色シルト        1 10YR4/2灰 賛褐色シルト
(つ 576/2灰 黄色シルトIO%粒 状に    (25Y6/2Fx黄 色ンルト10COV状 に混)
混炭化物混)

彰
(Ⅲ
III::|||・ 16

SD1413
1 10YR3/3暗 渦色シルト(10YRにぷい

黄橙色粘土アロック状に混.皮イヒ物3%
酸イヒ鉄ユ0%混 )

:革I    導

SЫ

“
4・
士T■ 17   ■41■ⅢⅢ 18

・ 鶏 侯罐 泉絨 搬 鰯
色粘±
  1謡 銑 獨色粘土質ローム住OYWaこ ぶい黄橙色粘

土プロック状に混炭イヒ物5%酸化鉄15%滉 )
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2 遺構

第51図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
SD416。 SD414・ SD415。 SD417。 SD437。 SD924・ SD925
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡
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2 10YR6/4に ぷい黄福色砂 (酸化鉄10%混 )
3仏轟 ′もにぶ▼璃 色瑞■ (炭化物 .酸イヒ策眺 有機物混)

第52図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
SFl・ SD401・ SD1370
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2 遺構
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第53図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
SFl バラス検出状況
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SD915
l lllYR4/1褐 灰色シルト(秀Y6/2X費 色シルト1%粒状に混,皮化物混)
210Y腱れ褐灰色シ″卜(,う Y6カ灰責色シル�%カック状に混,炭化効混)
325Y6/2X資 色シルト(ll YR4/1褐 灰色ンルト5%粒状に混)

岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
1・ 2,SD914 3.SD915 4.SD916

第Ш章 岩坪岡田島遺跡
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SD916
1 10YR3/1黒福色シルト質サーム(決イヒ物混)

O             r40            2m
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SD914
1 10YR4/1褐 灰色シルト(2いお/2X黄色シルト1始磁IAti混 ,炭化物混)
Z IOYR4/1網 灰色シルト(2WO/2灰 質色ンルト3%カック状に混炭化勤混)
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遺構

」ヽ
SK1004

ヽ

ヽ

、

，

SD453                              ‐I● ||
1 10YR4カ 灰黄褐色砂質ローム(loYR8/2X白色砂混炭化物2%酸化斜 %混 )
2 10YR44/2医 費褐色砂質ローム(10YR3/2灰 白色砂20%混 礫 炭化物3%酸化鉄10%混 )
3 10YR3カ 黒褐色砂質ローム(10YRB浴 浅黄橙色砂∞%混 礫 炭化物5%酸化鉄30%混 )
42う Y6/叛資色シルト(25YVI黄 灰色粘土質ローム混酸化鉄ユ0%混 )

61σ【RS/2灰黄褐色砂 (礫混)
■25Y4/1責 灰色粘土質ローム(25Y7カ 灰黄色お土プロック状に滉皮化物2%酸化鉄粥 混)
&2曲7/8浅 黄色砂 (10YW2灰 寅色ンルト混炭化物2%混 )
α25Y7カ灰黄色粘土 (lω rR4″灰黄褐色砂混酸イヒ鉄10%混 )
lα 75YR3/ユ 黒褐色お■質ローム(25Y7/2医 黄色お土ブロック状に混炭イヒ物1%酸化楚 %混 )

r40(断面図)        2m
O         r200(平 面図)       10m

第55図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
SD453・ SK1004・ SD1005・ SD1007・ SD1008。 SD1011
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡
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第56図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
1.SK1004 2.SD1005  3-5。 SD1007  6.SD1008  7.SD1011
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2 遺構

SDl104
1■543/1黒褐色ンルト賀ローム(炭化物5%混 )
2■5YR3/1黒 褐色シルト(泉イヒ物ワ%混 )

第57図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
SDl104
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

E 井戸

451号井戸 (S E451,第 58図 )

C2地区の S K450に隣接する。平面形は円形を呈し,掘形の直径は2.59m,深 さは2.5mで ある。

井戸底の標高は6.48mで ある。断面形は上部が精鉢状,下部が円筒状のロート形を呈する。上層は黒

褐色ローム・暗灰黄色ローム・灰色シルト質ローム・責灰色ローム等を基調とする土層がレンズ状に

堆積し,井戸廃絶後意図的に埋められた土と推測される。上層埋土を除去した時点で円形の酸化鉄層

を検出した。酸化鉄層はオリーブ黒色シルト層の周囲に酸化鉄が付着したもので約35cmの高さがあり,

井戸枠の痕跡と推定される。酸化鉄層の周囲の黒色シル ト・黒褐色シルトは裏込めの土とみられる。

下層は黒色シルト・灰色シルトが混じる緑灰色シルトで,使用時から廃絶後にかけて徐々に埋積した

土層と推測される。井戸底は灰オリーブ色粘土質ローム層の途中まで掘り込まれ,現在湧水はみられ

ない。使用時にも粘土質ローム層から湧水があったか不明であり,天水を沼めた井戸の可能性もある。

出土遺物は縄文土器 (∂能)・ 土師器・須恵器 (∂θの 。中世土師器 (3")・ 珠洲・加工板 (7の 。鉄

津 (刃)。 種実 (ク リ。モモ)である。土器はすべて破片で土師器が多い。加工板は 3点,鉄津は 1

点である。種実の放射性戊素年代は13世紀末～14世紀であり, S E451は該期に埋められた遺構と推

定する。

503号井戸 (S E 503,第 59図 ,図版22)

C4地区東側に位置し, S E 5041こ 隣接 し, S B19の 敷地範囲と重複する。平面形は円形を呈し,

直径は2.56m,深 さは2.14mである。井戸底の標高は7.18mで ある。断面形は悟鉢状で下半がすばむ。

上層は灰黄色シル ト・黒褐色シルト・褐灰色シル ト等を基調とするシルト質の上がレンズ状に何層も

重なって堆積し,井戸廃絶後に意図的に埋められた土と推測される。下層は黒褐色粘土質ロームが厚

く堆積し,最下層に薄く明緑仄色砂が堆積する。最下層は井戸使用時の堆積層,下層は使用時から廃

絶後にかけて徐々に埋積した土層と推測される。掘形は黒褐色ピート・明緑灰色砂が帯状に混じる褐

灰色ローム・黒褐色粘土質ローム層に達した辺りからややすぼみ,こ れを掘り抜いて,井戸底は明緑

灰色シルト層の途中まで掘 り込まれている。現在湧水はみられないが,明緑灰色シルト層はやや砂っ

ぽく,こ の上面でわずかに水が滲み出るので,周辺にS D301・ S D453な どの水流があればその伏流

水を得ることができたのかもしれない。

出土遺物は土師器・中世土師器 (∂θ7・ ∂θD・ 珠洲・粘土塊・鉄滓 (狙 )。 焼けた自然礫である。土

師器の小破片が多く,珠洲は甕・悟鉢 。壺の破片が数点ある。鉄津は 2点 ,粘土塊は 1点である。遺

物は主に上層から出土しており,その年代からS E 503は 13世紀以降に埋められたものと推定する。

504号井戸 (S E 504,第 59図 ,図版22)

C4地区東側に位置し, S E 503に 隣接する。 SB9の 北側に位置する。平面形は円形で,直径

2.52m,深 さは2.00mである。井戸底の標高は7.44mで ある。断面形は情鉢状で下半がすぼむ。上層

は黒掲色シルト・灰黄褐色シルト等を基調とするシルト質の上がレンズ状に堆積し,下層は黄灰色粘

土質ローム・シル トに明緑灰色砂・灰責色シル ト等がブロック状に混じる。上・下層ともに粒・ブ

ロック状の混入土が多いことから,井戸廃絶後に意図的に埋められた土と推測される。掘形は明黄褐

色砂が帯状に混じる灰責色シルト質ローム層に達した辺りからややすぼみ,これを掘り抜いて,黒褐

色ピート・明緑灰色砂・明緑灰色シルトが互層になる層の途中まで掘り込まれている。現在湧水はみ

られないが,周辺にS D301・ S D453な どの水流があれば明緑灰色砂層を通じてその伏流水を得るこ

とができたのかもしれない。

ヱθ7



2 遺構

出土遺物は土師器・須恵器・珠洲 。中国製白磁 (β側)・ 粘土塊・鉄淳 (δθ)・ めのう剥片 (2=)で

ある。珠洲は壷・甕の破片が数点あり,中国製白磁は 1点のみである。焼成された粘土塊が多く出土

したが,近接する S E 508の 暖房具 ?の一部である可能性がある。鉄津は 1点である。遺物は主に上

層から出土しており,その年代からS E 504は 12世紀後半以降に埋められたものと推定する。

508号井戸 (S E 508,第 60図 ,図版22)

C4地区中央に位置し, S B17の庇部分と重複する。平面形は円形で,直径3.16m,深 さ2.16mで

ある。井戸底の標高は7.34mで ある。断面形は悟鉢状で下半がすぼみ,ロ ート状に近い。上層は黒褐

色シルト質ローム・明責褐色シル ト質ローム・黒色シルト質ローム・灰黄褐色シルト質ローム等を基

調とする土がレンズ状に薄く重なって堆積し,井戸廃絶後に意図的に埋められた土と推測される。下

層は灰責掲色シルトが厚 く堆積し,最下層に明緑灰色粘土質ロームが薄く堆積する。下層・最下層は

使用時から廃絶後にかけて徐々に埋積した土層と推測される。掘形は褐灰色粘土質ロームに黒褐色

ピート・明緑灰色砂が帯状に混じる層に達した辺りからややすぼみ,こ れを掘 り抜いて,植物遺体の

混じる褐灰色粘土質ローム層の上面まで掘 り込まれている。現在湧水はみられないが,周辺にSD

301・ S D453な どの水流があれば明緑灰色砂層を通じてその伏流水を得ることができたのかもしれな

い。また,太い噴砂が上がってきていることから,そ う遠くない深さに粗砂の層があると推測される。

出土遺物は縄文土器 。土師器 (例θ～∂ヱ〃)・ 須恵器 (∂
=∂

～∂
=動

。中世土師器 (∂
=σ

～認θ)・ 珠洲

(35=～∂50。 中国製青磁・中国製白磁 (∂5の ・餃子型土製品 ●M)・ 土製暖房具 ?(■0・ 漆器 。加

工板 (7・ δの 。砥石 (=の 。鉄淳 (2・ 5の 。刀子 (=9。 2の 。釣針状製品 (2の 。種実 (モモ・トチ

ノキ)である。中世土師器の小皿が最も多 く,ま とまって出土したが,完形のものはわずか 1点で ,

口縁残存率が50%を超えるものは少なく小破片が多い。中国製青磁碗は 1点で小片のため図示できな

いが,太宰府分類同安窯系碗 Ilb類で,12世紀中頃～後半のものである。遺物は須恵器が下層から

出土した他はすべて上層からの出土で,井戸廃絶時に埋土とともに埋められたものと考えられる。井

戸祭祀の可能性もあるが,出土遺物の種類が多岐に亘っており,大量にある反面完形品も少ないこと

から,不要品を投棄したものと推測する。遺物の年代と種実の放射性炭素年代注“から, S E 508は 12

世紀後半に構築され,13世紀中頃に最終的に埋没したものと推定する。

693号井戸 (S E693,第 60図 )

C4地区中央に位置し, S B18の南に隣接し, S B16の範囲と重複する。平面形は円形を呈し,直

径1,18m,深 さは2.36mである。井戸底の標高は7.06mで ある。断面形は円筒状である。上層は検出

面近くの地山である灰黄色シルトが粒状に混じる黒褐色シルト等がレンズ状に堆積し,井戸廃絶後に

意図的に埋められた土とみられる。下層は明緑灰色粘土混じりの灰色粘土質ローム・黒掲色粘土質

ロームが厚 く堆積し,井戸使用時から廃棄後にかけて徐々に埋積した土層と推測される。掘形は褐灰

色粘土質ロームに黒褐色ピート・灰黄色砂を掘 り抜いて,明緑灰色シルト層の途中まで掘 り込まれて

いる。現在湧水はみられないが,周辺にS D301・ S D453な どの水流があれば明緑灰色シルト層を通

じてその伏流水を得ることができたのかもしれない。

出土遺物は土師器・珠洲・中国製青磁・板状金属製品 (39である。土師器の小片が多く,珠洲は

数点,中国製青磁は碗 1点,鉄津は 1点である。中国製青磁碗は小片のため図示できないが,龍泉窯

系で内面に劃花文があり,12世紀後半～13世紀前半のものである。出土した層はほとんどが上層であ

る。遺物から, S E693は 12世紀後半～13世紀前半に埋没した遺構と推定する。

注14 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器秀析研究所  「Ⅸ 放射性炭素年代測定 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島週跡出土遺物の放坊す性炭素年代測定」
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

716号井戸 (S E 716,第 61図 ,図版22)

C4地区中央北端に位置し, S B17の庇部分と重複する。平面形は円形を呈し,調査区外に廷びる。

確認できる範囲での直径は1.31m,深 さは1.74mで ある。井戸底の標高は8.04mである。断面は円筒

状で,上方が少し広がる。下部が若干膨らむのは井戸壁が崩落したためであろう。埋土は地山の灰黄

色シルトが高い混合比で粒状に混じる黒褐色シルトが厚 く堆積し,井戸廃絶後に意図的に埋められた

土とみられる。下層は明緑灰色砂混じりの黒褐色粘土質ロームで層厚は薄く,井戸使用時から廃棄後

に埋積した土層と推測される。掘形は上面からの灰黄色・褐灰色シルト層を掘 り抜き,明褐色砂が帯

状に混じる灰黄色シルト質ロームの途中まで掘り込まれているとみられた。しかし,明褐色砂が混じ

る層は遺構下で黒褐色ピート層を割ってにぶい黄橙色砂層に沈み込んでいる状態であることから,こ

の部分が S E216の 最下層で,砂層の流動により掘形が不明瞭になったものである可能性も考えられ

る。現在湧水はみられないが,周辺にS D301,S D453な どの水流があれば砂層を通じてその伏流水

を得ることができたのかもしれない。

出土遺物は古代の土師器だが,同期の建物等が周囲に存在しないことから,中世の遺構と推定する。

850号井戸 (S E 850,第 61図 ,図版22)

C4地区西側北端に位置し,古代の溝 S D697と 切り合うが,近距離に古代・中世ともに建物等は

みられない。平面形は円形で,直径1.1lm,深さは2.3mである。井戸底の標高は6.92mで ある。掘形

は円筒状を呈する。埋土は上層に地山の灰責色シルト・緑灰色砂質ローム等が高い混合比で粒状に混

じる暗灰責色シル ト・黒色粘土質ロームが堆積 し,井戸廃絶後に意図的に埋められた土とみられる。

下層は黒色粘土質ロームが厚 く堆積し,最下層は責灰色シルトに明緑灰色砂が帯状に混じる。最下層

は井戸使用時に,下層は使用時から廃絶後にかけて徐々に坦積 したものと推測される。地山は責灰

色・灰責色・褐灰色等のシルト層の間に何層かの砂層が堆積するが,掘形はこれらのシルト・砂層を

掘り抜き,黒褐色ピートが混じる褐灰色粘土質ロームの下の植物遺体が混じる明緑灰色シルト質ロー

ムの途中まで掘り込まれている。現在湧水はみられないが,明緑灰色シルト質ロームはやや砂っぽい

ので周辺にS D301・ S D453な どの水流があればその伏流水を得ることができたのかもしれない。

出土遺物は土師器・須恵器・珠洲 。羽口 (∂グ・∂の・鉄津 (ν・房)である。土器は小片で少数で

あり上層からの出土であるが,羽口 。鉄津はすべて下層から出上しており,井戸使用時に付近で鍛冶

が行われていた可能性がある。

1001号井戸 (S E 1001,第 62・ 63図 ,図版23)

C2地区南西端からC5地区北西端にまたがり, S K450に隣接する。平面形は楕円形に近い不整

形で,長径は2.94m,短径は2,00mを 呈し,北側は段が付いている。深さは2.08mである。井戸底の

標高は7.Omである。掘形は上部が括鉢状,下部が円筒状のロート形を呈する。下部には木組の井戸

側が残存し,宇野氏分類ではBⅢ a2類縦板組横桟どめ井戸にあたる。縦板を横桟で保持し,支柱を

入れて補強したものである。材は,横桟がスギ,支柱はスギとクリ,縦板はスギが多いがヒノキもあ

る。縦板は,東西南の 3面においては34.8～ 18,4cmの 幅をもつ縦板 2枚の間に幅の狭い添板を 1枚重

ね合わせ,掘形の内法に合わせて全体の幅を調節する。西面 。南面では中央の添板の他に端 2箇所に

添板をあてる。添板が裏側 (壁面側)になる。北面においては幅の狭い板を12枚 ,内法に合わせて並

べるが,場所により1枚のところと2～ 3枚重なるところがあり,内側の 1枚を縦板としたが縦

板・添板の区別ははっきりしない。横桟は上段は北・西 2面 ,下段は4面が遺存 しており,仕口は

目違い柄で組まれる。上段よりも下段の横桟の方が幅も厚みもあり, しっかりしたものである。支柱
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2 遺構

で支えるため,上段は軽量を,下段は頑強を期したものであろう。 4隅に支柱が遺存しているが,南

東隅のものだけが円柱で遺存状態が悪く,他は角柱で遺存状態が良好であることから, 3本は修理に

よつて取り替えられた可能性もある。埋土断面から悟鉢状の上部にも木組があつたとみられ,木組内

には黒褐色粘土質ローム・オリーブ黒色シルト質ロームが埋積する。上部の裏込は黄灰色シルト質

ローム・灰黄色シルト・黒色シルトを基調とする土である。下部は北側にのみ掘形がみられ灰黄色シ

ルト・褐灰色ローム・明褐灰色シルト・緑灰色砂 。明緑灰色シルトを基調とする土が入る。

以上のことからS E 1001の構築方法は以下のように推測される。まず悟鉢状の穴を掘り,北面から

作業者が内部に降りていくことを想定して北側に足場となる部分を一段掘り下げる。次に木組みの井

戸側を入れて立てるために東西南の 3面は地山の壁面を垂直に立ち上げるように掘削し, 3面の添

板・縦板をはり付ける。北側のみやや広めの掘形を設ける。下段横桟を組んで据え付け支柱を立てて

上段横桟を乗せた後,北側の縦板を据えながら掘形を埋めていく。間隙ができた部分には添板を多め

に差し込む。北側の縦板がすべて幅が狭いのはこうした工程を踏むからであろう。その後上部の掘形

を埋めて完成となる。掘形は,黒色シルト・明緑掲色シルトを掘り抜いて,明緑灰色砂質ローム上面

に達している。明緑灰色砂質ロームからは現在も著しい湧水がみられる。

出土遺物は縄文土器・弥生土器・土師器 (」男)。 須恵器・中世土師器 (35δ・
=57・
∂59)・ 珠洲

(Iθ～

“

つ・中国製青磁 (及0・ 中国製白磁 (“σ～髭D・ 土製暖房具 (∂σの・漆器 (ヱ∂・どの 。加工

板 (σ
=・
2)・ 底板 (θ )・ 井戸枠 (=7～翠の・雁股鏃 (2)・ 鉄津である。木製品はすべて井戸枠内か

らの出土で,井戸枠内上位から中位にかけて板状の木製品が多数出土しており,縦板の一部の可能性

もある。漆器は割れて破片状になったもの (ヱの が井戸枠内の中位で出土し,ほぼ完形の皿 (ヱの が

井戸底面直上で出土した。底面で出土した皿は,底部に穿孔とみられる方形の穴があり,井戸の祭祀

に関わるものであろうか。曲物側板の一部も出土したが,井戸枠内中位からであり,水溜はなかった

ものと考えられる。土器・陶磁器のうち井戸枠内で出土したものは土師器 (■0,珠洲 (及り 。中国
製白磁 (∂σδ・∂弼)の 4点の他に土師器小片 1点 ,珠洲甕 1点のみで,他は掘形の上部からであり,

特に中世土師器・珠洲の破片が多数出上した。完形のものはない。珠洲・輸入陶磁器が12世紀中頃～

後半の範疇でおさまり,底板の放射性炭素年代が12世紀末～13世紀凛5,縦板の年輪年代が1198年・

1187年 を示す・16こ とから, S E 1001は 12世紀末に構築され,13世紀前半に廃絶されたものと推定する。

1006号井戸 (S E 1006,第 64図 ,図版24)

C5地区中央北側に位置する。 S D453に近く, S E 1009が南側に隣接する。平面形は楕円形で,
長径1.92m,短径1.34m,深 さ1,38mで ある。井戸底の標高は7.30mである。掘形は情鉢状を呈する。

井戸底には直径約47帥の曲物が据えられていたが,調査時に南側を破損した。埋土は暗灰黄色シルト

質ローム・黄灰色シルト質ローム。オリーブ黒色シルト等が上層に堆積し,井戸廃絶後に意図的に埋

め戻された土と推測する。下層の曲物周囲の灰黄色シルトは裏込の上とみられる。曲物内には上位か

ら中位にかけて灰黄色シルトがブロック状に混じる黄灰色シルト,底には灰白色シルトをブロック状

に含む黒色シルト質ロームが約10cm堆積する。掘形は有機物の混じる黒色シルト質ローム層を掘り抜

き,明緑灰色シルト層の直上に達している。曲物が据えられているので確実に丼戸として使用された

ものと考えるが,現在湧水はみられない。周辺にS D301・ S D453な どの水流があれば,明緑灰色シ

ルト層を通じてその伏流水を得ることができたのかもしれない。

出土遺物は須恵器杯 1点 (∂即)・ 甕 1点 ,中世土師器皿多数 (∂ r~f～∂絡),珠洲橋鉢 2点 (∂2・

∂70,漆器数点,曲物 1点である。土師器破片が特に多く,土器はほとんどが掘形の上部から出土し
注15 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析,f究所「Ⅸ 放射性炭素年代測定 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島遺跡出土遺物の放射性炭素年代測定」
注16 第二分冊 自然科学舛析 光谷拓実「X 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡日島遺跡出土木製品の年輪年代」
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

ている。漆器は椀または皿の破片が曲物内から数点出土し,漆を塗布した布片が掘形の中位で出土し

た。棒状の木も底部近くで出土したが,加工痕はみられなかった。遣物の年代から, S E 1006は 12世

紀末～13世紀前半の遺構と推定する。

1009号井戸 (S E 1009,第 64図 ,図版24)

C5地区中央南側に位置する。 S D453に 近く,北側には S E 1006,南側にはS E 1205が隣接する。

平面形は円形で,直径1.81m,深さ1.30mである。井戸底の標高は6.9mで ある。掘形断面は上部が悟

鉢状に開き,下部も袋状に膨らむ。埋土は上層に地山の灰責色粘土質ロームが混じるオリーブ黒色シ

ルト質ローム・灰黄色シルト等が堆積し,井戸廃絶に伴って意図的に埋められた土と推測される。下

層は灰色砂が約30cm堆積 しており,井戸使用時から廃絶後にかけて堆積した土と推測される。掘形は

有機物の混じる黒色シルト質ローム層を掘り抜き,明緑灰色シルト層の途中まで掘 り込まれる。現在

も底面付近から若子の湧水がみられた。

出土遺物は土師器小片 1点 ,曲物 1点 (7),漆を塗布した布片である。曲物は底板が付いた状態

で底面付近で出土し,布片は掘形の中位で出土した。詳細年代を推定できる遺物はないが,近距離に

12世紀後半の S E 1205が あり,時期は若干異なるものと考えられる。

■01号井戸 (S E l101,第 65図 )

C6地区中央に位置する。平面形は円形で直径1.74m,深さ1.12mである。井戸底の標高は6.4mで

ある。断面は上部が悟鉢状に開き,下方は円筒状を呈するロート形である。埋土は上層は黒掲色シル

ト質ローム・にぶい責橙色粘土質ローム・浅黄橙色粘土質ローム等を基調とし,下層には褐色粘土・

オリーブ灰色粘土・オリーブ黒色粘土等粘性の高い土が堆積する。掘形は有機物を多量に含む黒褐色

粘土層を掘り抜いて,オ リーブ灰色シルト層上面まで掘り込まれている。さらに約40cm下 にはオリー

ブ灰色粘土層がある。現在湧水はみられず井戸とする確証はないが,地山の有機物を含む黒褐色粘土

層を掘 り抜いている点はC7地区の井戸の傾向に似ており,下人ヶ用水を境にC7地区北側調査区よ

りも標高がかなり下がることから,削平により井戸の底部分が残った可能性があると考える。

出土遺物は土師器甕片多数 (∂%),須恵器杯 2点 (∂ 77・ ∂絡)・ 杯蓋 1点,珠洲甕 1点である。古

代の遣物が多いが,珠洲が出上しているので中世の遺構と推定する。

■02号井戸 (S E l102,第 65図 )

C6地区北端に位置する。平面形は円形で直径98cm,深 さ56cmである。井戸底の標高は6.88rnであ

る。断面は下部が袋状に膨れる。坦土は黒褐色粘土がブロック状に混じる緑灰色粘土質ロームの単層

である。掘形は有機物の混じるにぶい褐色粘土を掘 り抜き,有機物の混じる赤黒色粘上の途中まで掘

り込まれている。現在湧水はみられず,井戸とする確証はないが,周辺に建物等の遺構が見られず ,

下人ヶ用水を境にC7地区北側調査区よりも標高がかなり下がることから,削平により井戸の底部分

が残ったものである可能性があると考える。

出土遺物は中世土師器の小破片が多く,詳細時期は不明であるが,中世の遺構と推定する。

1103号井戸 (S E l103,第 65図 ,図版25)

C6地区中央に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.75m,深 さ52cmで ある。井戸底の標高は

6.86mで ある。埋土は黒褐色シルト質ローム・にぶい責橙色粘土質ローム・黒褐色粘土・浅黄粘土質

ローム等を基調とする土が薄いレンズ状に堆積する。現在湧水はみられず,井戸とする確証はないが ,

周辺に建物等の遺構が見られず,下八ヶ用水を境にC7地区北側調査区よりも標高がかなり下がるこ

とから,削平により井戸の底部分が残ったものである可能性があると考える。
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出土遺物は珠洲 (∂,0 1点 のみだが,その年代から12世紀後半～13世紀前半の遺構と推定する。

1105号井戸 (S E l105,第 65図 ,図版25)

C6地区南側に位置する。平面形は円形を呈し,直径1,32m,深さ79cmで,円形の浅い突出部があ

る。井戸底の標高は6.66mで ある。断面は底部が平坦なバケツ形を呈する。埋土は上層には黒褐色シ

ルト質ローム・暗灰責色シルト・黒褐色粘土・黄褐色粘土等を基調とする土がレンズ状に堆積し,下

層には灰色砂質ロームが水平堆積する。井戸であれば下層は使用中に堆積したものと推測される。掘

形は有機物が混じる黒褐色粘土層を掘り抜いて,オ リーブ粘土層の上面まで掘り込まれている。現在

湧水はみられず,井戸とする確証はないが,周辺に建物等の遺構が見られず,下人ヶ用水を境にC7

地区北側調査区よりも標高がかなり下がることから,削平により井戸の底部分が残った可能性もある

と考える。ただし,井戸底が粘土層の上面であることから湧水の可能性は低く,天水を溜めた井戸で

あったかもしれない。

出土遺物は中世土師器・珠洲 (認θ・認ヱ)・ 土錘 (&り 。砥石 (=8)である。珠洲の発・橋鉢片が

多く,中世土師器は小片 1点である。土器は主に上層から出土したが,砥石は底面で出土した。遺物

の年代から, S E l105は 13世紀中頃～14世紀中頃の遺構と推定する。

1106号井戸 (S E l106,第 66図 )

C6地区中央に位置する。平面形は隅九方形を呈し,規模は1.65m Xl.57mで ,深 さは0。 91mであ
る。井戸底の標高は6.53mで ある。断面は悟鉢状を呈する。埋土は黒褐色シルト質ローム・にぶい責

橙色質シルト・黒褐色粘土・浅責橙色粘土質ローム・暗灰責色粘土・責灰色粘土・にぶい黄橙色粘土

等が薄いレンズ状に堆積する。底面付近の地山はにぶい黄橙色粘土層で,現在湧水はみられず,井戸

とする確証はないが,周辺に建物等の遺構が見られず,下人ヶ用水を境にC7地区北側調査区よりも

標高がかなり下がることから,削平により井戸の底部分が残った可能性もあると考える。ただし,井

戸底が粘土層の上面であることから湧水の可能性は低 く,天水を溜めた井戸であつたかもしれない。

出土遺物は土師器奏片等多数,須恵器杯 1点 ●那)。 区 1点 ●y)で ,中位から出土した。古代
の遺物しか出土していないが,周辺の遺構の年代から中世の可能性が高いと考える。

■16号井戸 (S E ll16,第 66図 )

C6地区北側に位置する。平面形は円形で直径99cm,深 さ90cmである。井戸底の標高は6.46mで あ

る。断面はやや上方が広がる円筒形である。埋土は上層では黒褐色粘土混じりの緑灰色粘土質ローム

が灰黄色シルト・灰色シルト質ロームを割って入り,掘 り直された痕跡であろうか。下層は灰オリー

ブ粘土質シルト・灰色粘土が堆積する。掘形は有機物の混じる黒褐色粘土層 。オリーブ灰色シル ト層

を掘 り抜き,オ リーブ灰色粘土層の途中まで掘 り込まれている。現在湧水はみられず,井戸とする確

証はないが,周辺に建物等の遺構が見られず,下八ヶ用水を境にC7地区北側調査区よりも標高がか

なり下がることから,削平により井戸の底部分が残った可能性もあると考える。ただし,井戸底が粘

土層の上面であることから湧水の可能性は低く,天水を溜めた井戸であつたかもしれない。

出土遺物は土師器の甕等の小片が数点と須恵器杯片 1点が出上しているが,周辺の遺構の年代から

中世の可能性が高いと考える。

1119号井戸 (S E ll19,第 66図 )

C6地区南側に位置する。平面形は円形で,直径85cm,深 さ22cmで ある。井戸底の標高は6.3mで

ある。埋土は灰白色砂・オリーブ黒色粘土混じりの灰色粘土である。現在湧水はみられず,井戸とす

る確証はないが,周辺に建物等の遺構が見られず,下人ヶ用水を境にC7地区よりも標高がかなり下
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がることから,削平により井戸の底部分が残った可能性もあると考える。ただし,井戸底が粘土層の

上面であることから湧水の可能性は低く,天水を溜めた井戸であつたかもしれない。出土遺物はない

が,周辺の遺構の年代から中世の遺構の可能性が高いと考える。

1120号井戸 (S E l120,第 66図 ,図版25)

C6地区北側に位置する。平面形は円形で直径77cm,深 さ32cmである。井戸底の標高は6.30mで あ
る。埋土は灰色シルト混じりの責灰色砂質ローム・暗オリーブ灰色シルトで,断面は逆台形を呈する。

現在湧水はみられず,井戸とする確証はないが,周辺に建物等の遺構が見られず,下人ケ用水を境に

C7地区北側調査区よりも標高がかなり下がることから,削平により井戸の底部分が残った可能性も

あると考える。ただし,井戸底が粘土層の上面であることから湧水の可能性は低 く,天水を溜めた井

戸であつたかもしれない。

出土遺物は土師器の奏等の破片であるが,周辺の遺構の年代から中世の遺構に含めておく。

1204号井戸 (S E 1204,第 67図 ,図版25)

C7地区中央北側に位置する。平面形はやや不整な円形で,直径1.74m,深さは2.14mである。井

戸底の標高は7.06mである。断面は円筒形である。埋土は上層に暗褐色シル ト・暗褐色粘土質ロー

ム・黒色シル ト質ローム・灰黄掲色粘土を基調として地山の灰責褐色粘上がブロック状に混じる上が

堆積し,下層に黒色シルトが厚 く堆積する。上層は井戸廃絶後に意図して埋められた上で,下層は使

用時から廃絶後にかけて徐々に埋積した土と推測される。掘形は有機物の混じる黒褐色粘土層を掘り

抜いて,オ リーブ灰色シルト層の途中まで掘 り込まれている。現在湧水はみられないが,オ リーブ灰

色シルト層はやや砂っぽいので周辺にS D301,S D453な どの水流があればその伏流水を得ることが

できたのかもしれない。

出土遺物は土師器甕等多数 ●%・ 認δ),中世土師器皿数′点 (認の,珠洲壺 ●部)・ 悟鉢 (認の 。

甕各数点,中国製青磁碗 2点 (∂θθ。押ヱ)・ 皿 1点 ,曲物,鉄津 1点 (率の である。土器は土師器甕

の小破片が多い。曲物は小破片で,井戸枠として使用されたものかどうかは不明である。遺物の年代

からS E 1204は 12世紀後半～13世紀前半の遺構と推定する。

1205号井戸 (S E 1205,第 67図 )

C7地区東側北端に位置する。 S D453に 近く,北側にS E 1009が隣接する。平面形はやや不整な

楕円形を呈する。長径1,93m,短径1.40m,深さ90c14である。井戸底の標高は7.Omで ある。断面は逆

台形を呈する。埋土は暗褐色粘土質ローム・暗灰黄色粘土・暗灰黄色粘土質ロームを基調とし地山の

にぶい黄褐色粘上がブロック状に混じる層や,黒色粘土・灰黄色シルト層等が薄い層をなして重なる。

井戸として使用された時期に堆積 したとみられる層はない。有機物が混じる黒褐色粘土を掘 り抜き,

灰オリーブ色粘土が混じる責灰色粘土層の途中まで掘り込まれている。現在湧水はみられず,土坑の

可能性もあるが,黒褐色粘土層を掘 り抜いていることから丼戸に含めておく。ただし,井戸底が粘土

層の上面であることから湧水の可能性は低 く,天水を溜めた井戸であつたかもしれない。

出土遺物は珠洲甕 (農つ の破片 1点のみで,その年代から遺構の時期は12世紀後半と推定する。

1229号井戸 (S E 1229,第 67図 )

C7地区西側に位置し, S B21～ 23の南側にあるが,建物群からはやや離れた位置にある。平面形
は隅九方形で,長軸1.88m,短軸1.77m,深さ1.7mである。井戸底の標高は6.7mで ある。断面は悟鉢

状で下部がすぼむ。埋土は上層では地山のにぶい黄橙色粘土が混じる暗褐色粘土質ローム・黒色シル

トが暗褐色シルトを割って入り込んだような断面形態で,下層が埋まった後掘り直されたものかとも
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思われるが,平面では埋土の違いは確認されていない。下層は地山のにぶい責橙色粘上が混じる暗褐

色粘土・にぶい黄色粘土・灰色粘土等で,井戸として使用中に堆積したとみられる層はなく,井戸で

あれば廃絶後に埋め戻された土と考えられる。掘形は灰色砂層を掘り抜いて,有機物の混じる黒色粘

土層を少し掘 り込んでいる。黒色粘土層を掘 り抜かない点はC地区の他の井戸と異なるが,灰色砂層

からの湧水があった可能性もある。反面,井戸以外の性格をもつ土坑の可能性もある。

出土遺物は土師器小片多数,須恵器杯 1点 ,中世土師器皿多数 (∂鋸・

“

め ,珠洲甕多数 (∂θσ)・

悟鉢多数 (側の,中 国製青磁碗 1点 (“め ,加工板数′点 (り ,曲物 1点,釘 1点 (2の である。土

器は珠洲奏・悟鉢,土師器の小片が多い。曲物は側板の小片のため井戸枠に使用されたものかは不明

である。加工板についても縦板等の井戸枠部材の可能性もあるが,少数であり,立った状態では出土

していないので確証はない。遺物の年代から13世紀前半の遺構と推定する。

1260号井戸 (S E 1260,第 68図 )

C7地区東側北端に位置し, S E 1205が東側に隣接する。平面形は円形を呈し,直径1,04m,深さ

1.06mで ある。井戸底の標高は7.42mで ある。断面は円筒形に近い悟鉢状を呈し,下部がすぼむ。埋

土は地山のにぶい黄橙色粘土等が混じる暗褐色シルト・暗掲色粘土質ローム・暗灰黄色シルト質ロー

ムがレンズ状に堆積する。掘形は有機物が混じる黒褐色粘土の上面まで掘 り込んでいる。現在湧水は

みられず,黒色粘土層を掘 り抜かない点がC地区の他の井戸と異なるので,井戸以外の性格を持つ土

坑の可能性もある。出土遺物は中世土師器と珠洲の小片が数点あるが,詳細時期は不明である。

1291号井戸 (S E 1291,第 68図 ,図版25)

C7地区中央に位置し, S B24が東側に隣接する。平面形は円形で,直径1.25m,深さ1.24mで あ

る。井戸底の標高は7.12mで ある。断面は円筒形である。埋土は暗褐色粘土質ローム・暗褐色粘土・

暗褐色シル トを基調とする土で,上層から下層まで地山のにぶい責橙色粘土・灰責褐色粘土等がブ

ロック状に混じり,井戸使用時に堆積したとみられる層はない。掘形はにぶい褐色粘土層を掘 り抜い

て灰色砂の途中まで掘 り込まれている。現在湧水はみられないが, S D301に水流があれば灰色砂を

通じてその伏流水を得ることができたのかもしれない。

出土遺物は中世土師器小片数点,珠洲小片 1点,横櫛 1点 (ヱ ),曲物,加工板 (刃・Я),加工棒

(ν)である。曲物は側板の害Jれた小破片が多く出土したが,井戸枠として使用されたものかは不明

である。加工板は長さ20～ 50cm前後のものが埋上の中位から下位にかけて数点出上しており,縦板の

一部であつた可能性もある。遺構の年代は,中世土師器の形態と,加工版の放射性炭素年代が12世紀

後半～13世紀中頃であること注17か ら13世紀中頃～後半と推定する。

1299号井戸 (S E 1299,第 68図 ,図版17)

C7地区中央に位置し, S B25の南側に隣接する。平面形は円形で,直径1,03m,深さ62cmである。

井戸底の標高は7.66mで ある。埋土は上層が暗褐色シルト,下層が暗掲色粘土質ロームで,上下覆と

も地山のにぶい責橙色粘土がブロック状に混じる。井戸として使用中に堆積したとみられる土はない。

掘形は灰色砂層の途中まで掘り込まれている。現在湧水はみられず,黒色粘土層を掘 り抜かない点が

C地区の他の井戸と異なるので,井戸以外の性格を持つ土坑の可能性もある。切り合いではS D 1504

より新しく,存続時期が異なることからS B25に伴う遺構の可能性がある。

出土遺物は土師器甕等小片数点,須恵器杯 1点 (翠θの,中世土師器皿 1点 (“D,珠 洲悟鉢 1点

(∂θの・奏 1点,釘 1点 (フの である。遺構の年代は,遺物から13世紀中頃～14世紀中頃と推定する。

注ユ7 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「Ⅸ 放射性炭素年代測定 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田鳥遺跡出土遺物の放射性炭素年代測定」
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SE451
125Y3/1黒 褐色ローム(■5Ч7/4浅 黄色粘■質ローム1%カック状に混,炭化物混)
225Y4/2暗 灰黄色ローム(75Y7/4浅 賞色粘■質ローム4%カ ック状に混,炭花物混 )
a25Y4/ユ 灰色ンルト質ローム(75Y″ 4減黄色格と質ローム5%カ ック状に混,炭イヒ物混 )
425Y5//1黄 灰色ローム(7う YR5/8明 福色ローム混,炭化物 酸化鉄粒状に1%混 )
55V4/1灰 色シルト(■5Y点5/8明褐色ローム混,酸化鉄粒状に1%滉 )
65W2/1黒 色ンルト(5Y7/2X自 色砂質ローム2%混 )
イ5Y3/2オリーブ黒色ンルト(炭化物滉 )
&5Y2/2オリープ黒色砂
025Y3/1黒 褐色シルト
ユα7N5Y3/2オ リーブ黒色ンルト(うY6/2Xオリーブ色粘土質ローム2%カ ック状 75YR5/8明
召色ローム混,酸化鉄混 )
117うGYG/1緑灰色シルト(7う Y3/2オリーン黒色シ″卜2%・75V4/1灰 色シルト2%プロック状
に混)

地 山
12 25Yν aにぶい責色砂質シルト
1325誨 /4にぶい責色砂
1■ 25Y3/ユ 黒縛色ンルト
ユaイ 5Y5/2灰 オリーブ色粘土質ローム(炭イヒ物混)
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2 遺構

4

能m3      引
125V6/2X黄色シルト(2研お力暗灰黄色シルト20%紅 帯状に混炭化物混)
210Y点黒編色ンルト(ワ 5Yψ灰黄色シルト5%粒状に混,炭イヒ物湿)
3 10YR黒 狙色ンルト(25Y6/2灰 黄色ンルト10%粒状に混,炭化物混)
42Wν琢 黄色シルト(25Y5/2暗 灰黄色シルト10%帝 状に混.炭イヒ物混)
525Y5/2暗 灰黄色シルト(25■ 6/2X黄色シルト

"粒
状に混炭化物混)

0 10YR4/1召 灰色シルト(25Y6/2X黄 色シルト50%粒 状に湿,炭化物混)
■2FjY3/ユ 黒褐色シルト(25Y6/2灰 黄色シルト10И位状に混炭イヒ物混)
a25Y3/ユ 黒禍色ンルト(257ν 荻 黄色シルトm隧プロンク状に滉,炭化物混)
α25Y6/2灰 黄色シ″卜(10a4/1褐 灰色シルト5Иttklこ混炭化物混 )
lα 25Y9/1黒 褐色粘土質ローム(25V6/2灰 責色シルト211%粒 1/gック状に混)
■ 75GY7/1明緑灰色砂(10YRIB灰 色シルト90%ノ ロック状に混)

地 山
12 10YW叛 資褐色シルト質ローム
1325Y6/2灰 黄色シルト
1425Y6/2灰 責色ンルト質ローム
15 111YR4/1禰 灰色ローム(10YR3/2黒 褐色ピート20%令 状に混・75GY″ 1明緑仄色砂10%帯 状,こ混)
16 10YR9/2黒 禍色粘■質ローム

177うGY″ 1明緑灰色砂(1叫 R3/ユ黒褐色粘土質ローム31%帯 状に混)
18 10YR3/2黒 褐色粘■質ローム

107うCY明緑灰色シルト(植物建体混)

hi恭手
=ヽ

:ⅢⅢ■|工基ri,こ、|ィ1義工:i1lⅢ I I
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SES04
1 10YRν ワ黒褐色シルト(2う Y6/2灰黄色シルト5%位状に混皮化物混)
2 10YR4/2灰 黄褐色シルト(25V6/2灰 黄色ンルト30%粒 プロック状に混′炭イヒ物混)
3 10YR3/2黒 福色シルト(25Yν荻 黄色シルト跡 粒状に滉.炭化物混)
4 10YR3/2黒 褐色シルト(25Y6/2灰 黄色シルト10%幾 状に混炭化物混)
5 10YR4/2反 黄禍色シルト(9う Y6/2灰黄色ンルトall%粒 プロッタ状に混炭イヒ物混)

●IOYRν2黒褐色シルト(25Y6カ灰責色シルトユ0%カック状に混皮化物混)
イ25Y4/1責 灰色消土質ローム(25Y6/2Fx黄 色シルト鉤拗位フ的ッタ状に混炭化物混 )
a25Y4/1黄 灰色シルト(75GY″ユ研繰灰色砂2眺プロック状 25Yνユ灰白色粘土質ローム5%プロック
状に混,炭化効混)

地山
910Y4/2X賛福色シント質ローム
102うY6/叛黄色シルト
112うY6/琢黄色シルト質ローム
12ワうY6/2Fx黄 色シルト質ローム(7う YR5/6明 僑色砂10%帝 状に混)
13 10YM/1褐灰色粘土質ローム(loYR3/2黒 褐色ピート詢%常状に混皮化物混 )
14■5GYク 1明緑灰色砂
la仏5GY7/1明 緑灰色シルト
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

SE508
1 ldrRe/1黒 褐色シルト質ローム(2う Y6/2rt賓 色シルト1%粒状■OYR76明黄
褐色ンルトローム1%粒状に混,炭化物混 )
2 iOYR3/2黒 褐色シルト質ローム(lohrR77/8黄 橙色シルト質ローム1%混 炭化物
混)
3つ 5Y2/1黒 色ンルト質ローム(10YR4/2灰 費鶴色ンルト質ローム2%疵状に混
炭イヒ物粒状に混)
4 10VRV叛 黄獨色シルト質ローム(災化物混)
,25Y2/1黒 色シルト資ローム(炭化物混 )
0 10VR4/73に ぶい黄褐色シルト質ローム(25Y6/2灰 黄色ンルH%粒状に混炭
化初混 )
■25Y9/1黒 褐色シルト(災イヒ物混 )
&ユ OYR4/2灰 黄褐色シルト(25Yν 叛 黄色ンルト2%カ ック状1こ混炭化物混)
9ユOYR3ハ暗褐色ンルト(25Yν 琢 黄色ンルト3%粒状に混炭化物蔵状にllL)
1025Y6/剖こぶい黄色シルト(ll YR3/1黒 禍色シルト4%混 炭化物混 )
■ 75CY771明緑灰色粘土質ローム(1叫R4/1鶴灰色シルト311%カ ック状に混)
地山
12 10YR4/2X黄褐色シルト質ローム
13 10YR6/2褐 灰色シルト
1425Y6/2灰 黄色ンルト
1,95Y6/2灰 黄色シルト質ローム
16 10YR4/1褐 灰色粘上質ローム(10YR3/2黒 褐色ピート40%帝状イ5GY″ I明
緑灰色砂iO%席状に混)

1■ 7裁R4/1褐灰色粘土質ローム
la 75CY7//1明 緑灰色シルト(植物遺体混)
ユα10GY8/1明 緑灰色砂

SE693
,ユOYR3/1黒 褐色シルト(ワ 5Yν叛 黄色シルト2%粒状に混.炭イヒ物混)
2ユOYRν I黒褐色シルト(25Y6/2灰 責色シルト20%粒状に混炭化物混)
a10VRν I黒色粘主質ローム
■10YR3/1黒 獨色シルト(25Y6カ 灰黄色シルト20%粒状に混炭イヒ物混)
i N4/OFx色 粘土質ローム(イ醍 Y″ 1明緑灰色粘土質ローム20%rl状に混皮化物混)
625Y3/1黒 褐色粘■質ローム(75GY″ 1明緑灰色枯土質ロームIO%茂状に混)
地山
7 10YRC/2褐 灰色シルト
a広5Yν叛 責色シ′レト
つ25Y6/叛責色シルト質ローム
i025Y6/琢 黄色砂
ユ110Y4/ユ 褐灰色粘土質ローム(loYR3/2黒 褐色ピート60%帝状 2うYν2Fx黄 色砂S%帝状に混)
127うGY″ 1明緑仄色ンルト
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2 遺構

SE71 6
1 10YRν 2黒褐色シルト
210Y黒3/2黒褐色シルト(25Y6/2Fk資 色シルト20%粒 状に混炭化物混)
3 19YRν l黒褐色粘土質ローム

4 10YR3/1黒 褐色粘■質ローム(仏5CW7/1明 緑灰色砂40%プ ロック状に混)

地 山
525Y6/2灰 黄色シルト
,10YR6/1褐 反色シルト
■2うY6カ灰黄色シルト

&2う Yν琢 黄色シルト質ローム
9 25Yν 販 黄色ンルト質ローム(7う YR5/6明 福色砂30%常 状に混)
lll iOY3″黒召色ピート
■ ■5CY7/1明 緑灰色砂(10YR3/2黒 褐色ピート20%帯 状に混)
12 iOYR7/4に おい黄澄色砂

|お

:il:ヽ |||

11-―‐―!:!!!!::||!|―

Sビ850
1 25YV2暗 灰黄色ンルト(25YC/2灰 黄色ンルト40%粒 状■OYRνユ黒褐色シルヽ
10鑢状に混炭化物混)
210Y″ 1黒色粘土質ローム(5C5/1緑灰色砂質ローム40%粒 状に混炭化物混)
310Y2/1黒色粘土質ローム
425Y4/1黄 灰色ンルト(■・●GY″ I明緑灰色砂20%帝 状に混)

地山
5 ZS16カ 灰責色ンルト
O ZSC/Y6/1緑灰色砂
■10YR6/2獨 灰色ンルト

ュ2「rνワ灰資色砂
0 25Yνワ灰貨色シルト
10 75GY″ユ切無灰色砂
lユ ユOYR4/1褐 灰色粘土賀ローム

12 75GY″1明緑灰色砂(10YR4/1褐 灰色粘と質ローム10%常 状に混)
13 10YR4/1欄 灰色粘主質ローム(10YR3/2黒 褐色ゼート30%帯 状に混)
14夕うCY″ 1明緑灰色ンルト質ローム(植物遺体混)

0                1:40               2m
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

SE1 001
7宏熊C/2X黄色シルト(5Y4/1灰色シルト1%滉,prL鉄混)
8 iOYR4/1褐 灰色ローム(25Y6/2医 黄色シルト196/Hック状に混)
α lllGY7/1明 線灰色シルト(5Y2/1黒色シルト1%■∝V6/1緑灰色砂3%況炭化防混)
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ユ82576/2FXオリープ色砂質ローム
142うY6/嫉オリーブ色砂
155Y2/1黒色シルト
10ユOGY7/1明 緑仄色ンルト,炭■物粒混
17 10CY7/1明 線灰色砂質ローム
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― 岩坪岡目鳥遺跡

鋤鱒

ISE4006

▼

一 o「〕Ⅲ

:4吾身争具皇舞影と株|:岳 ,身善離と峰髯身岳七整毒患ヨ彗豊穣談彗学議め導
'

第

“

回 岩坪1間日島追跡― 中世遺構実測園
1.SE1006 a‐ SE10∞

r2f



2 遺構
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

SEll1 9
110W7/2灰歯色砂(え化物

"ち

有機物混)
210W4/1灰色粘■(250r5/1オ リープ灰色枯上カ ック・Ali混 ,炭化物1%駿化勉%混 )

SEl1 06
1 75YR3/ユ黒獨色シルト賀ローム(炭化物5%混)
27側R3/1黒 褐色シルト質ローム(loYR″ 2にぶい黄澄色粘土質ロームノロック状に混炭イヒ物2笏混)
a10VR7/2に ぶい黄橙色粘主質ローム(炭イヒ勤彦%混 )
■10YR2/2黒 褐色粘土 (10YR7/21二 示い黄橙色粘土質llT― ム炭イヒ物Wろ渤
5 10YR3/3滅 責橙色格土質ローム(戻化物2%混 )
0ユ OYR3/3浅 黄澄色砂質ローム(決イヒ切2笏 酸化鉄10%混 )
ア25Y5/2暗 灰資色粘■ (皮イヒ物5%酸化鉄iO%滉 )
&75YR3/ユ黒褐色粘■ (有機物混 )
,576/2Xオリーノ色枯主賓ローム(皮化効2%酸イヒ鉄5%滉 )
lα 25Y6/1費 医色粘■ (炭化物2%‐駿イヒ鉄5%混 )

SEll16

SEll1 6
110G5/1緑反色粘■質ローム(25Y3″ 黒褐色粘±■OYR3/1黒 掘色格土カ ックtAli混 )
ワ 10C5/ユ 緑灰色消■質ローム(25親VtttB色 格±■OYR3/1黒 掲色務とカ ック撫 〔湿,轄ヒ鉄10%滉 )
310G5/ユ緑灰色お■質ローム(25Y3/2黒 褐色粘■■OYR3/1黒 褐色粘とカ ック状に温豫北鶴 %混 )
■10YRVユ 福灰色粘■ (酸化鉄109/D混 )
5般Ⅳ5/1灰黄色シ″卜(炭

`ヒ

物5%酸化楚 %混 )
6576/1灰 色シルト質ローム(10YR2/1黒 色粘■混 )
75Y4/2Xオリープ色粘土質ローム(酸イヒ鉄1%混 )
85Y4/1灰 色粘土 (炭イヒ物5%酸オ酸膨%混 )
地 山
075Y郎 /3におい穏色粘土 (炭イヒ物 酸イ陰お%有機物混)
10 75YR3/1黒 禰色粘土 (右機物滉 )
1110Y4/2オ リープ医色猫土(炭化物5%酸イい炒笏混)
1210Y4/2オ リーブ灰色シ″卜質ローム(皮化効よO%酸イヒ鉄10%混 )
13 25GY5/1オ リーブ灰色粘圭 (炭ILD卿%酸化鶴 %混 )
1410V3/2オ リーブ灰色粘■ (兵化物10%酸 化鉄2%混 )

第66図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
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遺構

SE1204
1 10YR3/3暗 褐色シルト(10YR6731三 ぶい黄橙色粘±7tlック状にvIE戻イヒ物秘 酸イヒ鶴 %混 )
2 10YR3/3暗 褐色お土質ローム(10YR6/2灰 黄褐色粘土 /tlック状に混友イヒ物1%酸イヒ鉄296混 )
3 11YR3/4暗 櫓色粘主質ローム(皮4ヒ物秘 混)
■■5YR17/1黒色シルト賀ローム(10VR6/2灰 費鶴色鶏■カ ック状に混炭化物3%酸イヒ鉄3%混 )
S iOY醜灰黄褐色粘主(10YR6/2灰 費褐色粘主 シルトブ歯ック状に混.炭化物務 酸化鉄10%混 )
0■ SYR17/1黒色シルト
■10YR4/2灰 黄褐色お主(10Y籠 /2灰 黄褐色粘上 ンルトカ ック状に混.炭化物3%酸化鉄5%混 )
地山
a10YRV4に よい責福色粘土
,10YR6/4に おい責橙色砂 (酸化鉄10%混 )
lC Z・JYR5/3に ぶい褐色粘■ (炭イヒ物 酸化期 有機物混 )
エ ア5YR3/1黒 禍色粘■ (有機物混)
12 25GYνユオリーブ灰色シルト(炭化物2%酸化鉄7%混 )
la 5G5/1オ リーブ灰色砂質ローム(炭化物 酸イヒ鉄2%混 )

I

SE1205
11∝r騨浴贈猥色粘主質ローム(loYRν 31こぶい黄猿色粘土カ ック状に混,炭化物5%酸化鉄iO%混 )
2 10WRレ 9暗禍色粘主質ローム(loYRI/3にぷい黄潅色粘主カ ック状に混,え化物3%酸化鉄5%混 )
925Y6″灰責色V/1
4必Yシ2暗灰黄色粘■ (10YR6/8にぶい黄後色粘土アロック状 10YR3/3暗 褐色粘上質ローム混炭イヒ物
ユo%酸化鉄力%混 )
5 10YR3お 暗褐色お■質ローム(10YR6/3にぷい黄澄色お■カ ック状に混′酸イヒ鉄10%vIZ)
6 111YR34/3暗褐色粘土質ローム(25Y6″ 灰黄色粘土カ ック褐

=滉
,炭化物8%酸化鉄10%混 )

7 25Yν琢 費色粘土 (酸化yt40%混 )
8 10YR2/1黒 色粘■(友イヒ物3%酸化錦 %混 )
0つうV6カ灰費色ンルト(炭化物2%酸化鉄iO%混 )

SE1229
1 10YR3/3暗 褐色お土質ローム(loYR6/eにぶい黄澄色粘土カ ッタ状に混炭化物3%酸化鏑 %温 )
9 10YR3/8賭 褐色粘土質ローム(loYRγ 31こぶい責澄色粘土 /tlック状に混炭化物5%輌財ヒ鉄iO%混 )
075Y貶 /1黒色ンルト(10YR3/3浅 黄澄色粘土カ ック状に滉)
4 10YR9浴 贈禍色ンルト(10YRI/3にぶい黄橙色ンルトノロック状に混,皮化物1%酸イヒ鉄

“

混)
5 10YR3/3産 褐色ンルト(10YRC/3にぶい黄橙色粘■質ロームカ ック状に混,酸化鉄iO%混 )
0 10YR3/8暗 褐色猫土(10YR6/3にぷい黄橙色粘■カ ック状に混,炭化物3%酸化鉄孤墜混)
■25Y6/4に ぶい黄色粘土(民イヒ物2%酸化鉄力%混 )
a■5Y4/1灰 色粘土(10YR3/3暗 褐色粘土 10YR6/31こ ボい黄澄色粘とカ ンク状に混)
0■5V4/1灰 色粘土

地山
ユ0 10YR5/4に おい費IB色 粘土
11 10YR6/4に よい責橙色砂 (酸化鉄iO%灘 )
12■ 5■k5/3にぶい鶴色粘■ (炭イヒ物 酸化鈍 %有機物混)
la■5Y4/1灰 色砂
1■ ■5W4/1灰 色砂 (75YR3/1黒 禍色粘土混)
1,■WR3/1黒禍色粘土 (有機物混)
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SE1260
1 10YR3/3暗 獨色シルト(10YRν 鋭こムい責
橙色粘■アロック槻

=混
,炭化物5笏 酸化

鉄15%混 )
ワユll-3暗褐色絡■質ローム(10YR6/3に
ぶい黄後色IIhiプロック状に混.戻化物10
%酸イヒ鉄IO%混 )
3,お Yシ2暗灰黄色シルト質ローム(10Yお ″
灰黄褐色粘土プロンク状に混酸化鉄15%
混)

第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

地 山
4 10YR6/4に ぶい黄捜色砂 (酸化鉄iO%混 )
5■ 5YR5/3に ぷい褐色粘土 (炭イヒ物 醐 ヒ纂 %
有機物混)
G75Y4/ユ 灰色砂
イイroYR3/1黒 鶴色粘■ (有機物混)
&2裁4′2暗灰黄色粘土質ローム(友イヒ物IO%
駿化鉄10%混 )

|お

O  r20(拡 大遺物) 50cll

SE1291
1 lllYR8ん 暗縄色猫土質ローム(炭イヒ物5%混 )
,1∝rR3ゐ暗禍色活■質ローム(loY郎 /3にぶい黄橙色粘とプロック状に混及化勤鯵 酸化鉄10%混 )
3 iOYR3ハ 暗鶴色粘■質ローム(loYR6/3に ぶい黄橙色務■ブロック状に混.炭イヒ物io%酸化策 %混 )
4 10YR3/3暗 褐色活■質ローム(10YR6/2X黄褐色粘上カ ック状に混,災化功7%駿イヒ鉄5%混 )
5 10YR3/8暗 褐色粘土(10YR6/2灰 黄褐色猫主プロック状に混,皮 4ヒ物7%酸化鉄10%混 )
010Y烹3/8暗褐色粘土 (10YR6/3にぶい費橙色猶±■OYR6/2灰 黄褐色粘土プロック状に混,炭化物5%酸化鉄ユ5%混 )
■10YRe/8暗 褐色粘土質ローム(10YR6/2医 黄褐色粘土カ ック状,こ混皮化物10%混 )
&iOYR3浴暗鶴色粘土質ローム(10YR6カ 灰黄褐色粘土/Hック状に混.炭オヒ物10%酸化鉄ユ5%混)
0 10YR3/8暗 僑色粘■(loYR6/2X責褐色砂■OYR6/3に ぶい寅造色鶏土/tlックklこ混皮ILD夕 %酸化鉄15%混 )
SD1 501
10 10YR3/3暗 褐色シルト(25Y5/2暗 灰黄色シルト1∝R673におい黄橙色粘iアロック状に混炭化物 酸化鉄混)
地 山
11 10YR5/4に ぷい黄欄色お土
1210Y硝/4にぶい黄潅色砂 (酸化鉄10修混)
187う YRS//8にぶい鶴色粘と (炭化切 酸イヒ鉄 有機物5%混 )
14■5YVl灰色砂

第68図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図

SE1 299
1 10TR3潟 暗褐色シルト(10Y猟湘にぶい黄橙色粘土プロック状に混皮イヒ物3%酸化鉄10%混 )
2 10YR3潟 暗褐色ンルト(10YR6/3にぶい黄橙色粘土プロンク状に混炭化物2%酸化鉄7%混 )
a IOYR3/3暗 褐色ンルト(10YRC/3にぶい寅橙色粘土プロック状に混炭イヒ物10%酸イヒ鉄如%混 )
4 10VR3/3暗 禍色粘土質ローム(lωrRνeにぶい資橙色粘土ノロック状に混,炭化物5%激化鉄15%混 )
5 10YR3/3暗 鶴色粘■質ローム(10YRν 8にぶい黄橙色粘土プロック状に混炭イと物2%酸化鉄3%混 )
地山
0 10YRν ■こぷい責橙色粘■
■lωrR6/4に ぶい黄澄色砂 (酸化鉄iO%混 )
&■ 5YR5/3に ぶい終色粘■ (炭化物 酸4摩お%右検物滉)
α■5Y4/ユ灰色砂
10■WR3/1黒褐色粘■ (有機物混)
■ 25Y4/2暗 灰黄色粘■質ローム(炭イヒ物IO%酸 化鉄IO%混 )
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2 遺構

F 土坑

144号土坑 (S K144,第 25図 ,図版26)

B2地区東側に位置し, SB3の範囲内にある。平面形は円形を呈し,直径30cm,深さ16cmで ある。

埋土は暗灰黄色シル トが混じる黒褐色シルトの単層である。切 り合いではSB3の S P227よ り新 し
い。底面付近から完形に近い中世土師器 (翠91)が出土しており,建物廃絶後の地鎮遺構の可能性が

ある。

189号土坑 (S K189,第 69図 )

B2地区東側に位置し, SB7に隣接する。平面形は円形を呈し,直径27cm,深さ12cmである。埋

土は暗灰責色シルトが混じる黒掲色シルトの単層である。柱穴状の小規模な土坑である。

出土遺物は土錘 (■つ である。

404号土坑 (S K404,第 69図 ,図版26)

C3地区北端に位置し,S K439と接するが切り合いはない。平面形は円形で,直径3.00m,深 さ

0.88mで ある。大型の上坑で,北側は調査区外に延びる。断面は悟鉢状を呈する。埋土は,オ リーブ

黒色シルト質ローム・黒褐色シルト・オリーブ黒色シルト・灰色シルト質ロームを基調とする土層の

水平堆積となっている。

出土遺物は須恵器小片数点 。中世土師器皿数点 (塑θ∂・望θ翠),珠洲悟鉢 1点 (翠θ5)・ 甕数点

(愛0。 壼 1点,粘土塊多数・羽回数点 (%。 とり ,鉄淳多数 (翠δ。5Fo M o α)である。中世土師器

皿の小片や珠洲甕体部片が多く,珠洲甕片にはS D401と の接合資料 (麦0も ある。鉄津・羽口のほ
か,製鉄に関連するものと推測される粘土塊が多く出土したことから,製鉄関連の廃棄土坑と考えら

れる。遺構の年代は,遺物から13世紀前半と推定する。

413号土坑 (S K413,第 69図 )

C3地区東端に位置し, S D401と S D402の 間にある。平面形は円形で,直径30cm,深 さ22cmであ

る。柱穴状の小規模な土坑である。埋土は責褐色シルト質ローム・オリーブ褐色シルトを基調とする。

上面に珠洲甕片 2点と小石がのっていたが, SFlの道路面に位置するので,路面の補強または補修

に関連する可能性もある。

428号土坑 (S K428,第 69図 ,図版18)

C3地区東側に位置し,S D401と S D402の間にある。平面形は楕円形で,長径92cm,短径53cm,

深さ9 cmである。埋土はオリーブ褐色ローム混じりの暗褐色シルト質ロームである。

出土遺物は須恵器甕片 1点,珠洲奏片 3点,砥石 1点 (=91,焼けた自然礫 1点,鉄淳 1点である。

SFlの道路面に位置し,溝の規模に対して遺物量が少なくなく,路面補強のために埋土に混ぜられ
た可能性が考えられることから,道路面の波板状圧痕の可能性もある。

429号土坑 (S K429,第 69図 )

C3地区東側に位置し, S D401と S D402の 間にある。平面形は円形で,直径52cm,深さ4 cmで あ

る。埋土はオリーブ褐色ローム混じりの暗褐色シルト質ロームである。

出土遺物は土師器小片 1点,珠洲甕 1点,中国製青磁皿 1点 (翠θの で,他に自然礫が上面にあっ

た。SFlの道路面に位置し,溝の規模に対して遺物量が少なくなく,路面補強のために埋土に混ぜ

られた可能性が考えられることから,道路面の波板状圧痕の可能性もある。遺物の年代から,12世紀

中頃～後半の遺構と推定する。
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第皿章 岩坪岡田島遺跡

450号土坑 (S K450,第 70図 ,図版26)

C2地区西側に位置し,S E451,S E 1001に 隣接する。平面形は円形で,直径2.40m,深 さ1.10m

である。埋土は 6層に分かれて水平堆積し,各層に地山の浅黄色粘土質ローム等が混入する。上層は

黒褐色シルト質ローム・黒褐色シルト,下層はオリーブ黒色粘土質ロームを基調とする。

出土遺物は縄文土器小片多数,土師器小片多数,須恵器奏 1点 ,珠洲悟鉢 (翠θ7。 翠露)・ 甕・壷 ,

中国製青磁碗 1点,粘土塊,骨片である。中国製青磁は,太宰府分類の龍泉窯系碗Ⅱb類の小片で13

世紀前半のものである。骨は細片である。遺構の性格は不明であるが,遺物の年代から,13世紀前半

の遺構と推定する。

466号土坑 (S K466,第 70図 )

C2地区中央北側に位置する。平面形は円形で,直径1.43m,深さ12cmで ある。埋土は地山の黄427

色粘土質ローム混じりの黒褐色シルト,褐灰色シルト混じりの責褐色粘土質ロームである。

出土遺物は土師器小片数点,珠洲甕 1点である。浅い土坑で,性格は不明である。

467号土坑 (S K467,第 70図 )

C2地区中央に位置する。平面形は不整形で,規模は72cm× 40cmで ,深さは14cmで ある。埋土は褐

灰色シルト混じりの黄褐色粘土質ロームである。

出土遺物は粘土塊が 2点である。浅い土坑で,性格は不明である。

505号土坑 (S K505,第 71図 )

C4地区東側に位置し, S E 503に 隣接し, S B19の範囲内にある。平面形は円形で,規模は直径
1.31m,深さは84cmである。断面は逆台形を呈する。埋土は灰責褐色シルト・黒褐色シルト・灰黄褐

色砂質ローム・褐灰色シルトを基調とし, 5層 に分かれほぼ水平堆積になっているが,上層から下層

まで地山の灰黄色シルト等が混じる上で,堆積の時期差はあまりないものと考えられる。

出土遺物は中世土師器小片多数,須恵器杯 1点,粘土塊多数である。

514号土坑 (S K514,第 71図 ,図版26)

C4地区東側に位置し, S E 503。 S E 504の南に隣接し, S B19の範囲内にある。平面形は楕円形
で,長径1.12m,短径86cmで ,深さ22cmで ある。埋土は地山の灰黄色シル ト混じりの黒褐色シル ト,

褐灰色シルトを基調とし,上下 2層 に分かれる。出土遺物はない。

536号土坑 (S K536,第 71図 )

C4地区中央にあり,付近に遺構は少ない。平面形は不整形で,規模は83cm× 27cm,深さ25cmであ

る。埋土は地山の灰黄色シル ト混じりの黒褐色シルトである。

出土遺物は土師器小片 1点,須恵器杯蓋 1点,珠洲奏 1点である。

540号土坑 (S K540,第 71図 ,図版26)

C4地区中央にあり,付近に遺構は少ない。平面形は円形で,直径37cm,深さ26cmである。埋土は

地山の灰黄色ンルト混じりの黒褐色シルトである。

出土遺物は中世土師器の破片 1点 (翠991で ,埋上の中位から出上した。

562号土坑 (S K562,第 71図 )

C4地区東側に位置し, S E 504の南に隣接する。平面形は不整形で,規模は35cm× 27cmで ,深 さ

は12clnである。柱穴状の小穴である。埋土は地山の灰責色シルト混じりの褐灰色シルトである。

出土遺物は土師器の小片が多く,他に割れた土錘 1点 (望
=の
がある。
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2 遺構

578号土坑 (S K578,第 71図 ,図版26)

C4地区中央に位置し, S B18の東側に隣接する。平面形は円形で,直径1.28m,深さ70cmである。

断面形は逆台形を呈する。埋土は地山の灰黄色シルト混じりの黒褐色シルト・暗灰黄色シルトである。

出土遺物は土師器の小片が多く,他に須恵器杯片 1点,珠洲甕片 1点がある。

607号土坑 (S K607,第 71図 ,図版26)

C4地区中央に位置し,S B18の東側に隣接する。平面形は円形で,直径24cm,深 さ27cmで ある。

柱穴状の小穴である。埋土は地山の灰黄色シルト混じりの黒褐色シルトである。底面でほぼ完形の中

世土師器皿 (翠コ)が仰向けでやや斜めになった状態で出上した。

645号土坑 (S K645,第 71図 ,図版26)

C4地区中央に位置し, S B16。 S B18に 隣接する。平面形は楕円形で,長径1.57m,短径1.35m,

深さ58cmである。埋土は地山の灰黄色シルト混じりの褐灰色シルトである。

出土遺物は土師器小片 2点,須恵器奏 2点,焼けた自然礫 1点である。

673号土坑 (S K673,第 72図 )

C4地区中央東よりに位置し, S E603の南に隣接する。平面形は楕円形で,長径58cm,短径50cm,

深さ30cmである。埋土は地山の灰責色シルト混じりの黒褐色シルト・褐灰色シルトである。

出土遺物は中世土師器皿片が多く,他に珠洲重 1点,粘土塊 1点がある。

727号土坑 (S K727,第 72図 )

C4地区中央東よりに位置し, S B18の南に隣接する。平面形は円形で,直径27cm,深さは22cmで

ある。柱穴状の小規模な土坑である。坦土は地山の灰黄色シル ト・にぶい黄褐色シルト混じりの黒色

シルトである。

出土遺物は中世土師器皿 (翠
=つ
の底部片である。

743号土坑 (S K743,第 19,21図 ,図版27)

C4地区南東部に位置する。平面形は不整形で,深さは12cmで あり,調査区外に延びるため全容は

不明である。上面から中世の柱穴状の上坑が掘 り込まれており,これらより古い。 S D843と の切 り

合いは明確でなく一連の遺構の可能性もある。

出土遺物は土師器 (4ツ),須恵器 (翠=0,珠洲 (翠
」の,釘 ?(%)で ある。

836号土坑 (S K836,第 21図 ,図版12)

C4地区南東部に位置する。平面形は楕円形で,規模は95cm× 65cmで,深さは19cmで ある。埋土は

灰責褐色シルト質ロームである。古代の溝 SD盈4を切る。出土遺物はない。

844号土坑 (S K844,第 19・ 21図 )

C4地区南東部に位置に位置する。平面形は隅丸方形で;規模は89cm× 51cmで,深さは17cmで ある。

埋土は地山の灰黄色シル ト混じりの黒褐色シル トである。切 り合いでは S D 843よ り古い。出土遺物

はない。

845号土坑 (S K845,第 72図 )

C4地区南西部に位置し, S B14・ S B15の範囲内にあるので,建物に伴う遺構の可能性もあるが ,

浅い土坑で性格は不明である。平面形は隅九方形で,長軸1.47m,短軸1.32m,深さ12cmである。埋

土は地山の灰黄色シルト混じりの黒褐色シルトである。

出土遺物は珠洲甕 (望
=の
の破片 1点で,その年代から13世紀前半～中頃の遺構と推定する。
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

891号土坑 (S K891,第 72図 )

C4地区西側に位置し, S D 914の 北に隣接する。平面形は円形で,直径27cm,深さ14cmで ある。
柱穴状の小穴である。埋土は地山の灰黄色シルト混じりの黒褐色シルトである。

出土遺物は珠洲甕 (翠
=の
の口縁部片 1点である。遺物から,13世紀前半の遺構と推定する。

896号土坑 (S K896,第 72図 ,図版27)

C4地区西側に位置し, S D401に隣接する。平面形は方形で,長軸3.30m,短軸2.10mで ,深さは

74 cmである。断面形は逆台形で,東側は一段高くなる。埋土はレンズ状に堆積し,上層は黒褐色ロー

ム・黄灰色シルト質ロームで地山の灰責色シルトの混合率が下層に比べて高く, S K896が機能しな

くなった後に埋め戻した土と推測される。下層は灰オリーブ砂質ローム・黒掲色砂質ローム・、灰オ

リーブ砂質ロームで,上層より砂っぽい堆積層となっている。長軸がS D401と 平行であることから

道路SFl及び側溝に関連する施設の可能性も考えられ,道路と同時期の遺構と推測されるが,性格
は不明である。切り合いでは古代の溝S D744を切る。

出土遺物は珠洲悟鉢数点 (翠
=0。
壷 1点である。

903号土坑 (S K903,第 72図 )

C4地区西側に位置する。平面形は円形で,直径24cm,深さ1lcmである。柱穴状の浅い小規模な土

坑である。埋土は地山の灰黄色シルトが混じる褐灰色シルトである。

出土遺物は土師器の小片 1点,須恵器猿面硯 (翠
=91の
破片 1点である。猿面硯は平安時代後期の

ものであるが,C地区では当該期の遺構が他には検出されていないため,中世の遺構と考えておく。
1003号上坑 (S K1003,第 72図 )

C5地区西側に位置する。 S D 1007と接するが新旧は不明である。平面形は楕円形で,長径1.00m,

短径86cmで,深さ76cmである。埋土は灰オリーブ色シルト質ローム・黒色ローム・オリーブ黒色シル

トを基調とし,ほぼ水平堆積であるが,上層には焼土と多量の炭化物が混じる。

出土遺物は土師器小片と粘土塊が多く,他に須恵器甕 1点,中世土師器皿 1点 (2=),焼けた自然

礫 1点である。上師器の年代から12世紀後半頃の遺構と推定する。

1004号土坑 (S K1004,第 55・ 56図 )

C5地区西端に位置する。 S D 1007に 隣接し,平面形は不整形で浅く, S D 1007の一部である可能

性もある。長さ1.95m,幅 98cmで ,深さは12cmである。埋土は灰黄色シルト混じりの黒褐色ロームで

ある。

出土遺物は土師器小片 1点,須恵器甕 1点である。

■08号土坑 (SK■08,第73図 ,図版25)

C6地区南側に位置し, SE■ 05の南に隣接する。平面形は楕円形で,長径80cm,短径70cm,深さ

46cmである。埋土は黒褐色シルト質ローム・黒褐色シルトである。

出土遺物は刀子 1点 (=Dである。

1208号土坑 (S K1208,第 73図 ,図版17)

C7地区西側に位置し, S B21～ 23の範囲内にある。平面形は不整形で,溝状の浅い落ち込みであ
る。幅は1.32m,深さは20cmである。埋土は暗褐色シルト・にぶい黄褐色粘土を基調とする。建物に

関連する土坑の可能性もあるが性格は不明である。

出土遺物は中世土師器・珠洲の小破片と銭 1点 (5)である。
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1213号土坑 (S K1213,第 73図 )

C7地区の西側に位置し, S B23の 北東に隣接する。平面形は不整形で,長軸1,54m,短軸94cm,

深さは42cmである。底面は平坦でなく,柱穴状に深くなる部分もある。埋土は地山のにぶい黄橙色粘

土が混じる灰責褐色粘土質ロームの単層である。切り合いではS K1214よ り古い。出土遺物はない。

1214号土坑 (S K1214,第 73図 )

C7地区の西側に位置し, S B23の 北東に隣接する。平面形は楕円形で,規模は1.02m× 78cmで ,

深さは34cmである。埋土はにぶい黄褐色シルト質ローム・黄褐色粘土質ローム・にぶい黄橙色粘土 。

灰責褐色粘上を基調とする。切り合いではS K1213よ り新しい。出土遺物はない。

1215号土坑 (S K1215,第 73図 )

C7地区の西側に位置し, S B23の 範囲内にある。平面形は円形で,直径72cm,深 さ25cmで ある。

埋土は地山のにぶい責橙色粘上が混じる暗褐色シルトの単層である。

出土遺物は中世土師器の小破片である。

1216号土坑 (S K1216,第 73図 )

C7地区の西側に位置し, S B23の範囲内にある。平面形は楕円形で,規模は80cm× 67cmで ,深さ

は 6 cmである。埋土は地山のにぶい黄橙色粘土が混じる暗褐色シルトの単層で浅い。

出土遺物は中世土師器の小破片である。

1217号土坑 (S K1217,第 73図 ,図版17)

C7地区の西側に位置し, S B21～ 23の範囲内にある。平面形は不整形で,長軸1.19m,短軸95cm,

深さ19cmである。埋土は地山のにぶい黄橙色粘上が混じる灰黄褐色粘土質ロームの単層である。切り

合いではS B21の S P 1261, S B22の S P 1262よ り古く, S D697よ り新しい。出土遺物はない。

1218号土坑 (S K1218,第 73図 )

C7地区の西側に位置し, S B23の範囲内にある。平面形は隅丸で,長軸1.10m,短軸81cm,深 さ

は12cmで ある。埋土は地山のにぶい黄橙色粘土が混じる暗褐色シルトの単層で浅い。出土遺物はない。

1219号土坑 (S K1219,第 74図 ,図版17)

C7地区の西側に位置し, S B21～ 23の範囲内にある。平面形は不整形で,長軸1.26m,短軸1.07

m,深さは13cmで ある。埋土は責色粘土が混じる灰黄掲色粘土質ロームの単層で,浅い。 S K1220と

接するが切り合いは不明である。

出土遺物は中世土師器皿 1点,珠洲小片である。

1220号土坑 (S K1220,第 74図 ,図版17)

C7地区の西側に位置し, S B21～ 23の範囲内にある。平面形は不整形で,長軸1.43m,短軸96cm,

深さ13cmで ある。埋土は責色粘土が混じる灰黄褐色粘土質ロームの単層で,浅い。 S K 1219と接する

が切り合いは不明である。出土遺物はない。

1223号土坑 (S K1223,第馳図,図版17)

C7地区の西側に位置し, S B21～ 23の北側にある。平面形は隅九方形で,長軸1.27m,短軸80cm,

深さ67cmである。底面は平坦ではなく一部が深くなっている。出土遺物はない。

1226号土坑 (S K1226,第 74図 ,図版17)

C7地区西側に位置する。 S B23の東側に隣接し,建物に関連する遺構の可能性もある力↓陛格は不明

である。平面形は方形で,長軸2.27m,短軸1.59m,深 さ18cmである。埋土は地山のにぶい責褐色粘土

が混じる暗褐色粘土質ロームの単層で,浅い。切り合いでは古代の溝S D697を 切る。出土遺物はない。
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1230号土坑 (S K 1230,第留図,図版17)

C7地区西側に位置し, S B23の範囲内にある。平面形は方形で,長軸2.39m,短軸1.35m,深さ

30cmで ある。埋土は地山のにぶい黄橙色粘上が混じる暗褐色シル トの単層である。竪穴状の土坑で,

建物の南東隅にあり,土間の可能性もある。切り合いではS K 1231を切る。

出土遺物は土師器 。中世土師器・珠洲の小破片である。

1231号土坑 (S K1231,第 74図 ,図版17)

C7地区西側に位置し, S B23の範囲内にある。建物に関連する遺構の可能性もあるが性格は不明

である。平面形は隅九方形で,長軸96cm,深さ16cmで ある。埋土は暗褐色シルト・黒褐色シルト・に

ぶい黄色粘土が水平堆積する。切り合いでは S K1230に切られる。出土遺物はない。

1241号土坑 (S K1241,第留図)

C7地区西額1に位置し, S B23の範囲内にある。平面形は楕円形で,長軸57cm,短軸42硼 ,深さ20

cmである。埋土は地山のにぶい黄橙色粘土が混じる暗褐色シルトの単層である。

出土遺物は中世土師器皿 2点 (夜り ,珠洲の小片 1点,漆器片 1点である。

1266号土坑 (S K 1266,第質図)

C7地区西側に位置し, S B23の範囲内にある。平面形は楕円形で,長軸83cm,短軸55cm,深さ16

cmである。埋土は地山のにぶい黄橙色粘土が混じる暗褐色シルトの単層である。切り合いでは古代の

溝S D697を切る。一部撹乱に切られている。出土遺物はない。

1277号土坑 (S K1277,第 75図 ,図版27)

C7地区西狽1に位置し, S B23の 範囲内にある。 S K 1278に 隣接する。平面形は不整形で,長軸

1.48m,短軸1.44m,深さ24cmである。埋土は地山のにぶい黄橙色粘土等が混じる暗褐色シルト・黒

褐色シルト質ロームである。出土遺物はない。

1278号土坑 (S K 1278,第 75図 )

C7地区西側に位置し, S B23の範囲内にある。 S K 1277に 隣接する。平面形は不整形で,長軸
1.14m,短軸61cm,深 さ18cmである。埋土は地山のにぶい黄橙色シルト等が混じる暗褐色シルト・暗

褐色シルトが混じる黒褐色シルトの水平体積で撹乱に一部切られている。

出土遺物は中世土師器皿 1点,珠洲小片 1点,鋏 (ルうの他に金属製品の小破片が 3点ある。

1294号土坑 (S K 1294,第 75図 )

C7地区西側に位置し, S B23の南側に隣接する。平面形は円形で,直径宥cm,深さ22cmである。埋土

は暗褐色シルト・暗灰責色シルトの水平体積で,地山のにぶい責橙色シルトが混じる。出土遺物はない。

1296号土坑 (S K1296,第 75図 ,図版27)

C7地区中央に位置し, S B25の 南に隣接する。平面形は円形で,直径83cm,深 さは26cmである。

埋土は上層に地山のにぶい黄橙色シルトが混じる暗褐色シルト,下層に黒褐色シルトが堆積し,その

間から珠洲甕 (クの 力滞」れた状態で出土した。完形ではないが,口縁部残存率は40%あ り,体部下

半までの破片がある。切り合いではS D 1504よ り新しく, S B25と 同時期の遺構である可能性がある。

出土遺物の年代からは13世紀前半以降と推定される。

出土遺物は珠洲奏 (翠ノの の他には土師器甕片と中世土師器皿片が多く,須恵器甕片 1点 ,杯片 1

点,釘 (20がある。やや大型の上坑で,遺物量も多いことから廃棄土坑と考えられる。

1300号土坑 (S K 1300,第 75図 ,図版27)

C7地区南西部に位置する。平面形は方形に近い不整形で,長軸4,01m,短軸3.36m,深 さは42cm
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である。埋土は灰白色砂・灰白色シルトが混じるオリーブ黒色シルトの単層である。SB8に 隣接し,

底面は平坦で,建物に伴う竪穴状遺構の可能性があるが性格は不明である。

出土遺物は土師器椀 2点 にあ・狂0,須恵器杯数ィ点 (狂0,珠洲重 1点 に潔),土錘 1点 (りの
である。出土遺物の年代から,12世紀後半の遺構と推定する。

1301号土坑 (S K 1301,第 76図 )

C7地区南西部に位置する。平面形は不整形で,長軸3.28m,短軸1.41m,深さ58cmである。底面

は平坦でなく,一部深くなる部分もある。埋土はオリーブ黒色シルトを基調とする。切り合いではS

B8よ り古い。

出土遺物は中世土師器の小片が多く,他に珠洲甕片 1点,加工板 (7Drlがある。遺構の年代は,中

世土師器皿に柱状高台部分の破片があることから,12世紀中頃と推定する。

1302号土抗 (S K1302,第 76図 )

C7地区南西部に位置し,C7地区を分断する「下人ヶ用水」の堤防下にのびている。平面形は不
整形で,長軸3.1lm,短軸1.38m,深さ60cmである。埋土は黒褐色シルト質ローム・オリーブ黒色粘

土質ローム・オリーブ黒色シルトである。出土遺物は漆器椀 (」
=)で
ある。

1303号土坑 (S K1303,第 76図 )

C7地区南西部に位置し, S K1300の東側に隣接する。平面形は楕円形で,長径1.08m,短径91cm,

深さ34cmである。断面は逆台形を呈する。埋土はオリーブ黒色シルト質ローム・オリーブ黒色シルト

を基調とする。

出土遺物は中世土師器皿の小片で,柱状高台部分である。遺物から12世紀中頃の遺構と推定する。

1304号土坑 (S K1304,第 76図 )

C7地区南西部に位置し, S K1302の 東側に隣接する。平面形は楕円形で,長径1.03m,短径63cm,

深さ20cmである。埋土はオリーブ黒色シルト・灰白色砂である。出土遺物は土師器小片である。

1305号土坑 (S K1305,第 76図 )

C7地区南西部に位置し, S K1300の東側に隣接する。平面形は不整形で,長軸2.12m,短軸1.46

m,深さは38cmである。底面は平坦ではなく一部が深くなる。埋土はオリーブ黒色シルト質ロィム・

オリーブ黒色シルトである。

出土遺物は中世土師器皿の小片が多く,他に加工板 2点 (階 。2)がある。中世土師器皿はロクロ

成形の皿底部片,有台の底部片等がある。

1313号土坑 (S K1313,第 76図 )

C7地区南西部に位置し, SB8の南側に隣接する。平面形は円形で,直径1.02m,深さ29cmであ

る。埋土はオリーブ黒色シルトの単層である。出土遺物は土師器の小片が 1点あるのみである。

1326号土坑 (S K1326,第 76図 ,図版25・ 27)

C7地区南西部に位置し,S K1300の 南東に隣接する。平面形は円形で,直径o3cm,深さは14cmで

ある。埋土は灰白色砂混じりのオリーブ黒色シルトの単層である。

出土遺物は土師器′lヽ片 2点と加工板であり,板は折り重なるように出土した。

1371号土坑 (S K1371,第 77図 ,図版27)

C7地区中央やや東よりに位置し, S B26の西側に隣接する。平面形は方形で,長軸1.81m,短軸

1,36m,深さ25cmである。埋土は地山の黄橙色粘土がブロック状に混じる暗褐色シルトの単層である。

浅い竪穴状の土坑で,長軸方向がS B26の 主軸方向に近いことから, S B26に関連する遺構の可能性
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も考えられる。

出土遺物は中世土師器 に%。 在り 。珠洲・銭 (=～ 」・ 8～
=ヱ

・
=翠

・Iの である。珠洲は甕片が

多く,中世土師器皿片も多く出上した。銭は図示していないものも含めて合計10枚あり,これらは一

列に重なった状態で出上したことから,紐等は残存していないが絡銭または紙や布に包まれた状態で

埋められたとみられる。銭は地鎮等の祭祀に使用される例が多く,隣接するS B26の柱穴でも完形の

中世土師器 2点が埋納されていることから, S K1371も 祭祀関連の上坑の可能性が考えられる。

1373号土坑 (S K1373,第 77図 )

C7地区中央やや東よりに位置し, S B26の範囲内にある。 S K 1374に隣接する。平面形は円形で,
直径77cm,深さ24 cmである。埋土は地山のにぶい黄色シルトが混じる暗褐色シルトの単層である。出

土遺物はない。

1374号土坑 (S K1374,第 77図 )

C7地区中央やや東よりに位置し, S B26の範囲内にある。 S K1373に隣接する。平面形は円形で,
直径56cm,深さ 9 cmである。埋土は地山のにぶい黄橙色粘上が混じる暗褐色シルトの単層である。出

土遺物はない。

1444号土坑 (S K1444,第 77図 )

C7地区中央やや東よりに位置し, S B26の西側に隣接する。平面形は円形で,直径1,08mで ,深
さは40cmである。底面は平坦でなく,中央が深くなる。埋土は地山のにぶい黄橙色粘土が混じる暗褐

色粘土質ロームの単層である。

遺物は中世土師器皿の小破片が多数出上しており,非ロクロ成形のものが含まれる。

1445号土坑 (S K 1445,第 77図 ,図版21・ 27)

C7地区中央やや東よりに位置し, S D 1485。 S D 1504の 分岐点に位置する。平面形は方形で,規模
は2.95m× 1.51m,深 さは60cmである。埋土は暗褐色粘土質ロームを基調とし,地山のにぶい黄褐色粘

土等が混じる。また層間ににぶい黄褐色砂質ローム層が斜めに入り込んでいる。 S D 1485。 S D15髄 と

は埋上の切り合いがなく同時期に埋められた可能性が高い。 S K1445が S D 1485に 伴うものとすれば貯

水槽等として設けられたものであろうか。また, S D 1485・ S D 1504に 囲まれた範囲内には中世土師器

や銭等を埋納した柱穴・土坑があり,S K1445も それらに関係するものかもしれない。出土遺物はない。

1477号土坑 (S K1477,第 77図 ,図版27)

C7地区中央やや東よりに位置し, S B26の範囲内にある。 S K 1478に隣接する。平面形は楕円形
で,長径84cm,短径68cm,深さ19cmである。埋土は地山のにぶい黄橙色粘土が混じる暗褐色シルトの

単層である。出土遺物は中世土師器の小片 1`点 ,珠洲指鉢 1点 (零
=)で
ある。

1478号土坑 (S K1478,第 77図 )

C7地区中央やや東よりに位置し, S B26の範囲内にある。 S K 1477に隣接する。平面形は円形で,
直径75cm,深さ21cmである。埋土は地山のにぶい黄橙色粘土等が混じる暗褐色シルトである。

出土遺物は中世土師器の小片 1点,珠洲奏と悟鉢の小片が各 1点出土した。

1480号土坑 (S K 1480,第 77図 )

C7地区中央やや東よりに位置し, S B26の南側に隣接する。平面形は不整形で,長軸1.37m,短

軸91cm,深さ24cmである。底面は平坦でなく凹凸がある。埋土は上層が地山のにぶい黄橙色粘上が混

じる暗褐色シルト,下層が灰黄褐色粘土である。出土遺物はない。

(越前慎子)
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遺構

SK439
1 10YR〃 2灰責褐色ン,レト(SY4/1灰色ンルト1%5YR5/8明 赤福色シルト質ロー
ム2%粒状に混友化物混)
225Y6/8に ぶい費色粘■質ローム(1ば rR4/2灰黄綺色ンルト1%混 皮化物混)

Irili::::|:::|:::|:|::|:::::::i::il:|:|:|:|:||lr‐

SK404
1 0rylオリーブ黒色シルト質ローム(2う Y6/3に工い黄色粘土質ロームlo%カック状1こ混)
25Y3/2リ ーブ黒色シルト質ローム(25Yν 3にぶい黄色粘■質ローム1%混 ,災化物混)
a2FOY3/ユ 黒褐色シルト(Z5Y6/31こぶい黄色粘土質ローム2%粒状に混,炭化物混)
425Y3″黒褐色シルト(炭他物混 )
55Yン 1オリープ黒色シルト(■誠墨 ′ヽ明獨色ローム3%プロック状に混戻イヒ物混)
075Y4/1灰 色ンルト質ローム(loYG/2オ リーブ灰色粘土質ローム1%カ ック状に混炭イヒ物混)
■25Y3/1黒 褐色シルト(25Y6/3にぶい黄色粘土質ローム5%粒状に混炭イヒ物混)
825Y3/2黒 渦色ンルト質ローム(25Y6/3にぶい黄色粘土質ローム2%粒状 ■5Y点,8明褐色ローム1%位 状に混炭化物混)
925Y3/2黒 獨色シルト(25Y6/3におい黄色粘上質ローム5%プロック状に混)

SK489  耳

→⑥ゃ

SK189
1 10YRVI褐 灰色シルト(2Wν 2暗灰賀色シルト
10%粒状に混皮イヒ物混)

第69図

a卜⑥③<a

SK412 SK413

SK412 ■

4.SK428 5.SK429

世基 T
SK412・ SK413
125Y5/4黄 褐色シルト質ローム(25Y4ハ オリーブ褐色
ンルト2%混 )
2 25YV3オ リープ樹色シルト(95Yシ 4黄褐色ンルト質
ローム跡 混炭化物混)

■li ll:1主
:||||:|::|

SK423
1 25Ye/3暗オリープ褐色ンルト質ローム(25Y4/3
オリーブ褐色ロームloe。混〉

SK429
125Yシ客暗オリーブ褐色シルト質ローム(2う YV3
オリーブ褐色ロームュ0%混 )

岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
1.SK404・ SK439 2.SK189 3.SK412。 SK413

ヱ3F



。
|ヨ

SK450
12X`′寒 獨色シルト質ローム12ぅ Y7/3濃黄色粘土質ローム1%蔵状に滉,炭イヒ物混)
225Y3/ユ 黒褐色シルト(2う Y7/3減黄色粘土質ローム3%カック状に混炭ILp混 )
&25Y3/2黒 褐色シルト質ローム(25Y7/3浅 黄色粘土質ローム2%アロック状に混,炭化物滉)
■10YR3/1黒 福色ンルト(25Y7/3減 黄色活土質ローム1%/11fッ タ状に混.文化切混)
5 10YR3/1ttIB色 シルト(■5YRD/8舅 褐色ローム5%混 )
075Y3/1オ リープ罵宮猫上質ローム(25Y7/8浅 贅色粘■質ローム1%プロック状に混.炭イヒ効混)

SK466
1 10YRγ 環 褐色シルト(10YR5/6資 褐色粘土質ロームェ%混 ,炭イヒ物混)
Z10YR3/28褐色シルト(10YR5/6黄 褐色粘土質ローム彰 カ ック状に混)
缶iOYR5わ 黄褐色猫■資ローム(10Y節 /1縛灰色シルト1%混 )

第70図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
1.SK450 2.SK466 3.SK467

第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

SK467
1 10YR5/6黄 褐色活主質ローム(lo7R5/1縄灰色シルトワ%カック状に混)
2 10YR5/6黄 禍色粘主質ローム(10YR5/1獨灰色シルト1%混 )

か

0                ■40               2r
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遺構

ト

SK505
1 10YR4つ 灰黄褐色ンルト(25Yν 2灰黄色シルト質ローム

iO%粒状に混,災化物混)
宏10YR3/1黒 褐色シルト(10YR4/2灰 黄褐色シルト5%
25Y6/2仄 黄色シルト質ローム2%粒状に混皮イヒ物混)
a25Y3/2黒 褐色シルト(25Y6/2灰 黄色シルト90%荘状 ブ
ロック状イこ混,炭イヒ物混)
410Y酌 琢 黄褐色砂質ローム
,10YR4/1褐 灰色シルト(2う Yν叛 責色シルト10%粒 ブ
ロック状に混皮イヒ物湿)

SK514
125Y3/2黒 召色シルト(2「r6/2Fx黄 色シルト質ローム5%粒状に混
炭化物混)
2 10YR4/1召 灰色シ″卜(25Y6/2灰 黄色ンルト20%粒状 フ的ック状
に混皮イヒ物混)

SK536
ユiOYR3/2黒 褐色シルト(25Y6カ灰資色ンルト20%
粒状に滉皮イヒ効混)

S,馘0ィ

か⑪や
4

SK540
1107R3/1黒 褐色シルト(25Y6/叛 責色シルト
2%粒状に混炭イヒ物混)
2 10YRν l黒褐色ンルト(25Y6/2jk黄 色ンルト
40%プロック状に混′炭化物混 )

S疇62x

か⑥れ

聯

SK562
1 10YR4/1召灰色シルト(20【6/2灰黄色シルト
粒状にvIL)

SK578
1 10YR3/2黒 召色シルト(25Y6/琢 黄色ンルト2修飛状に混
皮オヒ物混〕
2 1ωrR3カ黒召色シルト(25Y6/琢 黄色シ″卜と0%粒状に混,

25Yン 2暗灰費色シルトal%ブロック状にljL友礼物混)
325Y5/2暗 灰黄色シルト

く

a>⑬筆

SK607
1 lllYR1/71黒褐色シルト(25YI/2灰 黄色シルト2%
粒状に混友化物混)

第71図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
3.SK536  4.SK540  5 SK562  6.SK578

SK645
1 10YR44/1褐 灰色シ″卜(25Yνワ灰責色シルト2%粒状に混災化物混)
2 10YR4/1褐 灰色ンルト(25Yν 2灰黄色シルト鉤%粒状に混炭イヒ物滉)

7 SK607 8.SK645

ト

ヱ36
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SК896
125Y3/2黒 褐色ローム(25Y6/2灰 黄色シルト3%カ ック状に混)
2つ 5Y4/1黄 灰色シルト質ローム(25Y6/21X黄 色シルトlo%カック
状に混,酸化鉄混)
3,5Y5/1貰 灰色砂質ローム(z5Y62灰 黄色シルト1%/gック状に
混)
4う Yν2FAオリーブ色砂質ローム(2 arυ切天黄色シルH%ブロック
状に混)
&25Y3/1黒 褐色砂質ローム
6 5Yν琢 オリーブ色砂質ローム

SK903

a>◎

坪
SK903
1 10YR4/鵜 灰色ンルト(2う Y6/2
灰黄色ンルト2%粒状に混)

イ

や
６

監__"単___聟         ■■
第72図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図

1.SK673  2.SK727  3.SK845  4.SK891  5,SK896  6.SK903  7.SK1003

SK845
1 10YRν l黒褐色シルト(25Yυ琢 責色シルト10%粒状に混炭化物罷)

第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

S附73  よ→
⑬α

Y6r
4

土師器Ｔ勅

SK673
1 10YR4/1褐 灰色ンルト(25Y6/2灰 黄色
シルト30%粒状に混.炭イヒ物混 )
2 10YR3/2黒 獨色ンルト(つ 5Y6//2灰黄色
ンルト5%粒状に湿,炭化物混)

SK727
110Y楚ツユ黒色シルト(25Yν琢 黄色シ
ルト30%粒瀬 OYRV3にぶい黄褐色シ
ルト20%カ ック状に混炭化物混)

|四:

SK891
1 10YR3/ユ 黒縛色シルト(25Y6″灰黄色
シルト10%粒状に混炭化物混)

XSK896    ▼

=|

=|

SK1003
15Y貶灰オリーブ色シルト質ローム(炭化物 焼■混)
25Y2/1黒 色ローム(5Y5/72灰オリーブ色シルト質ローム1%粒状に
混 焼土混)
3 5YV2灰 オリーブ色シルト質ローム(25Y6/2X黄色シルト3%粒状
に混.炭化物混)
45Y3/1オリーブ黒色シルト(炭化物混)
525Y3/2黒 鶴色ローム(酸化鉄混)
0つうY4/2暗灰黄色ll ム(ワ 5Y6/2Fx賣 色シルト10%粒状に混)
72う Y5/2暗灰黄色シルト賓ローム(20r6/2灰 資色ンルト1%位状に
混炭化物 酸化鉄混)

ヱ∂7
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2 遺構

SKl108
1 75YR3/1黒 IS色シルト質ローム(炭イヒ物5%混 )
2 75YR3/1黒 褐色シルト(炭イヒ物2%混 )

爾
SK1 216
1 10YR3お 暗褐色シルト(10YW3に ぶい黄橙色粘土カ ック状
に混炭化物2%酸イヒ鉄2%混 )

SK1208・ SK1221
1 10YR3/3暗 褐色シルト(10YR6/3にぶい黄褐色粘土カ ック状に混、炭化物2%酸化鉄2%混 )
ZユOYRν 3にぶい☆禍色粘土(炭化物2%酸化鉄ュ0%混 )

SK1215

軸一ｂ

イ

SK1213
1 10YR4″ 灰黄鶴色粘主質ローム(10Y髄 /3におい責橙色粘土ブロッタ状に混炭化効8%酸化鉄3%混 )

SK1 214
Z iOYR5/3に どい黄褐色シルト質ローム(10YR7/4にがい黄橙色Ith■ カ ック状に混災化物5%酸 4略篤%混 )

a2575冷黄褐色お土質ローム(iOYR7/4にぷい黄橙色粘土プロンク状に混,炭化物1%酸イヒ鉄2修混)
■10YR6/41こ がぃ費橙色粘土(議化錦 %混 )
5 10YRν 荻 資褐色粘土(友化物2%酸イヒ鉄9%混 )

SK1215
l IOYR3/3暗 褐色ンルト(10VR6/3におい黄橙色
粘主カヨック状に混 炭化物2%豫化楚 %混 )

SK1217
1 10VRク 琢 黄褐色粘土質ローム(10YRν 3に本い黄橙色粘土
カ ック状イこ混炭化物2%酸イヒ鉄5%混 )

第73図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
1.SKl108 2.SK1208'SK1221 3.SK1213・ SK1214 4.SK1215
7.SK1218

ヱ38

SK1218
1 10YRV3暗 禍色ンルト(10YR6/3におい黄橙色
粘土カ ック状に混只化物2笏 酸化鉄2%vIL)

0                         1:40                       2m

5.SK1216 6.SK1217



SK1219

第74図 岩坪岡田島遺跡
1,SK1219。 SK1220

SK1219'SK1220
1 10YR4/2FA黄 鶴色粘土質ローム(loYR6/3にぷい黄色粘■カ ック状に混,
炭イヒ物3%酸化鉄3%混 )

SK1226
1 10YR3/3暗 褐色粘土質ローム(1∝ R6/31こぷい黄後色粘土プロック状に混
皮イヒ物2%酸イヒ鉄3%混 )

第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

ト

SK1220

SK1 241

a<重》<ゴT

SK1266
1 lCrR3/3暗 褐色ンルト(ユ OYRν 3
にぶい黄橙色シルト/Hック状に混
文イヒ物2%該化鉄7%混 )

∽
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SK1 241
1 10YRν 3暗召色ンルト(10YRν 3にがい費橙色
粘とブロック状に混,災化物8%酸化鉄7%滉 )

SK1 231'SK1230
1 10YRν 3暗褐色シルト(10YRν 3にがい黄橙色粘■カ ック状に混炭化物5%酸化鉄15%混 )
2 10YR3/2黒 獨色ンルト(酸化420%混 )
325Y6/Sに ぷい黄色格土 (炭化効3%懃化鉄21%混 )

0             ■40            2m

a    SK1 231

中世遺構実測図

2.SK1223  3.SK1226  4.SK1241  5.SK1266  6.SK1230・ 1231

SK1 226

′39



SK1 277
110Ⅵお/3暗縛色シルト(10YRν 3にぶい黄橙色ン,ント7trック状に混皮イヒ物3%駿イヒ
鉄iO%混 )
2ワうYν2黒褐色シルト質ローム
3 iOYR3/3暗 褐色シ″卜(10YR6/3にぶい黄橙色粘土ブロック状に混)

2 遺構

第75図

=を

θ

SK1278           :・
1'||||,

1 10YR3た 暗褐色シルト(lω rRO浴にぶい黄橙色シルトカ ック状に混,炭化物1%酸化
鉄1%滉 )
210Y鴎 /6黄褐色シルト(10YR3/3暗 召色シルト混炭化物3%混 )

■ⅢⅢI十

'I:1・

・
―
|■ il

SK1 294
1 llYR3/3暗 褐色シルト(10YR6/3にぶい黄橙
色粘主ブロック状に混友イヒ物3%混 酸イヒ鉄ュ0
%混 )
225Yシワ暗灰黄色ンルト(10Y単 /3にぷい黄澄
色粘主プロックよに混皮イヒ物1%酸化鉄15%
温)

引
―

Ｉ

Ｔ

4

SD1504

岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
1.SK1277  2.SK1278  3.SK1294  4 SD1504・ SK1296

4■ :||::il:|:||||:li ll ll l:::|■ |:IⅢ :||
SK1300
15Y3/1オリーブ黒色シルト(■5Y灰 白色砂5%5Y″叛 白色シルト1%/Hック状に混央化物酸化鉄混)

5。 SK1300

|  1珠 洲片

SK1 296
11叫R3/3暗褐色シルト(]OYRν 3にぶい黄澄色シルトブロック状に混皮化物iO%酸イヒ鉄7%混 )
2 10YR3/3暗 褐色シルト(10YRν 3にぶい黄橙色ンルトブロック状に混炭イヒ物3%酸化錦 %混 )
8107凹レユ黒lB色シルト(炭化物5%酸化婢 %混 )

SD1504
410Y餃 t暗褐色粘■質ローム(loYR6カ灰黄褐色粘主ブロック状に混炭化物8%酸化鉄15%混 )

■20(拡大遺物 )

SK1 296



第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

125Y3/2黒 褐色ンルト質ローム(酸化鉄混)        ■■,||● :

?5Yν lオリープ轟色粘主質ローム
3 5Yν lオリープ黒色シルト質ロームに5W7/2Fx白色砂1%5Y″叛 白色シルト2%カック状に混皮化物混)
45Y3/2オリーブ黒色ン,レト(5Y″ 2灰白色砂5%混炭イヒ物混)

SK1301
1,rシ 1オリーブ黒色シルト(ar3/2オ リープ黒色シルト3%混炭イヒ物 酸イヒ鉄混 )
2 dr3/2オリーブ黒色シルト(炭化物混)

<

SK1304
15Y3/1オリーブ黒色ンルト(5W力灰白色砂8%混 皮イヒ物混)
25Y7″灰白色砂(5Y3/1オ リーツ黒色シルト1%カック状に混)

SK1 303
15V3/2オリーブ黒色シ,レト質ローム(5Yシ Iオリーブ罵色ンルト1%5改7カ灰白色砂
?%混 皮イヒ物酸イヒ鉄混)
25Y3/1オリーブ黒色シルト(5Y7/2灰白色砂1%混 炭化物混)

韓

SK1326
15Y3/1オリーブ黒色シルト(5Y7カ灰白色砂2%
カ ック状に混炭化物 酸化鉄混)

SK1313
15Y3/1オリープ黒色シルト(5Y″2灰白色砂3%混,炭化物混)

第76図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図
1,SK1301  2 SK1302  3.SK1303  4 SK1304  5.SK1305  6.

r20(拡大遺物 )

SK1313 7.SK1326

SK1 305
1 5Yν 2オリーブ黒色シルト質ローム(炭化物酸化鉄混)
25Y3/1オリーブ黒色シルト(炭化物混)
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2 遺構
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SK1 371
1 10YR3浴 暗召色シルト(loYR6ん にぶい黄橙色粘土プロック状に混皮イヒ物秘 酸イヒ鉄15%混 )

SK1 480                   '● |||:】
=III:=IiII=:II=11:十

IⅢ I

l10Y聴 /3暗褐色シルト(loYR6/3にふい黄橙色粘上カ ラケ状に淀皮化物2%酸イヒ鉄5%混 )
210Y馳力灰責褐色お土 (炭イヒ物10%酸化鉄15%混 )

第77図 岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図

SK4373'SK4374
1ユOYR3/3暗 褐色シルト(25Yν 4にぶい黄色シルト混炭化物7%酸化鉄iO%混 )
2 10YR3/3暗 編色ンルト(10YRν 3におい黄橙色rh■プロック状に混炭化物3%酸化鉄務 混)

Ч
　
ａ＞

SK1374

鐙増

SK1445
1 10YRν 3暗褐色粘上質ローム(1叫R6んにぶい責橙色粘■ブロック状に砂混炭イヒ物10%酸化鉄15%混 )
21ばRν 3にぷい黄澄色砂質ローム(10YR3/3暗 褐色粘土質ローム■OY鴎/2灰 資編色粘土カ ック状に滉炭化物2%
駿化鉄7%混 )
al∝Rν 3暗褐色粘上質ローム(10Y酌 おにおい黄橙色粘土 砂カ ック状に混炭化物7%酸化鉄20%混 )
41叫R3/3暗褐色格土質ローム(10Y醐 4/3にぶい黄橙色砂混炭化物ユ0%酸化鉄15%混 )

SK1 444
10YR3/8暗 褐色粘土質ローム(10YR6/8に メい黄橙色粘上 /11ック状に滉
皮化物10%酸化鉄郷%混 )

SK1 477
10YR3/3暗 褐色シルト(10YR6/3にぶい黄澄色粘■プロック状に混戻化物
7%酸化鉄15%混 )

SK1478
1 10YR3/8暗 褐色シルト(lllY騨力灰黄褐色粘■■OYR6/Sに ぶい責橙色粘
iノロック状に混炭化物10財 酸イヒ鉄15%混 )
2 10YRν 3暗褐色シルト(10YRO″灰黄褐色粘■■OYR6/8に ぶい黄橙色粘
土ブロック状に混炭IL22%酸化鉄10%混 )

0              1140             2m
引

6 SK1480 7.SK1478

′″

1.SK1371 2.SK1373・ SK1374 3.SK1444 4. SK1445 5.SK1477



第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

(4)中世末期～近世
A 溝
1号溝 (SDl,第 78図 )
A地区中央を南北方向に走る直線的な溝である。中世包含層であるⅡ層上面で検出しており,Ⅲ層

上面で検出された中世の遺構より新しい時期の遺構である。最大幅は58cmで ,深 さは 8 cmである。

埋土はⅢ層の浅黄色砂が混じる灰色粘土質ロームである。SD2・ SD3と ほぼ直交し,同時期の遺

構と考えられる。Ⅱ層の遺物の年代から16世紀以降の遺構と考えられ,安政地震によると推定される

噴砂が Ib層上面に達していることから,下限は1858年 と推定される。

2号溝 (SD2,第 78図 )
A地区中央を東西方向に走る直線的な溝である。中世包含層であるⅡ層上面で検出しており,Ⅲ層

上面で検出された中世の遺構より新しい時期の遺構である。最大幅は96cmで ,深さは 8 cmである。

埋土はⅢ層の浅黄色砂が混じる灰色粘土質ロームである。SDlに ほぼ直交し,SD3と 併走し,同
時期の遺構と考えられる。出土遺物は珠洲指鉢 1点で,日縁部端面に櫛歯波状文を施したV期のもの

であるが, Ⅱ層の遺物の年代から16世紀以降の遺構と考えられ,安政地震によると推定される噴砂が

Ib層上面に達していることから,下限は1858年 と推定される。

3号溝 (SD3,第 78図 ,図版20)
A地区中央を東西方向に走る直線的な溝である。中世包含層であるⅡ層上面で検出しており,Ⅱ層

上面で検出された中世の遺構より新しい時期の遺構である。最大幅は72cmで ,深さは 6 cmである。

埋土はⅢ層の浅責色砂が混じる灰色粘土質ロームである。SDlに ほぼ直交し, SD2と 併走し,同
時期の遺構と考えられる。Ⅱ層の遺物の年代から16世紀以降の遺構と考えられ,安政地震によると推

定される噴砂が Ib層上面に達していることから,下限は1858年 と推定される。

102号溝 (S D 102,第 78図 )

B2地区中央を横断する直線的な溝である。中世包含層であるⅡ層上面で検出しており,Ⅲ層上面
で検出された中世の遺構より新しい時期の遺構である。最大幅は70cmで,深さは13cmである。埋土は

灰白色砂が帯状に混じる黒褐色シルトである。

出土遺物は中世土師器 (」 9・
=2の
。土錘である。中世土師器皿はロクロ成形で柱状高台の破片が

ある。出土遺物は中世のものであるが, Ⅱ層上面で検出していることや,周囲の掘立柱建物との方向

が異なることから,中世末期～近世の遺構の可能性が高いと考える。また,安政地震によると推定さ

れる噴砂が Ib層上面に達していることから,下限は1858年 と推定される。

=Z∂



2 遺構

m

第78図 岩坪岡田島遺跡 中世末期～近世遺構実測図
1・ 2.SD1 3.SD2 4.SD3 5～8.SD102

」をを

ⅢⅢl111111111:iIII::::::=11: 2

SDl
15Y5/1灰 色粘土質ローム(25Y″ 4浅賛色砂I096混 ,炭化物滉)

SD3
125Y7/1～ 7/2灰 白色～灰黄色砂(5Y5/1灰色粘主質ロームカ婉 フセック状に混)

…ⅢIⅢ l■ ,いこIⅢ    8
SD102
1 10VR3/1黒 欄色シルト(10YR夕 /1灰白色砂■眺行状に混)

0           よ40(断面図)      2Ⅲ



第11表 岩坪岡田島遺跡 中世 建物一覧
建物 桁行(m) 驚行(m 面積(lll) 棟方位 柱穴規模径(m) 柱大規模深さ(m) 柱間距離桁(m) 荘間距離,梁 (m) 柱穴と出土遺物 挿図 写真日版

925 7687 N-72° ―E 022-060 008～070 050-245 190～ 430 SP107～■0,舒 111♂ 116,SP128～ 134,SP139SP143

(中世土師器).SPin「J～ 147 SP149(中 世土師器).SPl拓

～178,SP180(中 世土師器),SP"O SP221,SP224,V22名

V230♂234(柱 )SP235

%25

SB4 485 375 N-12°一W 021～ 103 011-044 125´-220 175～200 SPl12,SP■ 3(中世土師器土錘),SP■8,SP■9(中世

土師器),SP120～123`P171(中世土lT器 )ISPl■lSPl密 ,

SP219

И 26

SB5 520 2974 N-2°一E 022^-041 009-052 070～ 205 155～190 SP151,SP152,SP154～ 156,SP16ZSP164～ 166,SP195,

Sp197,V201(中 世土師器)SP202催 ).

SP203～V9115 SP250

SB6 380 370 1304 N-2°―E 022-062 012～034 lЮ～210 160～185 SP157,SP160,SP161(中 世土師器),SP184～ 186,

SP194,SPl粥 ,SPl"

14

SB7 [698 N-77°一W 023-040 014～ 042 215^-235 180～195 SP190～193SP200,SP2■ (中世土師器),V212 SP213.

SP216

2728 14

SB8 4025 N-73°―E 026～ 049 012^-048 190～425 200～225 SPよ 308,SP1309SP1312,SP1315～ 1318,lSP1319(土 師

器).SP1320,SP1321,SP1324,SP134SP1505,SP1506.

SP1509,SP1510(柱 )

16

SB9 400 390 1535 N-17°一lV 023-034 020～ 046 190^ヤ210 180´-205 SP1325,SP1327,SP1330SP1340 1341 1343～ 1345 2931

SB10 245 N-75°一E 031^,038 028～054 240-245 SP1331～ 1334 閣 31

SBll ・El定不能 N-18°―W 031-035 019^-036 伊1335～ 1337,SP1339,SP134i

SB12 785 4316 N-75°一E 020-041 006^-046 145^´ 410 260-280 SP698(土師器),SP約7,SP712(土 師器),SP734,SP852,

SP855,SP857,SP867,SP869,SP9郷

323349 15

SB13 1745 N-75°一E 020～068 013-037 165～ 340 115～ 310 SP702,SP・09,SP711,SP725(中 世土師器'珠洲),SP28,

SP74盈SP820(焼石)SP859,SP863 SP866

323349

SB14 650 N-12° 一W 037^-073 014～ 042 235-455 220～240 SP750(土師器.焼石),評 76ZSP770,SP804V807,SP816,

V832(珠 洲)

323449 15

SB15 338 1713 N-14°一W 020～ 036 006^-024 120-215 150-180 SP757(土師器).SP7側 ,V763,SP779,SP終7,SP794,

SP的 9計 805 SP806 SP828

323449

SB16 870 650 5536 N-84°一E 023^-032 008-045 180^ヤ 600 295^´635 SP610(土師器須恵器),SP623,SP637 SP639,SP644(土

師器),SP661,SP骸 8,SP681,SP6開

353649

饂 17 (1150) (760) 波J定不能 N-7° 一ヽV 029´-048 009～037 SP566(土師器),W567,SP569,SP572(上師器)y576,

SP580,SP584,SP589(中世土師器),SP594(上 師器.土

製品),SP613(中 世上師器),SP691SP809(土師器)

353649

SB18 790 6726 N-84° 一郡「 021-046 003｀040 210～350 165～ 240 SP590,SP碑 1,SP碑8,SP605(中 世土:雨器),SP609,SP617

(土師器),SP618(上 師器)SP619(縄 文土器),SPα 5,

SP629,V633,V635,Sp647,SP65αSP65aSP6猜 (鉄津),

V928

3538拇

SB19 1260 8164 N-76°一E 027～062 016-041 170^ヤ 635 200^-655 SP513,V526,SP529,SP5守 ,SP552(土 師器),SP553,

SP554,SP564,SP1358～ 1360,SP1361(上 師器),SP1365,

SP1377,SP1388

373949

SB20 530 450 2275 N-29° 一ヽV 032～052 022^,030 250-530 215^´425 SP1366,SP1367(中 世上師器珠JI),SP1368,SP13ω

(土師器)SP1380

373849

SB21 660 525 4086 N―ηЭ
°―E 030^-069 010～ 038 205～435 245～525 SP1244,SP1248,卸 1250,SP125tSP1256,V1261

SP1267,SPl"6,SP1497

404149

SB22 780 2887 N-74°一E 022～051 012^-040 185-400 190^-360 V1245,SP1249,SP1251,SP1255,SP1257,SP1259,

SP1262 SP1273 SPl努 5 SP1286 SP1290

404149

SB23 8 ηЭ 6314 N-75°一E 028～086 009^-044 195^´ 430 210-470 SP1212,SP1222(須 恵器 中世土師器'珠洲),V1228,

SP1232(中世土師器).SP1239,SP1242,SP1247(中 世土

師器),SP1253,SP1269,SP12約 ,V12黎,SP1275(中 世土

師器).SP1279,V1496

404249

SB24 390 1839 N-65°一E 028^´ 050 017～ 025 180-200 SP1391,SP1392,V1408,SP1409(須恵器中世土師器),

SP1460SP1484

4249

SB25 320 N-70°一E 025^-040 012-026 135～ 310 155-320 Sp1423SP194(■師器珠洲),SP1425,SP1440,SP1443,

SP1449,SP1450,SP1452

螂 4449

SB26 590 190 1089 N-58°―E 027～ 035 016～032 210^-380 170～ 190 V1436(中世土師器)SP147,SP1474(中 性土師器),SP14761

W14約 (珠洲.土錘,粘土塊)SP1481(中 世土師器)

43 44 49 1721

第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡
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2 遺構

第12表 岩坪岡田島遺跡 中世 柱穴一覧 (1)

建物 遺権 旧遺構番号 平面形
規模 (m)

出土遺物 特記 挿図 写真図版
長 さ 、幅 深 さ

SB3 SP 107 B2-SP07 円 024 022 032 24・ 25

SP 108 B2-SP08 精円 038 24・ 25

SP 109 B2-SP09 楕円 037 026 24・ 25

SP l10 B2-SP10 円 039 24・ 25

SP l14 B2-SP14 円 034 24・ 25

SP l16 B2-SP16 円 043 24・ 25

SP 128 B2-SP28 円 024 24・ 25

SP 129 B2-SP29 円 036 24・ 25

SP 130 B2-SP30 円 038 038 24・ 25

SP 131 B2-SP31 円 043 048 24 25

SP 132 B2-SP32 円 038 24・ 25

SP 133 B2-SP33 円 032 027 24 25

SP 134 B2-SP34 円 033 032 24 25

SP 139 B2-SP39 円 042 24 25

SP 143 B2-SP43 円 060 048 中世土師器 24 25

SP 145 B2-SP45 円 027 060 24 25

SP 146 B2-SP46 円 032 24・ 25

SP 147 B2-SP47 楕円 028 24・ 25

SP 149 B2-SP49 円 052 中世土師器 (〃 ) 24'25

SP 176 B2-SP76 円 027 025 062 24 25

SP 177 B2-SP77 楕円 042 24 25

SP 178 B2-SP78 円 042 24 25

SP 180 B2-SP80 円 (036) 062 中世土師器 <SP235 24 25

SP 220 B2-SP120 円 027 <SPl13 24 25

SP 22ユ B2-SP121 円 028 24・ 25

SP 224 B2-SP124 円 039 24・ 25

SP 227 B2-SP127 円 (031) 027 <SK144 24・ 25

SP 230 B2-SP130 円 028 020 24・ 25

SP 234 B2-SP134 円 032 029 柱 (フ ) 24 25

SP 235 B2-SP135 円 022 059 >SP180 24 25

SB4 SP B2-SP12 円 044 24・ 26

SP B2-SP13 円 中世土師器,土錘 >SP220 24 26

SP B2-SP18 円 032 24・ 26

SP B2-SP19 円 02ユ 020 025 中世土師器 24 26

SP B2-SP20 円 026 025 24 26

SP B2-SP21 円 035 023 24・ 26

SP B2-SP22 円 048 24・ 26

SP 123 B2-SP23 円 022 24・ 26

SP 171 B2-SP7] 楕円 103 046 022 中世土師器 24・ 26

SP 172 B2-SP72 円 24 26

SP 174 B2-SP74 円 025 24 26

SP 219 B2-SPl19 円 029 026 24 26

SB5 SP 151 B2-SP51 円 026 27・ 28

SP 152 B2-SP52 円 27・ 28

SP 154 B2-SP54 円 027 27・ 28

SP 155 B2-SP55 円 031 030 27・ 28

SP 156 B2-SP56 円 022 27 28

SP 162 B2-SP62 円 022 02孔 27・ 28

SP 164 B2-SP64 円 032 27・ 28

SP 165 B2-SP65 円 035 030 045 27 28

SP 166 B2-SP66 円 025 023 27 28

SP 195 B2-SP95 円 27・ 28

SP 197 B2-SP97 円 022 027 27 28

SP 20ユ B2-SP101 円 中世土師器 (/‐Jl 27 28

SP 202 B2-SP102 円 032 桂 27・ 28

SP 203 B2-SP103 円 023 028 27・ 28

ヱ
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第12表 岩坪岡田島遺跡 中世 柱穴一覧 (2)

建物 遺構 旧遺構番号 平面形
規模(m)

出土遺物 特記 挿図 写真図版
長さ 幅 深さ

SB5 SP 204 B2-SP104 円 026 025 026 27・ 28

SP 205 B2-SP105 円 027 027 27・ 28

SP 250 B2-SP150 円 024 021 009 27 28

SB6 SP 157 B2-SP57 円 030 028 27・ 28

SP 160 B2-SP60 円 038 034 032 27・ 28

SP 161 B2-SP6] 楕円 017 中世土師器 27 28

SP 184 B2-SP84 円 023 0孔2 27・ 28

SP 185 B2-SP85 円 024 023 27・ 28

B2-SP86 円 027 028 27 28

SP B2-SP94 円 018 27 28

SP B2-SP98 円 022 017 27・ 28

SP B2-SP99 円 024 27・ 28

SB7 SP B2-SP90 円 27・ 28

SP B2-SP91 円 026 026 27・ 28

B2-SP92 円 029 035 27・ 28

SP B2-SP93 円 032 27・ 28

SP 200 B2-SP100 円 27・ 28

SP 211 B2-SP 11 円 025 042 中世土師器 27・ 28

SP 212 B2-SP 円 026 022 27・ 28

SP 213 B2-SP 円 023 022 27・ 28

SP 216 B2-SP 円 028 023 27・ 28

SB8 SP 1308 C7-SP108 円 037 29 30

SP 1309 C7-SP109 円 29 30

SP 13 2 C7-SP 円 29 30

SP 13 5 C7-SP 円 29'30

SP 13 6 C7-SP 円 035 030 29'30

SP 13 7 C7-SP 17 円 29'30

SP 13 8 C7-SP 楕円 048 033 29 30

SP 13 9 C7-SP 円 039 028 土師器 29・ 30

SP 1320 C7-SP120 円 029 028 29 30

SP 1321 C7-SP121 円 030 018 29 30

SP 1324 C7-SP124 円 032 >SP1323 29'30

SP 1349 C7-SP149 楕円 032 29'30

SP 1505 C7-SP305 円 014 >SP1506 29 30

SP 1506 C7-SP306 円 (027) 012 <SP1505 29・ 30

SP 1509 C7-SP309 円 (020 >SK1307 29・ 30

SP 1510 C7-SP310 円 027 柱 (房 ) 29・ 30

SB9 SP 1325 C7-SP125 円 019 29 3ユ

327 C7-SP127 円 028 025 29 3ユ

C7-SP130 円 29 31

340 C7-SP140 円 028 29 31

SP C7-SP141 円 29 31

SP C7-SP143 円 025 29 31

SP C7-SP144 円 038

SP 345 C7-SP145 円 29・ 3

SB10 SP C7-SP131 円 29・ 31

SP 332 C7-SP132 円 036 033 028

333 C7-SP133 円 29 3

C7-SP134 円 032 046 29 31

SBll 335 C7-SP135 円 033 030 29 3

SP C7-SP136 円 035 29'3

SP 337 C7-SP137 円 026 29'3

SP C7-SP139 円 029 019 29 3

SP C7-SP147 円 023 29'3

SB12 SP 698 C4-SP198 円 021 016 土師器 32・ 33

SP 707 C4-SP207 円 32・ 33

第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡
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2 遺構

第12表 岩坪岡田島遺跡 中世 桂穴一覧 (3)
建物 遺構 旧遺構番号 平面形

規模(m)
出土遺物 特記 挿図 写真図版

長 さ 幅 深 さ

SB12 SP 712 C4-SP212 円 033 017 土師器 >SP711 32 33

SP 734 C4-SP234 円 028 022 32 33

SP 852 C4-SP352 円 016 015 32 33

SP 855 C4-SP355 円 028 036 32 33

SP 857 C4-SP357 円 022 019 32 33

SP 867 C4-SP367 楕 円 32 33

SP 869 C4-SP369 円 32・ 33

SP 920 C4-SP420 円 024 022 006 32 33

SB13 SP 702 C4-SP202 円 026 015 32・ 33

SP 709 C4-SP209 円 029 022 <SP708 32・ 33

SP 71ユ C4-SP21覧 円 (040) 018 <SP712 32 33

SP 725 C4-SP225 楕 円 016 中世土師器,珠洲 32 33

SP 728 C4-SP228 円 32 33

SP 747 C4-SP247 円 32 33

SP 820 C4-SP320 楕円 053 037 焼石 32 33

SP 859 C4-SP359 円 023 019 32 33

SP 863 C4-SP363 円 020 018 >SP864 32 33

SP 866 C4-SP366 円 32・ 33

SB14 SP 750 C4-SP250 楕 円 073 052 042 土師器,焼石 <SK751 32・ 34

SP 762 C4-SP262 不 整 32 34

SP 770 C4-SP270 楕円 (032) <SK769 32 34

SP 804 C4-SP304 楕円 056 043 026 32 34

SP 807 C4-SP307 円 026 32・ 34

SP 816 C4-SP316 楕円 057 036 32・ 34

SP 832 C4-SP332 楕円 045 024 珠洲 32'34

SB15 SP 757 C4-SP257 円 027 020 土師器 32'34

SP 760 C4-SP260 円 0 5 >SK759 32・ 34

SP 763 C4-SP263 円 020 018 0 4 32・ 34

SP 779 C4-SP279 円 (035) 0 2 <SK780 32 34

SP 787 C4-SP287 円 026 0 4 >SK845 32・ 34

SP 794 C4-SP294 円 32 34

SP 799 C4-SP299 円 021 32・ 34

SP 805 C4-SP305 円 006 32・ 34

SP 806 C4-SP306 円 018 010 >SD846 32 34

SP 828 C4-SP328 円 022 32 34

SB16 SP 610 C4-SP110 円 026 035 土師器,須恵器 (2) 35 36

SP 623 C4-SP123 円 019 35 36

SP 637 C4-SP137 円 023 027 35'36

SP 639 C4-SP139 円 (019) <SK640 35'36

SP 644 C4-SP144 円 028 026 土師器 35 36

SP 661 C4-SP161 円 35 36

SP 678 C4-SP178 円 023 022 013 35 36

SP 681 C4-SP181 円 023 35 36

SP 683 C4-SP183 円 025 35・ 36

SB17 SP 566 C4-SP66 円 029 028 027 土師器 >SD579 35・ 36

SP 567 C4-SP67 円 028 35・ 36

SP 569 C4-SP69 円 35 36

SP 572 C4-SP72 円 032 土師器 >SD579 35 36

SP 576 C4-SP76 円 026 35 36

SP 580 C4-SP80 円 030 037 35 36

SP 584 C4-SP84 円 015 35'36

SP 589 C4-SP89 円 045 023 中世土師器 35'36

SP 594 C4-SP94 円 035 土師器,土製品 35 36

SP 613 C4-SPl13 円 038 037 中世土師器 (認 ) 35・ 36

SP 694 C4-SP194 円 034 (027) 018 <SP695 35・ 36

SP 809 C4-SP309 円 034 009 土師器 35'36
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第12表 岩坪岡田島遺跡 中世 柱穴一覧 (4)
建物 遺構 旧遺構番号 平面形

規模(m)
出土遺物 特記 挿図 写真図版

長さ 幅 深さ

SB18 SP 590 C4-SP90 円 028 026 35 38

SP 591 C4-SP91 円 020 35 38

SP 598 C4-SP98 円 029 026 35・ 38

SP 605 C4-SP105 円 022 中世土師器 35 38

SP 609 C4-SP109 円 029 027 35 38

SP 617 C4-SPl17 円 024 土師器 >SK616 35 38

SP 618 C4-SPl18 楕円 019 土師器 35 38

SP 619 C4-SPl19 円 016 003 縄文土器

SP 625 C4-SP125 円 032 027 35・ 38

SP 629 C4-SP 円 025 021 022 35・ 38

SP 633 C4-SP 円 021 023 35'38

SP 635 C4-SP 円 038 034 030 35'38

SP 647 C4-SP 円 027 037 35 38

SP 650 C4-SP150 円 35 38

SP 659 C4-SP159 円 037 025 35・ 38

SP 676 C4-SP176 円 035 032 040 鉄淳 (″ ) 35・ 38

SP 928 C4-SP428 円 028 35・ 38

SB19 SP 513 C4-SK13 円 054 049 >SD506 37 39

SP 526 C4-SK26 円 048 028 37 39

SP 529 C4-SP29 円 035 034 37・ 39

SP 547 C4-SP47 円 025 37・ 39

SP 552 C4-SK52 楕 円 062 042 土師器 37 39

SP 553 C4-SP53 円 042 026 37・ 39

SP 554 C4-SP54 円 028 37・ 39

SP 564 C4-SP64 円 020 37 39

SP C7-SP158 円 37・ 39

359 C7-SP159 円 034 016 37・ 39

SP C7-SP160 円 018 37 39

SP C7-SP161 円 022 土師器 <SP1362 37 39

SP 365 C7-SP165 円 034 033 036 37・ 39

SP 377 C7-SP177 円 032 37・ 39

SP 388 C7-SP 円 026 >SD1390 37・ 39

SB20 SP C7-SP 円 037 37 38

367 C7-SP 円 047 中世土師器,珠洲 37・ 38

C7-SP 円 050 024 37・ 38

SP 369 C7-SP169 円 035 土師器 37 38

SP 1380 C7-SP180 円 027 37 38

SB2ユ SP 1244 C7-SP44 円 037 033 020 40'4

SP 1248 C7-SP48 円 033 032 40・ 41

SP 1250 C7-SP50 円 036 015 40'4

SP 1254 C7-SP54 円 038 >SD697 40 4

SP 1256 C7-SP56 楕円 019 40 4

SP 1261 C7-SP61 楕 円 041 028 >SK1217 40 4

SP 1267 C7-SP67 円 033 028 >SD697 40 4

SP 1276 C7-SP76 円 037 032 40 4

SP 1497 C7-SP297 円 033 033 025 40・ 41

SB22 SP 1245 C7-SP45 円 035 0文6 40・ 41

SP 1249 C7-SP49 円 037 035 40・ 41

SP 1251 C7-SP5ユ 円 (014) <SK1252 40・ 41

SP 1255 C7-SP55 円 021 014 >SD697 40 41

SP 1257 C7-SP57 楕 円 026 012 >SD697 40・ 41

SP 1259 C7-SP59 円 022 40・ 41

SP 1262 C7-SP62 楕 円 030 024 >SK1217 40 41

SP 1273 C7-SP73 円 025 022 40 41

SP 1285 C7-SP85 円 027 022 013 40・ 4ユ

SP 1286 C7-SP86 円 023 020 40・ 4ユ

第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡
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2 遺構

第12表 岩坪岡田島遺跡 中世 桂穴一覧 (5)
建物 遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m)
出土遺物 特記 挿 図 写真図版

長さ 幅 深さ

SB22 SP 1290 C7-SP90 円 042 404ユ

SB23 SP 1212 C7-SP12 楕円 086 073 016 4042

SP 1222 C7-SP22 円 010 中世土師器,珠洲 (2) >SK1208 40・ 42

SP 1228 C7-SP28 円 039 022 40・ 42

SP 1232 C7-SP32 円 034 044 中世土師器 >SD697 40 42

SP 1239 C7-SP39 円 042 042 40 42

SP 1242 C7-SP42 楕円 038 40 42

SP 1247 C7-SP47 円 036 032 中世土師器 40 42

SP 1253 C7-SP53 円 030 018 40 42

SP 1269 C7-SP69 楕 円 036 40 42

SP 1270 C7-SP70 円 4042

SP 1274 C7-SP74 円 023 40 42

SP 1275 C7-SP75 円 029 中世土師器 >SD697 40・ 42

SP 1279 C7-SP79 円 029 027 40・ 42

SP 1496 C7-SP296 円 022 018 >SD697 40・ 42

SB24 SP 1391 C7iSP19] 円 036 025

SP 1392 C7-SP192 円 043 042 017

SP 1408 C7-SP208 円 036 024 020

SP 1409 C7-SP209 楕 円 須恵器,中世土師器

SP 1460 C7-SP260 円 034 020 42

484 C7-SP284 円 028 020

SB25 SP C7-SP223 円 027 020 43・ 44

SP 424 C7-SP224 円 030 土師器,珠洲 (ν) >SD1504 43 44

SP 425 C7-SP225 円 025 024 016 43 44

SP 440 C7-SP240 円 027 43 44

SP 坐 3 C7-SP243 円 012 43 44

SP C7-SP249 方 027 43・ 44

SP C7-SP250 円 025 015 43・ 44

C7-SP252 円 040 43 44

SB26 SP C7-SP236 円 030 022 中世土師器 (″・7) 43 44

SP 437 C7-SP237 円 032 43 44

SP C7-SP274 円 027 027 016 中世土師器 43 44

SP 476 C7-SP276 円 029 43 44

SP C7-SP279 円 028 024 018 珠洲,上錘,粘土塊 43・ 44

SP 48] C7-SP281 楕 円 中世土師器 43・ 44

SA2 B2-SP38 円 025 026 >SP234 24'25

SP 236 B2-SP136 円 025 025 039 24 25

SP 237 B2-SP137 円 24 25

SP 248 B2-SP148 円 022 24・ 25

SA3 SP 127 B2-SP27 円 029 025 032 24・ 25

SP 137 B2-SP37 円 022 24・ 25

SP 222 B2-SP122 円 <SP17 24・ 25

SP 223 B2-SP123 円 024 022 24'25

SP 228 B2-SP128 円 020 019 24・ 25

SA4 SP 106 B2-SP06 円 026 024 042 中世土師器 (との 24 25

SP B2-SPll 円 024

SP B2-SP17 円 025 >SP222 24 25

SP B2-SP24 円 020 042 中世土師器 (筋) 24'25

B2-SP26 円 027 025 24・ 25

SP B2-SP36 円 022 019 020 中世土師器 24 25

SP 229 B2-SP129 円 026 24 25

SA5 SP 158 B2-SP58 円 019 019 029 27 28

SP 163 B2-SP63 円 023 27 28

SP 206 B2-SP106 円 27・ 28

SP 217 B2-SP上 17 円 028 023 022 中世土師器 (J/~)
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

第13表 岩坪岡田島遺跡 中世 溝一覧 (1)
遺構 旧遺構番号 種類

規模 (m)
出土遺物 特記 挿 図 写真図版

幅 深さ

SD4 A―SD04 流路 (1284) 弥生土器,須恵器修盈η),中世土師器 (夕・2),

珠洲,中国製白磁,土錘 (ν～ツ),漆器,柄 P(」 ),

木地皿σ」),加工棒 (7),加工板(2),種実

20・ 31

SD l] A―SDll

Bl― SD01

B2-SD01

流路 284 200 土師器(%),須恵器("),黒色土器 (971,

中世土師器 19J～ 7π),珠洲 (7″・′冴 ),

古瀬戸 (′″ ),越中瀬戸 (″θ),伊万里,

土錘 0″ ～ガめ ,土製品,漆器 (フ・フ ),

加工板 (″・π・謬・″),加工棒 (ア・絡),

ウマの歯,種実

46・ 47

SD 103 B2-SD03 流路 058 024 中世土師器.土錘像め 46・ 47

SD 104 B2-SD04 溝 140 008 中世土師器像の ,珠洲,土錘優め ,種実 SP238・ 240<SD104<

SK105

SD 140 B2-SD40 溝 中世土師器0ン‐26),中国製白磁こ2ハ ,

土錘修め

SD 141 B2-SD41 溝 006

SD 142 B2-SD42 濡

SD 150 B2-SD50 溝 11 中世土師器,土錘

SD 301 B3-SD01

C7-SD01

流 路 082 土師器●〃ゼ認・■57Ⅲ,須恵器 (′″～刀つ ,

黒色土器●節 )中世土師器●π～巧の ,

珠洲●″～筋 ,ヽ中国製青磁骸〃ツν),

中国製白磁鬱%～″分クノ′),古瀬戸鬱%),

瀬戸美濃υ7),越中瀬戸,土錘(2〃 ～乏4,
下駄(F),紡錘車?(ひ ),曲物,井戸粋,円形板,

加工棒ゆ 場仇力H工板,扁平片刃石斧骸),

石鍋停ツ),砥石α彦・万・刀),銭 (かア),羽口(〃 ),

種実,骨

48

SD 302 B3-SD02

C7-SD307

溝 土師器,中世土師器

SD 327 B3-SD27 溝 土師器

SD 329 B3-SD29 溝 土師器,中世土師器

SD 401 C3-SD01

C4-SD01

C7-SD07

溝 070 土師器骸7),須恵器骸蒻 ),

中世土師器骸%鬱π ),珠洲骸躍～あの ,

中国製白磁,中国製青磁骸7彰%),

古瀬戸骸%),土錘骸〃 ),上製品,焼石,

鉄津 (ガ～疹・努),引き手金具 (認),種実

SP419>SD401>

SD697・ 744・ 917.1209

20・ 49・

50・ 52

12・ 19

SD 402 C3-SD02

C4-SD02

溝 102 土師器,須恵器,珠洲骸″ ),中国製白磁,

土製品,鉄津

SD403'>SD402>

SD697・ 744・ 917

49・ 50

SD 403 C3-SD03 溝 034 土師器,珠洲 >SD402 49・ 50

SD 414 C3-SD14 溝 0ち 珠洲9翁
SD 415 C3-SD15 溝 殊洲は7ツ%) 5

SD 416 C3-SD16 溝 須恵器,珠洲 5

SD 417 C3-SK17 溝 037 5

SD 437 C3-SD37 溝

SD 453 Cl―SD53

C7-SD02

溝 480 弥生土器骸
"),土
師器,須恵器骸π～あの ,

中世土師器杉″・寛り ,

珠洲骸〃～27J ttμ ～乃の ,

越前,加賀骸ン ),中 国製白磁骸Z),

中国製青磁骸η ツ″),古瀬戸はワゼ2),

越中瀬戸,土錘骸霜ゼ影 ),鉄津←ι・p‐71

SD 829 C4-SD329 溝 02( 49・ 50

SD 837 C4-SD337 溝 008 土師器 >SD744

SD 843 C4-SD343 溝 032 >SK844 1921

SD 846 C4-SD346 溝 005 49・ 50

SD 914 C4-SD414 流路 土師器,珠洲骸%),中 国製白磁,上製品,焼石 49・ 54
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2 遺構

第13表 岩坪岡田島遺跡 中世 溝一覧 (2)
遺構 旧遺構番号 種類

規模 (m)
出土遺物 特記 挿図 写真図版

幅 深さ

SD 915 C4-SD415 流路 49 54

SD 916 C4-SD416 流路 052 珠洲 49 54

SD 924 C4-SD424 溝 004 珠洲,焼石

SD 925 C4-SD425 溝

SD 1005 C5-SD05 溝 土師器,須恵器 55 56

SD 1007 C5-SD07 溝 087 縄文土器,土師器,須恵器,鉄津 55 56

SD 1008 C5-SD08 溝 078 032 土師器,須恵器,珠洲,粘土塊 55・ 56

SD 1011 C5-SDll 溝 057 55・ 56

SD C6-SD04 溝 土師器,須恵器似動 ,中世土師器傲り

SD C7-SD09 溝 土師器 (認′),珠洲 <SD40ユ 49 50

SD C7-SD170 溝 49・ 50 52

SD C7-SD213 溝 0鬱 須恵器,中世土師器,珠洲 49・ 50

SD 1454 C7-SD254 溝 023 須恵器,中世土師器,珠洲 49・ 50

SD 1485 C7-SD285 溝 058 土師器,須恵器徹り ,珠洲,鉄津 (露 ) 49・ 50

SD 1504 C7-SD304 溝 須恵器傲%) <SK1296・ SE1299。 SB25 49・ 75

第14表 岩坪岡田島遺跡 中世 井戸一覧

這構 旧遺構番号 平面形
規模 (m)

出土遺物 特 記 挿 図 写真図版
長さ 幅 深さ

SE 45] C2-SK5ユ 円 縄文土器傲%),上師器,須恵器徹め ,中世土師器徹め ,珠洲,

加工板 (/‐7),鉄津(2),粘土塊,種実

SE 503 C4-SE03 円 256 250 土師器,中世土師器●″蝙露),珠洲,土製品,焼石,鉄淳(を )

SE 504 C4-SE04 円 252 246 土師器,須恵器,珠洲,中国製白磁傲り ,粘土塊,鉄津(2),

めのう剥片(〃 )

SE 508 C4-SE08 円 縄文土器,土師器 (2θ～3■2ヽ,須恵器●イ～Jr9‐ ),

中世土師器 (フσ～フの ,珠洲 (J夕 ～
'露
),中 国製青磁,

中国製白磁 (笏の ,餃子型土製品像劾 ,土製暖房具?似め ,

漆器,加工板 (7・π),砥石曾ア),鉄津 (″・効 ,刀子 ("・ 2),

釣針状製品 (必め ,種実 >SD579

SE 693 C4-SE193 円 土師器,珠洲,中回製青磁,板状金属製品 (″ )

SE 716 C4-SE216 円 174 土師器

SE 850 C4-SE350 円 土師器,須恵器,珠洲,羽口(ν・″),鉄津 (影・房 ) >SD697

SE 1001 C2-SK77

C5-SE01

不 整 208 縄文土器,弥生土器,上師器徹%),須恵器,

中世土師器9%現靡
“

の ,珠洲伸2～%の ,

中国製青磁傲り ,中国製白磁 9毎～髭め ,上製暖房具9″),

漆器 (ガ・万),加工板 (2・り ,底板 (θ ),井戸枠 (′7-呼 ),

雁股鏃 (〃 )鉄津

62 63

SE 1006 C5-SE06 楕円 須恵器曾跨),中世土師器 (′2～」翻 ,珠洲管々
'の
,漆器,

山物

SE C5-SE09 円 (145) 土師器.曲物 (ア ).漆製品

SE C6-SE01 円 174 土師器りの ,須恵器 S77‐378),珠洲

SE C6-SE02 円 072 056 中世土師器

SE C6-SE03 円 175 164 052 珠洲曾つ

SE C6-SE05 円 132 中世土師器,珠洲像紗露′).土錘●7),砥石 OJ)

SE C6-SE06 隅丸方 165 土師器,須恵器像露現勁

SE C6-SE16 円 099 土師器,須恵器

SE C6-SE19 円 022

SE C6-SE20 円 077 土師器

SE 1204 C7-SE04 円 174 土H市器像筋琵の ,中世土師器 lJJ/‐l,珠洲停膠ぢη),

中国製青磁●%・テタ),山物,鉄津(7)

SE 1205 C7-SE05 楕円 140 珠洲似勿

SE 1229 C7-SE29 隅丸方 188 177 170 土師器,須恵器,中世土師器像朗・テレ),珠洲曾%秘り ,

中国製青磁●%),加工板(″ ),曲物,釘 (万 )

SE 1260 C7-SE60 円 中世土師器,珠洲

SE 1291 C7-SE91 円 中世土師器珠洲横櫛 (′ )由物加工板 (2・夕 ),加工棒 (7)

SE 1299 C7-SE99 円 062 土師器,須恵器は″),中世土師器傲%),珠洲 (認の,釘 P(2/‐ ) >SD1504
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第15表 岩坪岡田島遺跡 中世 土坑一覧 (1)

遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m)

出土遺物 キ争言己 挿 図 写真図版

長さ 幅 深さ

SK 105 B2-SP05 円 >SD104

SK 144 B2-SP44 円 030 027 016 中世土師器 (Zθ′) >SP227

SK 189 B2-SP89 円 027 012 土錘(4の

SK 238 B2-SP138 円 038 <SD104

SK 240 B2-SP140 円 024 023 022 <SD104

SK 404 C3-SD04 円 須恵器,中世土師器留餌・イ2),珠洲 (ησ弦″),

粘土塊,羽 口(節・冴 ),鉄津 (π・9‐ r・フ・夕 )

SK 413 C3-SP13 円 030 028 022 珠洲

SK 428 C3-SK28 楕 円 053 009 須恵器,珠洲,砥石 (〃 ),焼石,鉄津

SK 429 C3-SK29 円 052 (045) 土師器,珠洲,中国製青磁徴め ,自然礫 <SP408

SK 439 C3-SX39 不整

SK 450 C2-SK50 円 240 縄文土器,土師器,須恵器,珠洲歓%り ,

中国製青磁,粘土塊,骨片

SK 466 C2-SK66 円 012 土師器,珠洲

SK 467 C2-SK67 不 整 072 014 粘土塊

SK 505 C4-SK05 円 中世土師器,須恵器,粘土塊

SK 514 C4-SK14 楕円 086 022

SK 527 C4-SP27 不 整 032 031 鉄津 (獅 )

SK 536 C4-SK36 不 整 027 土師器,須恵器,珠洲

SK 540 C4-SP40 円 037 032 026 中世土師器倣め

SK 562 C4-SP62 不整 035 027 012 土師器,土錘∽の

SK 578 C4-SK78 円 土師器,須恵器,珠洲

SK 607 C4-SP107 円 024 中世土師器 (なつ

SK 640 C4-SP140 円 027 >SP639

SK 645 C4-SK145 楕 円 135 058 土師器,須恵器,焼石

SK 673 C4-SP173 楕円 058 050 中世土師器,珠洲,粘土塊

SK 695 C4-SP195 不 整 028 027 >SP694

SK 727 C4-SP227 円 027 027 022 中世土師器(4の

SK 743 C4-SX243 不 整 210 012 土師器(4め ,須恵器神め,珠洲と■島 ,釘?(劾 <SP810～ 813・ 849 192ユ

SK 75文 C4-SP25] 円 042 038 焼石 >SP750

SK 836 C4-SK336 楕円 095 065 019 >SD744

SK 844 C4-SK344 隅丸方 089 051 017 <SD843 192ユ

SK 845 C4-SK345 幅丸方 132 012 珠洲後の

SK 891 C4-SK391 円 027 014 珠洲∽ハ

SK 896 C4-SK396 lB丸方 330 210 074 珠洲 (イど) >SD744

SK 903 C4-SP403 円 022 土師器,須恵器留〃 )

SK 1003 C5-SK03 楕円 072 土師器.須恵器,中世土師器 (塑′).粘土塊,焼石

SK 1004 C5-SK04 不整 195 098 012 上師器,須恵器 55 56

SK 1108 C6-SP08 楕 円 070 刀子 (ど )

SK 1208 C7-SX08 不整 132 020 中世土師器,珠洲,銭 (σ ) 17

SK 1213 C7-SK13 不整 042 73

SK 1214 C7-SK14 楕 円 078

SK 1215 C7-SK15 円 072 025 中世土師器

SK 1216 C7-SK16 楕 円 080 067 006 中世土師器

第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡
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2 遺構

第15表 岩坪岡田島遺跡 中世 土坑一覧 (2)

遺構 旧遺構番号 平面形
規模(m)

出土遺物 特 記 挿図 写真図版
長さ 幅 深さ

SK 1217 C7-SK17 不整 019 SP1261・ 1262>

SK1217>SD697

SK 1218 C7-SK18 隅丸方 012

SK 1219 C7-SK19 不整 126 013 中世土師器,珠洲

Sと王1220 C7-SK20 不整

SK 1221 C7-SP21 楕円 027 >SK1208

SK 1223 C7-SK23 隅丸方 127 080 067

SK 1226 C7-SK26 方 227 >SD697

SK 1230 C7-SK30 方 239 土師器.中世土師器.珠洲 >SK1231

SK 1231 C7-SK31 隅丸方 (064) 016 くSK1230

SK 1241 C7-SP41 楕円 057 020 中世土師器修勿 ,珠洲,漆器

SK 1252 C7-SK52 不整 099 082 032 >SP1251・ SD697 40'4ユ

SK 1266 C7-SK66 楕円 055 016 >SD697

SK 1277 C7-SK77 不整 144 024

SK 1278 C7-SK78 不整 06] 中世土師器珠洲.握り鋏 (″)

SK 1294 C7-SK94 円 077 076 022

SK 1296 C7-SK96 円 083 082 土師器,須恵器,中世土師器,珠洲骸%),釘 (刀 )

SK 1300 C7-SK± 00 不整 土師器僻み効 .須恵器(蒻め,珠洲律力),土錘(移り

SK 1301 C7-SK101 不整 058 中世土師器,珠洲,加工板 (力 ) <SK1300

SK 1302 C7-SK102 不整 添器 (ガ )

SK 1303 C7-SK103 楕円 034 中世土師器

SK 1304 C7-SK104 楕円 103 020 土師器

SK 1305 C7-SK105 不整 212 中世土師器,加工板 (Z・ 2)

SK 1307 C7-SK107 楕円 058 022 <SBOl 29 30

SK 1313 C7-SKl13 円 090 029 土師器

SK覧 323 C7-SP123 円 (018) 035 <SP1324

S“こ1326 C7-SK126 円 063 土師器,加工板 25・ 27

SK 1371 C7-SK171 方 中世土師器∽ 整り ,珠洲,

銭 (′～J・ J～″・フ・万 )

SK 1373 C7-SK173 円 077 071

SK 1374 C7-SK174 円 009

SK 1402 C7-SP202 円 022 020 012 珠洲 (4Яθ)

SK 1444 C7-SK244 円 中世土師器

SKl坐 5 C7-SK245 方 295 060 21・ 27

SK 1477 C7-SK277 楕円 068 中世土師器,珠洲確り 77

SK 1478 C7-SK278 円 075 070 021 中世土師器,珠洲

SK 1480 C7-SK280 不 整 024

第16表 岩坪岡田島遺跡 中世末期～近世 溝一覧

遺構 旧遺構番号
遺構
種類

規模(m)
出土遺物 特記 挿図 写真図版

幅 深さ

SDユ A―SD01 溝

SD2 A―SD02 溝 096 珠 洲

SD3 A―SD03 濤 072

SD 102 B2-SD02 溝 中世土師器 0〃・形の ,上錘
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

3 遺物

(1)土器・陶磁器
A 縄文時代の遺構出上の土器

a 落ち込み

1121号落ち込み (SX■21,第79・ 80・ 83図 ,図版32)

=～
9・ ヱδは,縄文土器で 7の浅鉢を除いて深鉢。

=は
,口縁端部を欠損。微隆起線文を6段以上

施す。 2は ,波状口縁で横位と縦位さらに渦文になるものと思われる微隆起線文を施す。石川県能登

町真脇遺跡に類例がある。口縁部から胴部には,黒斑が見られる。内面は胴部下半,外面は胴部上半

にそれぞれ煤が付着する。∂～δは,同一個体だが接合しない。口縁部に微隆起線文を4段以上施す。

7は ,口縁が屈曲する浅鉢。内外面ともミガキの後にナデているようで非常に精巧な作 り。胎土は,

深鉢と異なり雲母を含む。高岡市上野A遺跡に類例がある。 8は ,底部で,内面に輪積み痕が明瞭に

残る。 9は ,日縁部に微隆起線文を10段施す。口縁部と胴部に黒斑が見られる。ヱδは,小破片だが半

載竹管による刺突を縦位に施す。諸磯 c式に相当しよう。土器の時期は,日縁部にシワ状となった微

隆起線文,胴部に羽状縄文を施すことから前期後葉で蜆ケ森Ⅱ式に相当する。

b 土器集中地点
1号土器集中地点 (DSl,第 81図 )

=例
よ,深鉢で口縁端部を欠損する。口縁部に微隆起線文を2段以上施す。内面には,輪積み痕が残

る。外面は,煤が付着する。時期は,蜆 ケ森Ⅱ式。

6号土器集中地点 (DS6,第 81図 ,図版32)

」は,深鉢でほぼ完形。横位で潰れて出上した。波状口縁で微隆起線文を9段施す。胴部には,破

損部があり, 1孔 しか確認できないが,補修孔がある。口縁外面と胴部内面には,煤が付着する。波

状口縁部と底部には,輪積み痕が明瞭に残る。時期は,蜆ケ森Ⅱ式。

7号土器集中地点 (DS7,第 84図 ,図版33)

〃Яま,深鉢の胴部～底部。外面全体に木目状撚糸文を施す。胴部には, 2個 1対の補修孔がある。

外面は,煤が付着し,吹 きこぼれ状となっている。内面は,胴部下半に煤が付着。土器の時期は,日

縁部の文様帯がないため明確にできないがその形状から前期末葉の朝日下層式であろう。

8号土器集中地点 (DS8,第 81～ 83図 ,図版32・ 33)

=〃

～ヱ5・
=Я
よ,深鉢。

=2は
,口縁部と底部で胴部を欠損する。口縁部は,微隆起線文を 6段施し,

端部をユビナデし外面に折 り返すような形とする。
=∂
は,胴部から底部。ツは,口縁部に微隆起線文

を9段施す。胴部下半には,黒斑が見える。
=5は
,羽状縄文を施した胴部。輪積み痕が明瞭に残る。

=Я
よ,底部。ヨ8は ,鉢。胴部に草茎状の工具で斜位の後縦位に施文する。口縁端部は,刻む。内面に

は,輪積み痕が残る。
=91ま
,浅鉢の破片。ミガキの後ナデで 7同様な胎土で精巧な作 り。刀は,台部

か。列は,円形浮文を貼り付けた後左上から棒状工具による刺突を施した破片。
=8・
Яは諸磯 c式か

らの影響を受けたもの。土器の時期は,蜆ケ森Ⅱ式。

9号土器集中地点 (DS9,第 83～溌図,図版33・ 34)

%は ,鉢。肩部に縦位,胴部に横・斜位の半隆起線を施す。口縁端部は,剥離しているが突起をつ

ける。%は ,屈曲する深鉢の底部。屈曲部より下には,極細の粘土紐を貼り付けた結節浮線文で横・

縦・菱形・鋸歯文を創出する。菱形文内には斜位の半隆起線文,その他は斜縄文を施す。真脇遺跡に

ヱ55



3 遺物

SXl1 21

胴部に木目状撚糸文を施す。外面は,吹きこぼれ状の

土器の時期は,前期末葉の朝日下層式に相当する。

0             1:3

鯵

遺物実測図 土器 。陶磁器 (1/3)
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3 遺物
1・ 6・ 8号土器集中地点
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第31図 岩坪岡田島遺跡
1号土器集中地点
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遺物実測図 土器・
(=の 6号土器集中地点

陶器   (1/3)

(ヨ=)8号
土器集中地点 (ワ・ユal



8号土器集中地点

岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 土器・陶磁器
8号土器集中地点

第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

第82図 (1/3)
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3 遺物

SXl1 21 8・ 9号土器集中地点
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第33図 岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 土器・陶磁器  (1/3)
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

7・ 9号土器集中地点

岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 土器 。
7号土器集中地点 (〃の  9号土器集中地点

陶磁器  (1/3)

(劾

第34図
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3 遺物

C 古墳時代～古代の遺構出上の上器・陶磁器

a 竪穴状遺構

1号竪穴状遺構 (S11,第 85図 ,図版36・ 39)

那は縄文土器深鉢の底部である。平底で,器面は摩滅している。

刀は製塩土器である。小型の棒状尖底土器の体部上半部分で,器壁は約 4 1nllと 薄い。 7世紀のもの

である。

例 。」Jは土師器高杯である。杯部で,記は半球状に立ち上がり,口縁端部カウト反する。

形は黒色土器高杯である。杯部内面はミガキで黒色処理される。脚は短く,裾部が広がる。摩滅の

ため調整痕は明瞭ではないが,脚部は縦方向のヘラケズリを施す。 7世紀のものである。

郎～%は須恵器である。認は杯H蓋である。日縁部は折れ曲がって垂下し,弱い稜がある。ク・師

は杯 H身である。受部は外上方にのび端部は薄く尖る。立ち上がりはやや内傾し,端部は細 く尖る。

7世紀第 1四半期のものである。

b溝

506号溝 (S D 506,第 85図 )

Iは黒色土器椀である。外面はヘラ削り,内面はミガキを施し黒色処理する。∂Яよ土師器椀である。

半球状に立ち上がり,口縁部はわずかに外反する。認は須恵器杯H蓋である。端部は折れて垂下し,

弱い稜がある。 7世紀第 1四半期のものである。

579号溝 (S D 579,第 85図 )

開～2は土師器である。弼・翠θ・クは高杯である。脚・翠例よ受部で,ηは杯部下位に明瞭な段をも

つ。翠例よ半球状に立ち上がり,端部は外反する。をは脚部で,調整は摩減のため明瞭ではないが,内

面には粘上の接合痕と指頭圧痕がみられる。翠
=は
甕の口縁部である。「く」字状口縁で,調整は摩滅

のため明瞭ではない。

696号溝 (S D696,第 85図 ,図版40)

翠∂・々は製塩土器である。口径は約14cmに復原される。小型の棒状尖底土器の体部上半部分で ,

ラッパ状に開き,口縁端部は内側に屈曲する。々は器面に粘土紐接合痕が残る。 7世紀のものである。

翠5・ 翠σは土師器である。翠5は椀で内外面摩滅している。をδは壺の口縁部で,端部は内側に丸く肥厚

する。胎土に粗い砂粒を多く含む。

697号溝 (S D697,第 86図 ,図版37・ 39。 57)

翠Яま黒色土器高杯である。脚は短く,裾部が広がる。杯部内面は黒色処理される。脚部は縦方向の

ケズリ,赤彩痕が残る。 7世紀のものである。

48・ 翠9は黒色土器椀である。翠βは有台椀である。摩滅が著しく不鮮明であるが,内面はミガキであ

る。10世紀のものである。翠到ま摩減が著しい。

刃は土師器有台椀である。細く高い高台が付 く。

Я・νは須恵器である。Яは杯Aで,底径は9.5cm,底外面は回転ヘラ切り後ナデである。νは把

手付きの奏である。把手は三角形を呈し,顎部直下に取り付けて下方へ折り曲げる。外面は平行叩き

とカキメ,内面は同心当て具痕の上を数回不定方向になでている。

露・2は珠洲である。露は甕の口縁である。身は指鉢である。体部から口縁部にかけてやや内湾し,

端部は外方に面を取る。 I～ Ⅱ期に比定され,12世紀後半～13世紀前半のものである。

551ま土人形である。中空で型合わせ成形のものである。観音菩薩の頭部か。

=2



第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

c 土坑

507号土坑 (S K507,第 86図 ,図版35)

%イよ須恵器杯H蓋である。外面頂部は回転ヘラケズリ,内面はロクロナデで頂部の突出した部分を

不定方向からなでる。 7世紀前半のものである。

847号土坑 (S K847,第 86図 ,図版37)

5Яよ須恵器甕である。頸部が弧状に強く外反し,口縁部は外方に面を取り,内端は折りたたむよう

にして肥厚させる。外面は疑似格子叩き,内面は同心円当て具痕がある。 7世紀のものである。

1297号土坑 (S K1297,第 86図 ,図版40)

露は土師器甕である。球状の体部に,緩やかに外反する長めの口頸部が付 く。体部外面は縦方向の

ハケメ,内面は横方向のハケメを施す。 7世紀のものである。

1298号土坑 (S K 1298,第 86図 )

刃イま須恵器杯H蓋である。頂部は平坦で稜がある。外面頂部は回転ヘラケズリ,内面はロクロナデ

で頂部に一方向ナデを施す。σθは古墳時代の黒色土器椀である。半球状に立ち上がり,器壁は厚い。

胎土は粗い砂粒と骨針を多く含む。

1378号土坑 (S K1378,第 86図 ,図版35)

aは須恵器高杯である。杯部は見込みが平坦で,脚は裾部が広がる。杯部内面には飛び散った粘土

粒が溶着している。 7世紀後半のものである。

1432号土坑 (S K1432,第 86図 )

2は須恵器杯 G蓋である。内面に小さいかえりが付 く。頂部は回転ヘラケズリである。外面端部か

ら内面かえりまで暗灰色を呈し重ね焼き痕とみられる。 7世紀第 4四半期のものである。

d 土器集中地点

10号土器集中地点 (D S10,第87図 ,図版35。 39・ 40)

何は弥生土器広口壼である。直立した頸部に外反する口縁がつく。口縁端部は三角形に面を取 り,

木口による連続圧痕で羽状に施文する。外面は縦位,内面は横位のハケメを施す。弥生時代中期中葉

のものである。

フ・

“

は須恵器である。営は杯H蓋である。端部は折れて垂下し,弱い稜がある。
"は
杯H身であ

る。口径12.Ocm,器高3.5cm,底径7.Ocmである。受部は外上方にのび,立ち上がりは内傾後上方へ反

る。端部は尖らせる。タト底面はヘラ切 り後ナデ,板状工具で数条押さえた圧痕が残る。底部と体部の

境は帯状の回転ヘラケズリ,外面下半と内面はロクロナデ後頂部に仕上げナデを施す。受部端部から

外面全面が暗灰色になっており重ね焼きの跡とみられる。2・
"は
7世紀第 1四半期のものである。

何～弼・密～惚は土師器である。
"は
奏の底部である。平底で,外面全面に不定方向のハケメが施

される。胎土に骨針を含む。δ7・ 鋸は椀である。半球状に丸く立ち上がる。δЯま内面ミガキ,外面ヨ

コナデを施し,何イま外面に指頭圧痕の凹凸が残る。σЯよ外面の一部,体は口縁部が部分的に黒変する。
7世紀のものである。7fは鍋である。胎上に粗い砂粒を多く含む。ク・密は高杯の脚部である。フの

内面にはしぼり痕がある。階は内外面摩滅している。2は把手である。円筒状で端部は上方へ反る。

胎土は粗い砂粒を多く含み,にぶい橙色を呈する。

例・では黒色土器椀である。内面はミガキで黒色処理する。外面は口縁部にヨコナデを施し体部は

一部に不定方向のナデがみられるが器面は粗い。 7世紀のものである。

75・ るは製塩土器である。小型の棒状尖底土器の,ラ ッパ状に開く体部上半部分である。口径は約

王δθ



3 遺物

12cmに復原される。口縁端部は狗が内側にわずかに屈曲し,

残る。 7世紀のものである。

%は面を取る。器面には粘土紐接合痕が

産生正三三上二十一塾L″
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第35図 岩坪岡田島遺跡 1遺物実測図 土器・陶磁器 (1/3)
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

D 中世の遺構出上の土器・陶磁器
a 掘立柱建物
3号掘立柱建物 (SB3,第 88図 )
〃は中世土師器皿である。口径約 9 cmの小皿である。ロクロ成形で,口縁部と体部の境で緩く屈曲

する。口縁端部に煤が付着し,灯明皿として使用されたものと考えられる。

5号掘立柱建物 (SB5,第 88図 )
絡は中世土師器皿である。ロクロ成形で底外面は回転糸切 りである。内面全体に薄く煤が付着する。

胎上には細かい砂粒を多く含む。12世紀後半のものである。

16号掘立柱建物 (S B16,第88図 )

79は須恵器奏である。日縁端部は方頭で,外面に薄く平坦な縁帯をもつ。

17号掘立柱建物 (S B17,第88図 )

Mは中世土師器皿である。非ロクロ成形で口縁部にヨコナデを施し,端部外面に面を取る。口縁部

にタール状の灯芯油痕が付着する。

23号掘立柱建物 (S B23,第88図 )

割は珠洲指鉢である。口縁部内端を爪状に挽き上げる。Ⅱ期に比定され13世紀前半のものである。

25号掘立柱建物 (S B25,第 88図 )

認は珠洲指鉢である。口縁部内端を爪状に挽き上げる。Ⅱ期に比定され13世紀前半のものである。

26号掘立柱建物 (S B26,第88図 ,図版41)

那・ンは非ロクロ成形の中世土師器皿である。認は口径8.Ocm,器高1.9cmの小皿である。平底の底

部から,口縁部が内湾気味に立ち上がる。口縁端部は九く収める。口縁部にヨコナデを施し,底外面

は無調整である。内面の調整は摩滅のため明瞭ではない。口縁部に灯芯油痕が残る。Mは 日径■.4cm,

器高3.3cmの深身の形態である。全体にいびつな形で調整も粗雑である。底部はやや丸みがあり安定

しない。口縁部は内湾気味に立ち上がるが,一部外反気味になる部分もある。日縁端部は九く収める。

調整は摩滅のため明瞭ではないが,口縁部内外面の一部に縦方向のハケ状工具痕が残る。
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3 遺物

b柵

4号柵 (SA4,第 88図 )

%・ 8σはロクロ成形の中世土師器皿である。85は底径3.8cmの小皿で,底外面は回転糸切 りである。

Mは大型の皿で椀形を呈する。%・ 那とも胎上に細かい砂粒を多く含む。12世紀後半のもの。

c 柱穴

217号柱欠 (S P217,第 88図 )

8Яよ中世土師器皿である。ロクロ成形で底外面は回転糸切りである。底径は約 6 cm,や や厚い底部

である。胎土に骨針を多く含む。12世紀後半のものである。

d溝

4号溝 (S D4,第 89図 ,図版58)

認・那は須恵器である。認は奏である。外面に平行叩き,内面に同心円当て具痕が残る。脚は壷の

頸部である。

9θ 。例は中世土師器皿である。9θは非ロクロ成形の皿であるが,調整は摩減のため明瞭ではない。

θ
=は
柱状高台の底部で,下端が外方へ広がる形態である。底径は5.6cmである。底外面は回転糸切り

である。底部と体部を接合した際の空隙が断面に数箇所みられる。12世紀中頃のもの。

ν～夕は土錘である。クは欠損しているが,樽形を呈し,直径5,Ocm,孔径1.6cm,重量147.3gを測

り,大型で重い。男は樽形を呈し,長 さ6.2cm,直御 .8cm,孔径1.8cm,重量は117.Ogを 測 り,大型で

重い。男は欠損しているが,樽形を呈する。

11号溝 (SD■ ,第89図 ,図版39。 42・ 53・ 54・ 58)

"は
須恵器壷の底部である。焼成不良で軟質である。

%は土師器奏である。胎土に粗い砂粒を多く含み,内外面摩減している。

9Яよ黒色土器有台椀である。内面はミガキで黒色処理し,底外面は回転糸切りである。胎土に細か

い砂粒と雲母を多く含む。

露～】

"は
中世土師器皿である。%～

=θ=は
有台皿である。高台径は5。 7～ 8.lcmである。高台は外方

へ開き気味に貼り
ν
け られ,断面三角形を呈し端部は丸く収める。胎土に骨針と細かい砂粒を多く含

む。露は底外面に回転糸切り痕が残る。
="は
切 り離し後に底部全体に粘上を厚 く貼 り付け,ロ クロ

回転を利用して高台た作り出しており,高台内は渦巻き状に盛り上がっている。=ν
はロクロ成形の

皿で底部は欠損している。胎上に骨針と細かい砂粒を多く含む。
=鋸
～」
"は
柱状高台の皿の底部であ

る。底径は3.6～ 5.5cmで ,=餌・
=能
は小皿である。高台の形態は,円柱状に垂直に立ち上がり,=能は

下端がやや広がる。底外面は回転糸切りである。胎土は骨針と細かい砂粒を多く含む。f郎は見込み

に圏線状のロクロナデ痕が残る。1能は見込み中央を円形に若干窪ませる。="は
ロクロ成形で,口縁

部を上方へ屈曲させるように立ち上げる。胎土に細かい砂粒を多く含む。
=ν
。
="は
12世紀代,=鋸

～
="は
12世紀前半～中頃のものである。

」θ7・
=露
は珠洲である。ヱθЯよ悟鉢である。口縁部は方頭を呈し水平口縁で,珠洲Ⅳ期に比定され,

13世紀末～14世紀中頃のものである。
=鋸
は甕の底部である。

=θ
7・
=鋸
はともに胎土に骨針を含む。

=99は
古瀬戸卸皿である。底外面は回転糸切りである。内面と外底面の一部までハケ塗りで灰釉が

施釉される。古瀬戸中期様式 I～ Ⅱ期に比定され,13世紀末～14世紀初頭のものである。

==θ
は越中瀬戸皿である。外面は畳付までをロクロナデ,高台内面は碁笥底状に削り出す。内面上

部に鉄釉を施す。17世紀～18世紀のものである。

ヱ餌



第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

ヱ河～ヱヱ8は土錘である。
=コ
～』σは樽形,ヱ

=7・
′
=β

は球形を呈する。
===は
長さ6.5cm,直径5.l cm,

孔径1.8cmで大型のものであるが,欠損している。す,2は長さ5。9cm,直径 5。 lcm,孔径1.3cmで大型のも

のであるが,欠損している。ヱヱ∂・」5は欠損しており,孔径は2.lcmで ある。』翠はほぼ完形であるが ,

ややすり減っており,長さ5,Ocm,直径4.2cm,了し径1.7cm,重量は75.2gである。河δはほぼ完形である

が,端部がややすり減っており,残存長4.9cm,直径4.7cm,孔径1.7cm,重量80.8gで ある。fZ角ま欠損

しているが,直径4.Ocm,孔径は1.1帥である。
"8は
欠損している。

102号溝 (S D 102,第 90図 )

==θ

・
=知
はロクロ成形の中世土師器皿である。」9は柱状高台で,底径は4.5cm,底外面は回転糸切

りである。12世紀前半のものである。I知は底径5,4cm,底外面は回転糸切 りである。内面から外面に

かけて中空状に膨らむ穴が開いているが,胎土に含まれた植物質のものが燃えて消滅したものと考え

られる。12世紀後半のもの。
=ヱ

9・
=刀
とも胎土に細かい砂粒を多く含む。

103号溝 (S D103,第 90図 )

=勿
は土錘である。欠損しているが,孔径は1.2cm,重量は63.lgで ある。

104号溝 (S D104,第 90図 ,図版58)

="は
土錘である。樽形を呈し,長さ5,2cm,直径4.2cm,孔径1.4cl■ ,重量は93.Ogで ある。

王%は中世土師器皿である。柱状高台で底外面は回転糸切 りである。
=男
は内面中央を直径2.6cmの

円形に深く窪ませている。窪みの周囲は軽くナデているが,底部に体部を貼 り付けた際の粘土接合痕

が残る粗雑な調整である。12世紀前半のものである。

140号溝 (S D140,第 90図 ,図版53・ 58)

=%～ =%は
ロクロ成形の中世土師器皿である。ヱ%は柱状高台で底外面は回転糸切りである。

=ル
は

底部は薄く,外面回転糸切 りで,内面には圏線状のロクロナデの跡が残る。12世紀後半のものである。

=%は
口縁端部が外方へやや肥厚し,弱い面取りをしている。内面には煤が付着する。12世紀代のも

のである。ヱ%～
=%の
すべての胎土に骨針と細かい砂粒が多く含まれる。

=2Я
よ玉縁日縁の白磁碗で,太宰府分類碗Ⅳ類に相当し,11世紀後半～12世紀前半のものである。

=那
は土錘である。樽形を呈し,長 さ5.4cm,直径4.8c14,孔径1,7cmであるが,摩滅している。

301号溝 (S D301,第 90～95図 ,図版36・ 37・ 39・ 42・ 48・ 50・ 51・ 53・ 54・ 58)

ν9・ ヱ」θは土師器である。
=29は
小片のため詳細は不明であるが,鍋か。胎土に砂粒を多 く含む。

ヱ側は高杯の脚部である。裾部が屈曲外反する。

ヱ∂ヱ～
=Mは
須恵器である。王∂

=は
奏で,口頸部は外傾 し,端部は帯状に肥厚して直下に波状文を施

文する。 7世紀末～ 8世紀のもの。デ認・′認は杯 G蓋で,かえりは小さく,外湾して端部は尖る。 7

世紀第 4四半期のものである。ヱンは杯 Bで,底外面は回転ヘラ切りである。

="は
黒色土器椀である。内面はミガキで黒色処理し,底画面は回転糸切 りである。

=%～ =房
は中世土師器皿である。ヱM・

=∂
Яよ口径約 7～ 7.8cm,器高1,9～ 2.Ocm,底径4.7cmの小皿で

ある。ロクロ成形で底外面は回転糸切りである。胎上に骨針を含む。12世紀後半のもの。f認～
=翠
翠は

口径7.6～ 9.6cm,器高1.3～ 20硼の小皿である。底部から口縁部にかけて丸みを帯びて緩やかに立ち上

がる。日縁端部は九く収める。非ロクロ成形だが,調整は摩滅のため明瞭ではない。ど45～ヱ又は口径

約■～14cm,器高2.3～ 2.5cmの 皿で,非 ロクロ成形である。
=翠
5・
=翠
δ・認8～

=男
は回縁部外面に幅の

狭い一段のヨヨナデを施す。内面の調整は摩減のため明瞭ではない。ツσ・ヱ伊は端部外面に弱く面を

取 り,王νはつまみ上げるようにやや幅の広い面を取る。
=翠
8～
=5θ
・
=ν
～
=ヌ
は端部を丸 く収める。

ヱσ9



3 遺物

=翠
7,=Mは ヨコナデ幅が若千広 く,二段に分けてナデている。′翠Яよ見込みの縁辺部を指頭で外方ヘ

押し出すようにしているが,ヱヌは緩やかに内湾して底部へ向かっている。
="は
柱状高台である。高

台下半は裾広がりに挽き出され,高台径は6.8cmである。底外面は回転糸切 り,内面中央に一方向の

ハケ状工具痕が残る。12世紀前半のものである。
=Iは
やや厚底で柱状高台に近い。底径は5.8cmで あ

る。12世紀中頃のものである。
="・
ヱIは胎土に骨針を多く含む。

=5Я
よ土師器椀である。摩滅のため調整は明瞭ではないが底外面は回転糸切りである。

=%～
刻5は珠洲である。デ露～

=絡
は甕である。口径は,=σθ～

=δ
δ力沌0～ 50cm,=σ 7・

=δ
8が60cm以上

に復原される。外面には平行叩き,内面には円礫の当て具痕が残る。外面叩きは顎部よりやや下がつ

た位置から行われる。ヱσθ・
=δ
Яま嘴状の口縁部を水平に挽き出す形態で,Ⅱ 期のものである。

=露
・

ヱα～
=σ
δ・ヱ郎はⅡ～Ⅲ期のものである。ヱ露・ヱ7～ヱσσは短い頸部が内屈し,日縁端部はやや垂下し

て丸く収める。
=δ=・ =何

は短い顎部が内屈し,口縁端部は九く肥厚する。′2・
=弼
は方頭を呈する口

頸部がくの字状に屈曲する。′体は漆継ぎされるが,約 l nlmのずれがある。ヱD「9は方頭を呈する口頸部

がくの字状に屈曲し,Ⅳ期に比定される。
=ω
～ヱ階は底部である。外面の叩きは,ヱ℃～ヱ階は底部直

上まで行われる。底外面は砂底で,=フには板状圧痕が残る。ヱ2～
=79は
壼である。

=2は
大型の重で ,

回縁部は外傾して端部に面を取り,内面及び端部に櫛状具を用いた波状文を施す。Ⅱ～Ⅲ期に比定さ

れる。ヱるは頸部は外傾し,日縁端部は嘴状に外方へ挽き出す。叩打成形の壼で,体部外面は平行叩

きである。口顎部内面に,焼成後細かく打ち欠いたような連続する小円形の窪みがある。Ⅲ～Ⅳ期に

比定される。
=%は
I期のもので,ブリッジ状の横耳を貼 り付けた四耳壺で,肩部に櫛目波状文を施

す。IアЯよⅡ期のもので,頸部下に櫛目波状文がめぐる。王絡・
=で
はロクロ成形の長胴の壺で,底外

面は静止糸切 りである。ヱ8θ～刻5は悟鉢である。ヱ8θは小型の鉢で,口径約16cmで ある。国縁部は先

細 りし端部を九く収め, I～ Ⅱ期に比定される。ヱ割～
=那
はⅡ期のもので,体部は直線的に立ち上が

り,国縁部は端面が外傾する。
=ン
はⅡ期のもので,端部はやや九みをもち,水平口縁となる。内面

には 1単位2.3cm幅に11条の卸目原単位を用いた,縦・横に交わる波状の卸目を有す。ゴ85・ ヱ8δはⅡ

～Ⅲ期のもので,体部は直線的に立ち上がり,回縁部は水平口縁となる。
=87・ =認

・
=θ=～ =鋸

は, Ⅱ

期のもので,内湾する口縁部内端を爪状に上方へ挽き上げる。卸目原体は
=器
が2.5cm幅に16条 ,ヱθ′

が2.4cm幅に11条 を数える。
=89。 =9θ

は体部はやや膨らみをもって立ち上がり,口縁部は内湾し水平

に面を取る。口径は
=8θ
が約35cm,=θ

"ゞ

約31cmに復原される大型のもので, Ⅱ期に比定される。
=9θ

は外面に粘土紐接合痕があり,内面の一部には漆が付着する。
=%。 =%は

Ⅳ期のもので,回縁部端面

が外傾し,やや拡張する。卸目原体は
=%力
罷.4cm幅に9条 ,7"が 1,7cm幅 に7条 を数える。

="は
内外

面に煤が付着する。
=9δ
～2θ5は底部である。底外面は静止糸切 りで,王θδ。2能は板状圧痕が残る。

刻卜 しθ5は幅広の櫛歯原体で卸目が密に施される。櫛歯原体の単位がわかるものは,2θ
"ゞ

2,2cm幅に

9条 ,別ヱが1.7cmに 8条,2νが1.6cm幅 に8条 ,2θ∂が 3 cml隔に13条 ,〃能が2.lcm幅に13条 ,2θ5が3.3

cm幅 に10条を数える。

2“は古瀬戸瓶子である。肩が張り体部下半は直線的な形態で,いわゆる梅瓶である。肩部は蕨手

文の連続押捺による唐草文と梅文で飾られる。外面はロクロナデで,内面はロクロナデの後縦方向の

ナデで指頭圧痕があり,頸部近くには連続する縦方向の強い指頭圧痕が残る。鉄釉を流しかける。古

瀬戸中期様式 I～ Ⅱ期に比定され,13世紀末～14世紀初頭のものである。

別角よ瀬戸美濃天目茶椀である。口縁端部は短く外反する。鉄釉がかかる。大窯Ⅳ期前半に比定さ

れ,16世紀末のものである。

ヱ知
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刻8～2θ・珈」は中国製白磁碗である。クθ8は口縁端部内面に稜を持ち,外方に尖る。上端部は水平

にする。胎土と釉調は灰白色である。太宰府分類碗Ⅳ a類 に相当し,12世紀後半のものである。2ω

は,施釉後に口縁部の釉を掻き取り口禿としたもので,胎土は明るい灰白色,釉調は明オリーブ灰色

を呈する。太宰府分類碗Ⅸ類に相当し,13世紀後半～14世紀前半のものである。2ヱθは底部で,断面

三角形の低い高台が付 く。全面に施釉後高台部分の釉を掻き取る。高台内端に砂が付着する。胎土は

明るい灰白色,釉調は明るい灰緑色を呈する。刻∂は瓶である。口縁部は外方へ折れてやや垂下する。

太宰府分類重Ⅲ類に相当する。

刻
=・
列〃は中国製青磁である。碗で,口縁端部は九 く,やや外反する。刻ヱは外面に鏑蓮弁文をも

つ。胎土・釉調は明るい灰白色を呈する。太宰府分類の龍泉窯系碗Ⅱb類に相当し,13世紀中頃のも

のである。刻″は外面に分害1線をヘラ彫 りする。

刻4～〃
=は
土錘で,樽形が多 く,球形のもの (刻の もある。刻翠は長さ5.8cm,直径3.6cm,孔径1.8

cm,重量は55,8gで ある。2=5は長さ5,2cm,直径4.7cm,孔径1.8硼,重量107.3gを測 り,大型で重い。

刻δは長さ4.4cm,直径4.4cm,孔径1.3cm,重量75.Ogで ある。2=Яよ長さ4.8cm,直径4.3cm,孔径は1.5

cm,重量84.5gで ある。2ヱ8は欠損している。29は長さ4.2cm,直径3.lcm,孔径1.lcm,重量26gと 薄

く軽いが,表面は摩減しており,す り減ったものとも考えられる。
"θ
は欠損 しており,直径3.9cm,

孔径1.7cmで ある。
"=は
長さ4.9cm,直径3.7cm,孔径1.6cm,重量は46.4gで ある。

401号溝 (S D401,第 95。 96図 ,図版48・ 50・ 51・ 52・ 54)

ル冽ま須恵器杯 Bである。摩減が著しい。

蒻∂は土師器椀である。内外面摩減している。

2〃y。 2″5は非ロクロ成形の中世土師器皿である。
"と
は口径7.8cm,器高1.5cmの小皿である。口縁部

に薄く煤が付着し,灯明皿として使用されたものと考えられる。底部から口縁部にかけて九みを帯び

て緩やかに立ち上がる器形である。2〃5は 口径約13cmである。口縁部の広い範囲にタール状の灯芯油

痕が付着する。
"を

・25と も調整は摩減のため明瞭ではない。

レ〃σは古瀬戸天目茶椀である。削 り出し高台で,鉄釉がかかり底外面は露胎である。古瀬戸後期様

式 I期に比定され,14世紀後半のものである。

"7・
″〃8は中国製青磁である。″劉よ碗で,体部は直線的に開く。内外面無文で,胎土は灰白色 ,

釉調は灰オリーブ色を呈する。太宰府分類の龍泉窯系碗 Ila類 に相当し,12世紀中頃～後半のもの

である。
"8は
皿で,体部中位で屈曲し,内面は段状になる。胎土は灰白色,釉調はオリーブ黄色を

呈する。同安窯系皿 12a類 に相当し,12世紀後半～13世紀前半のものである。

2潮よ土錘で,欠損している。

%θ～25とは珠洲である。雰θ～2♂4は甕である。外面平行叩き,内面に円礫の当て具痕が残る。%θ

は肩が球状に張り出し,コ の字状の長頸が付 く。回縁端部は嘴状に挽き出す。男
=も
口縁部を嘴状に

挽き出し,垂下させるもので,男θ・那
=は
12期 に比定される。232は底部で,上半は叩打成形,下

半はロクロ成形である。底外面は板状圧痕が残る。2∂∂・23とは口縁部が方頭を呈し, くの字状に屈曲

する。2∂〃～2∂撃はⅣ期に比定される。235～ %=は重である。2∂5は肩が張る球胴形の壺で,内外面ロ

クロナデを施す。2∂δは 12期のもので,口縁部が外反し,外方に面を取り端部は九く収める。%グ・

2∂8は四耳壺で, I期 に比定され,肩 にブリッジ状の横耳をつけ,櫛歯波状文がめぐる。%9～ル王は

長胴形の壷である。%2～ 254は括鉢である。22は片口鉢で,体部が内湾して立ち上がり,口縁端部

は水平口縁となる。勿∂は波状の卸目を有する。〃4は口縁部が内湾し,端部は先細 りして水平口縁と

ヱ密
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なる。フ拶～″率は I期に比定される。%5。 身δは体部が直線的に開き,波状の卸目を有するものでⅡ

期のものである。勿δは口縁部内端を爪状に上方へ挽き上げる。卸目原体は〃働 1ゞ.7硼幅に11条 ,〃δ

が1.2cm幅に11条 を数える。勿Яよ水平口縁であるが,端面はやや九みをもち櫛歯波状文が施される。

身βは水平口縁で端面はやや拡張する。卸目は1.9cm幅 に 9条 を数える。%7・ %8は Ⅲ～Ⅳ期に比定さ

れる。″9は I期のもので,口径17.6cm,器高8.Ocm,底径7.Ocmの小型の鉢である。体部が内湾して立

ち上がり,日縁端部は九みをもち,外面に弱い面を取る。内外面に粘土組接合痕が残る。全面ロクロ

ナデで底外面は静止糸切 りである。%θはⅡ期のもので,器壁は厚いが,回径は21cmに復原され,小

型の鉢である。体部は直線的に開き,口縁端部は方頭で端面は外傾する。2Я～254は底部で,全面ロ

クロナデを施し,底外面は静止糸切りで板状圧痕が残るものもある。

402号溝 (S D402,第 97図 )

255は珠洲甕である。長頸がコの字状にタト屈 し,口縁部は嘴状に挽き出され垂下する。外面は平行

叩きが頸部よりやや下がつた位置から行われ,内面は円礫の当て具痕が残る。 I期 に比定される。

414号溝 (S D414,第 97図 )

25δは珠洲橋鉢である。口縁部は内湾して端部は先細 りし,端面は外傾する。 I～ Ⅱ期に比定され ,

12世紀後半～13世紀前半のものである。

415号溝 (S D415,第 97図 )

%7・ 258は珠洲悟鉢の底部である。内外面ロクロナデで底外面は静止糸切りである。258は 1単位

2.lcm幅 に8条の櫛歯原体を用いた卸目が施される。

453号溝 (S D453,第 97・ 98図 ,図版58)

25θは弥生土器高杯の脚部である。棒状の脚部で外面はナデ後ハケロを施し,内面には粘土紐接合

痕としぼり痕が残る。弥生時代後期のものである。

%θ～%δは須恵器である。%θ～2δ∂は杯 Bである。%θ・%=・ フδ∂は高台が外方へ開き気味に付き,

〃2は内傾する。%=は底外面は回転ヘラ切 り後ナデ,高台内に連続する爪状の細い工具痕が 2条めぐ

る。2σを,%5は高杯で,〃δИは 3方透かしが入り,その上に一条の凹線が入る。 7世紀第 1四半期の

ものである。%σは大型品の口縁部で,鍋か。端部は上方へつまんで断面三角形を呈する。

%7・ 2δ8は非ロクロ成形の中世土師器皿である。%Яよ口径8,7cm,器高1.8cmの小皿である。日縁部

はやや外反し端部は九く収める。調整は摩滅のため明瞭ではない。口縁部の広い範囲に,厚いタール

状の灯芯油痕が付着している。ワδ8は口径約■cmで ,日縁部に幅の狭い一段のヨコナデを施す。

〃σ9・ 〃では古瀬戸である。%9は小型の製品で合子か。底外面は糸切りで,内面に灰釉がかかり外

面は露胎である。中期様式のもので13世紀末～14世紀中頃のものである。2では天目茶椀である。削

り出し高台で,内面は鉄釉,外面は錆釉がかかる。後期様式Ⅱ期で14世紀末～15世紀初頭のものであ

る。

ク71・ 2フは中国製青磁碗である。2密は外面に縦の櫛描文がある。胎土は灰白色,釉調は灰オリー

ブ色を呈する。太宰府分類の同安窯系碗 Ib類 に相当し,12世紀後半～13世紀前半のものである。

2フは底部で,低い角高台をもち,見込みに圏線がある。釉は高台畳付より内側を剥ぎ取る。胎土は

灰白色,釉調は灰オリーブ色を呈する。

ク絡は中国製白磁碗である。高台はやや高く,外面は露胎で回転削りを施す。

22～ 2%。 身8」～2%は珠洲である。27D~～ 2絡は奏である。2密・ク%は I期のもので,長頸が外反し

て立ち上がり,口縁部は嘴状に垂下する。277。 2絡は底部で,27Яよロクロナデ後,底面よりやや上

ヱ72
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の位置まで叩打成形が行われ,底外面は砂底である。277は内外面ロクロナデで,底外面に板状圧痕

が残る。22・ 那
=～
%9は壺である。〃々 は口縁部は方頭を呈し外屈する。男

=は
I～ Ⅱ期のもので ,

口径約13cmに復原される小型の重で,頸部は弧状に外反し,口縁端部は外方に面を取る。男多 284は

頸部がくの字状に外屈し,口縁端部は外面が肥厚する。2認は口縁がほぼ直立し,端部は九 く収める。

2認～28翠は 12期 に比定され,12世紀後半のものである。285は I～ Ⅱ期のもので,頸部がくの字状

に外屈し,口縁端部は外方に面を取る。男δは I～ Ⅲ期のもので,口縁部外端を下向きに突出させる。

郷7-289は底部である。郷 7・ 那θは長胴の重で内外面はロクロナデし,底外面はあ 71こ板状圧痕が残

り,389は静止糸切りである。288は 内面はロクロナデ,外面は縦方向のケズリを施す。身鉗～2%は福

鉢である。グ
"～
29∂は口径約15～ 24cmに復原される小型の鉢で,79〃は片口が付 く。口縁部は内湾し

端面は水平となるもので,刀θ・〃92・ 29∂は端部が先細 りする。 I期に比定され,12世紀後半のもの

である。〃ンはⅡ期のもので,体部は直線的に開き,口縁端部は内端を爪状に仕上げ,端面は外傾す

る。295～ 2%は底部で,内外面ロクロナデ,底外面は静止糸切りである。〃%の卸目は, 1単位2.5cm

幅に14条の櫛歯原体を用い直線的に施される。

刀角よ加賀甕である。体部破片で,外面に斜格子と菊花の刻印を有する。刻印は湯上谷窯のⅡ-301

類で,13世紀後半～14世紀初頭のものである注18。 内面は横方向のナデと指頭圧痕を残し,外面はナデ

て平滑にする。灰白色を呈するが,焼成はやや不良で外面は一部が橙色がかる。

〃孵・那θは土錘である。2即は完形で,樽形を呈し,長 さ5.3cm,直律 .5cm,孔径1.4cm,重量93.5g

で,大型のものであるが,重量はやや軽い。雰例よ久損しており,球形で,孔径1.7cmである。

914号滞 (S D914,第 98図 ,図版48)

グ98は珠洲橘鉢である。内外面ロクロナデで,底外面は静止糸切りである。卸目原体は2.9cm幅に■

条を数え,直線的に施入される。

1104号滞 (SD■04,第98図 )

299は須恵器杯である。口径約19cmに復原される大型品である。

∂
"は
中世土師器皿である。口径約1lcm,器高は2.5cmである。非ロクロ成形で,平底から口縁部ヘ

の立ち上がりはやや角張る形態である。調整は摩滅のため明瞭ではないが口縁部にヨコナデを施す。

1209号溝 (S D 1209,第 98図 ,図版38)

弼
=は
土師器鍋の把手である。断面は楕円形で,先端は九い。摩減しているが,体部との接合部に

ハケメが残る。胎土に細かな砂粒と雲母を多く含み,骨針もみられる。

1485号溝 (S D 1485,第 98図 ,図版36)

∂νは須恵器杯 G蓋である。かえりは形骸化して小さく端部は丸い。 7世紀第 4四半期のもの。

1504号溝 (S D 1504,第 98図 ,図版36)

翻∂は須恵器杯 G蓋である。口径約20cmの大型品である。かえりは小さく端部は丸みをもつ。端部

から外面にかけて暗灰色を呈し,重ね焼きの痕とみられる。 7世紀第 4四半期のものである。

注18 望月精司 1990「第4章 遺物 第3節  押印等について」「湯上谷窯跡発掘調査報告書J石川県小松市教育委員会
年代については垣内光次郎氏にご教示頂いた。
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第93図 岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 土器 。陶磁器
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e 井戸

451号井戸 (S E451,第 99図 )

∂能は縄文土器の深鉢である。縦位に縄文を施し、後期前葉気屋式か。

∂
"は
須恵器杯 H身である。受部は短く外上方にのび,端部は九い。立ち上がりは低 く内傾 した後

立ち上がる。 7世紀のものである。

∂θδは中世土師器皿である。非ロクロ成形であるが,調整は摩減のため明瞭ではない。日縁端部は

弱い面取りを施す。器厚は底部より口縁部に厚みがある。

503号井戸 (S E 503,第 99図 ,図版42)

∂θ7・ ∂鋸は中世土師器皿である。∂θЯま口径約 8 cm,∂露は口径7.9cm,器高1 7cmで ある。非ロクロ

成形であるが,調整は摩減のため明瞭ではない。口縁部は内湾して立ち上がり,底部から口縁部にか

けて丸みを帯びた形態である。内面には薄く煤が付着し,灯明皿として使用されたと考えられる。

504号井戸 (S E 504,第 99図 )

∂併は中国製白磁碗である。釉は体部と高台部の境まで施され,高台の一部にもかかる。高台の高

さが不明で,太宰府分類V類またはⅥ類に相当し,11世紀後半～12世紀後半のものである。

508号井戸 (S E 508,第 99,100図 ,図版43・ 44・ 50・ 52・ 57)

例θ～∂
=2は
土師器奏である。例例よ小片で内外面摩滅のため詳細は不明である。例

=は
くの字口縁の

甕で,胎土に粗い砂粒を多く含む。∂
=2は
頸部は弧状に外反し口縁端部は九く収める。

∂
=∂

～∂
=5は
須恵器である。∂

=∂
は杯B蓋である。頂部は平坦で稜をもち,口縁端部は九 く巻き込む。

全面ロクロナデを施す。 9世紀のものである。∂
=率

は杯である。Jヱ 51よ壼である。∂
=5は
口径16.5cmで ,

頸部は長く外方に開き,口縁部は強くタト屈して端部は外方に面をとる。

∂
=σ

～79は中世土師器皿である。非ロクロ成形で,∂ヱσ～認5は口径7.5～ 9.5cm,器高1.3～ 1.9cmの小

皿である。フδ～認9は口径12.2～ 16cn4,器高は復原できるもので 3 cmである。小皿は,見込みに一方

向ナデ,日縁部にヨコナデを施し,∂ヱ7・ 認θ～∂2〃では,見込みのナデがヨコナデに先行することが

わかる。底外面は無調整で,型などに押し当ててのばす工程で生じるのか,平坦な器面に無数の細か

いひび害Jれがみられる。ひび害Jれの状態は,細かくとぎれた網目状のものや,中心から放射状に割れ

るものがある。底部から口縁部にかけて九みを帯びた形態であるが,底部が平底に近く短い口縁のも

の (7∂)も ある。口縁端部は丸く収める。胎土は肉眼観察ではほとんどのものに骨針を含む。また

S E 508の中世土師器のうち,認今 ∂♂θ・フθ。32・ クθについて土器成分分析を行った結果,比較資

料の手洗野赤浦遺跡の中世土師器と異なる特徴がみられ,胎土中に含まれる珪藻化石,鉱物片,岩石

片が岩坪岡田島遺跡に近い西山丘陵や小矢部川・庄川流域の堆積物に由来する可能性があり,遺跡周

辺で採集された粘土や砂を材料とした可能性が高いことが明らかになったJ19。

%θは中国製白磁碗である。回縁端部はやや外反し丸く収める。胎土は明るい灰白色を呈する。分

類は,高台を欠損しているため限定できないが,太宰府分類の碗V2類またはⅥ類,Ⅶ類に相当し,

11世紀後半～12世紀後半のものである。

∂例～∂5∂は珠洲である。
"=は
こである。叩打成形の壺で,日縁部から肩部にかけてはロクロナデ

を施し,頸部よりかなり下がつた位置から平行叩きが行われる。短頸がくの字状に外屈し,口縁部は

外面に肥厚して面を取る。口頸部の器壁は体部の厚みの半分程の薄さで挽き出されている。 12期 に

比定され,12世紀後半のものである。∂νは橘鉢である。器高が低 く扁平に復原されるが,小破片の

ため明確ではない。回縁部は端面が外傾する。 I～ Ⅱ期に比定され,12世紀後半～13世紀前半のもの

注19 第二分冊 自然科学分析 パリノサージェイ株式会社  「Ⅶ 手洗野赤浦選跡 岩坪岡田島遺跡の土器成分分析J
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

である。3冴はブリッジ状の横耳が付 く四耳壺で,肩 に櫛歯波状文がめぐる。 I期に比定される。

」54は用途不明の上製品である。円盤状の粘土塊を掌の中で二つに折り曲げるように握 りつぶした

ものをそのまま焼成したもので,指の痕が克明に残る。胎土は骨針を含み,色調はにぶい黄褐色を呈

し,焼成は良好である。

」55は土製品で破片のため全体の形状は不明だが,二方に粗雑ながら平坦面を作 り出しており,一

方は煤が付着することから,手あぶり型の暖房具の一部かと考えられる。

1001号井戸 (S E 1001,第 100図 ,図版48・ 53・ 57)

」%・ ∂57・ ∂刃は中世土師器皿である。非ロクロ成形であるが,調整は摩減のため明瞭ではない。

∂5δ・%尉ま,口径8.0～約 9 cm,器高は1.1～ 1.4cmの小皿である。厚い底部から口縁部が短く立ち上が

る形態である。35θは口径13.8cm,器高は2.9cmである。口縁部は内湾して立ち上がり,底部から口縁

部にかけて丸みを帯びた形態である。%グ・J5夕期台土に骨針を含む。

∂58は土師器椀である。口径は約14cmである。ロクロ成形で,器壁は薄く端部は九 く収める。胎土

に骨針を含む。古代の遺物が混入したものと考えられる。

Iθ～∂δ4は珠洲で, I期 に比定され,12世紀後半のものである。Iθ～∂鉗は信鉢である。%θ・Jα

は口径約20～ 22cm,∂何は口径17.8cm,器高7.8cm,底径8.6cmを測る小型の鉢である。口縁部は内湾し,

端部は水平に面を取る。底外面は静止糸切 りである。∂フは奏である。頸部はコの字状に外反し,日

縁端部は嘴状に挽き出される。

∂σ5は 中国製青磁皿である。体部中位で屈曲し,日縁端部は外反する。見込みに圏線をもち櫛描文

を有する。肉厚で上質の品ではない。胎土は明るい灰白色,釉はオリーブ灰色で,底部の釉を掻き取

る。太宰府分類の同安窯系皿 12b類 または 13b類に相当し,12世紀中頃～後半のものである。

」δδ～♂δ8は中国製白磁碗である。□縁部は屈折し,上端部は水平にする。端部内面に稜が付き,外

方に尖る。M7。 ∂δ8では内面の上半に沈線がある。底部を欠損しているため限定できないが,太宰府

分類V類またはⅧ l・ 3類に相当し,12世紀中頃～後半のものである。

191よ土製品で破片のため全体の形状は不明であるが,粗雑ながら箱状の平坦面を削り出している

ことから,手あぶり形の暖房具の一部かと考えられる。

1006号井戸 (S E 1006,第 101図 ,図版49)

♂では須恵器杯 Bである。底径は12cmで,体部はロクロナデ,底外面は回転ヘラ切 りである。高台

は外方へ開く。 8世紀のものである。

∂密～∂孵は中世土師器皿である。口径12.8～ 15.8cmに 復原される力Ⅵ 片ヽのため明確ではない。非ロ

クロ成形であるが,∂密・∂絡の調整は摩滅のため明瞭ではない。∂クは外面にやや幅の狭い一段のヨ

コナデを施し,端部は九く収める。胎土に骨針を含む。∂絡は口縁端部に面を取り,内端をつまんで

尖らせる。

∂2・ ∂んは珠洲悟鉢で,口径約20cmに復原される小型の鉢である。∂75は口径20.3cm,器高7.lcm,

底径11.Ocmである。体部は内湾して立ち上がり,口縁部は端部に弱い面を取るが,丸みをもつ。 I期

に比定され,12世紀後半のものである。

■01号井戸 (SE■01,第101図 )

∂%は土師器長胴甕である。摩減が著しいが体部外面にハケメが残る。胎土に粗い砂粒を多く含む。

∂〃・∂絡は須恵器杯の小片である。
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3 遺物

1103号井戸 (S E l103,第 101図 )

∂印は珠洲奏である。口縁部を欠損するが,頸部は長頸とみられる。 I～ Ⅱ期に比定され,12世紀

後半～13世紀前半のものである。

1105号井戸 (S E l105,第 101図 )

認θ・認
=は
珠洲である。認θは甕である。体部は肩が張り,口縁部はくの字状に外屈する。口縁端

部は垂下し円頭とするが,端部に叩打具が当たり窪んでいる。Ⅲ～Ⅳ期に比定され,13世紀中頃～14

世紀中頃のものである。認
=は
悟鉢である。卸目は間隔を開けて施入される。

」認は土錘である。小型のものであるが欠損しており,残存部の重量は僅か3.9gで ある。

1106号井戸 (S E l106,第 101図 )

∂8∂・∂8率は須恵器である。383は杯Aである。底外面は回転ヘラ切 りである。端部は外反気味に細

く挽き出される。ど8とは庭である。頸部は外反し,日縁部との境に凹線がめぐる。 7世紀のもの。

1204号井戸 (S E 1204,第 102図 ,図版40・ 46・ 53)

385。 ∂8σは土師器長胴甕である。385は 回縁部,認σは胴部で,同一個体の可能性がある。体部内外

面に縦方向のハケメ調整を施す。

認Яよ中世土師器皿である。口径は約10cm,器高は1.6cmの小皿である。非ロクロ成形であるが,調

整は摩滅のため明瞭ではない。平底から口縁が内湾気味に短く立ち上がる。胎土に骨針を含む。

388・ 389は珠洲である。∂88は壷である。内外面にロクロナデを施し,底外面は静止糸切りである。

認θは悟鉢である。口縁部は先細 りし,方頭で端面が外傾する。 I～ Ⅱ期に比定され,12世紀後半～

13世紀前半のものである。

鐸θ・∂θ
=は
中国製青磁碗である。β9θは腰の張る器形で,高台部を欠損しているが高台内部の到 り

が浅く底部が肉厚のものである。高台内は露胎である。釉は灰オリーブ色を呈する。太宰府分類の龍

泉窯系碗 12類に相当し,12世紀中頃～後半のものである。∂9=は体部内面に片彫 りの分割線を有す

る。釉は灰オリーブ色を呈する。太宰府分類の龍泉窯系碗 14類 に相当し,12世紀中頃～後半のもの

である。

1205号井戸 (S E 1205,第 102図 ,図版50)

∂9〃は珠洲甕である。体部は球胴形に膨らみ,口縁部は器壁の厚みを減じて弧状に外反し,端部は

外側に肥厚して弱い面を取る。外面の叩打成形は頸部よりかなり下がつた位置から行われる。 12期

に比定され,12世紀後半のものである。

1229号井戸 (S E 1229,第 102図 ,図版46・ 49'53)

∂鋸・∂身は中世土師器皿である。」%は 口径12.7cmである。非ロクロ成形で外面は一段のヨコナデ

を施し,底部は無調整である。内面の調整は摩減のため明瞭ではないが,外面よりやや広い幅でヨコ

ナデが施されているようである。形態は,内面の見込み縁辺部を指頭で外方へ押し出すようにし,や

や深身になっている。器厚は押し出した部分が若千薄くなり,回縁部の方がやや厚い。外面の一部に

は薄く媒が付着し,灯明皿として使用されたものと考えられる。β夕は口径13.8cmである。非ロクロ

成形であるが,摩減のため調整は不明である。日縁部に面は取らないが,上方へつまみ上げて尖らせ

る。胎土に骨針を含む。

∂θ5は 中国製青磁碗である。底径はやや小さく,高台内部の今1り が浅 く底部が肉厚のものである。

内面に片彫蓮花文と櫛歯 2～ 3本の原体を用いた櫛描文を有する。釉はわずかに青みがかつた緑灰色

で透明感がある。胎土は灰白色である。太字府分類の龍泉窯系碗 12類 に相当し,12世紀中頃～後半

ヱ3δ
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のものである。

例σ・脚Яよ珠洲である。∂%は甕である。長頸で,口縁部は外方へ折れて嘴状に挽き出され端部は

垂下する。 I期に比定され,12世紀後半のものである。評劉よ括鉢である。底部と体部の境が明瞭で

なく,全面にロクロナデを施す。卸目はまばらで,一単位2.2cm幅に18条の卸目原体を用い,曲線文

を描いて施入される。Ⅱ期に比定され13世紀前半のものである。

1299号井戸 (S E 1299,第 102図 ,図版51)

∂98は中世土師器皿である。非ロクロ成形で,摩減のため調整は明瞭ではないが,口縁部にはヨコ

ナデを施し,端部外面に弱い面取りがみられる。器壁が厚いので大型の皿の可能性もある。

∂99は珠洲橋鉢である。体部は直線的に開き,日縁部はやや丸みをもつ方頭で,端面は外傾する。

卸目は 1単位2.6cmに 15条の櫛歯原体を用いる。Ⅲ～Ⅳ期に比定され,13世紀中頃～14世紀中頃のも

のである。

翠
"は
須恵器杯の小片である。

f 土坑

144号土坑 (S K144,第 103図 ,図版45)

翠例は中世土師器皿である。口径9.2cm,器高2.4cm,底徹 。3cmの小皿である。外形は,直線的に大

きく開く形態であるが,内面は見込みが広く,口縁部が緩やかに内湾して立ち上がる。端部は九く収

め,内側にやや肥厚する部分もある。ロクロ成形で,底外面は回転糸切りである。見込みの調整は摩

滅のため明瞭ではない。胎土に細かい砂粒を多く含む。

189号土坑 (S K189,第 103図 )

をレは土錘である。欠損しており,重量は28,3gで ある。

404号土坑 (S K404,第 103図 )

翠露・翠碑は中世土師器皿である。口径は約15cmで ある。非ロクロ成形で,器厚は厚 く,日縁部に二

段のヨコナデを施し,端部は上方へつまむようにして断面三角形を呈する。全体に黒変しており,胎

土に骨針を多く含む。12世紀中頃～後半のものと考えられる。

塑
"は
珠沙H悟鉢である。日径は30.8cmに復原される。体部は直線的に開き,口縁部は内端を爪状に

挽き上げる。卸目はまばらに施入され,原体は2.5cm幅に11条 を数える。Ⅱ期に比定され,13世紀前

半のものである。

429号土坑 (S K429,第 103図 )

翠θδは中国製青磁碗である。内面に片彫 りの分割線を有する。釉は灰オリーブ色,胎土は灰白色を

呈する。太宰府分類 14類 に相当し,12世紀中頃～後半のものである。

450号土坑 (S K450,第 103図 )

翠θ7・ 4鋸は珠洲悟鉢である。翠露は口縁部が内湾し,口縁端部の直下で摘んで強くなで,端面は外

傾する。Ⅱ期に比定され,13世紀前半のものである。

540号土抗 (S K540,第 103図 )

翠θ9は中世土師器皿である。日径は13.6cm,器高は3.3cmである。非ロクロ成形で,平底の底部から

内湾気味に口縁部が立ち上がる。胎土にやや粗い砂粒を多く含む。調整は摩減のため明瞭ではない。

562号土坑 (S K562,第 103図 )

翠
=例
ま土錘である。欠損しているが,樽形を呈し,残部重量は7.8gである。
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607号土坑 (S K607,第 103図 ,図版45)

翠
==は
中世土師器皿である。口径は8。 9cm,器高は2.lcmで ある。非ロクロ成形で,底部から口縁部に

かけて九みを帯びて緩やかに立ち上がる形態である。口縁部は九く収める。調整は摩減のため明瞭で

はないが,日縁部のヨコナデ幅は狭 く,外面は口縁部に連続する細かい指頭圧痕が残る。胎上に骨針

を含む。

727号土坑 (S K727,第 103図 )

狂フは中世土師器皿である。ロクロ成形で,底外面は回転糸切 り,底径は4.4cmである。胎土に細か

い砂粒を多く含む。

743号土坑 (S K743,第 103図 )

翠ヱ∂は須恵器杯B蓋である。国縁部は小さく折り曲げ端部は九 く収める。内面端部は強くなでて上

方へ反らし稜ができている。

翠認は土師器椀である。底外面は回転糸切りである。

翠
=5は
珠洲橋鉢である。底外面は静止糸切りで板状圧痕がある。

845号土坑 (S K845,第 103図 )

翠
=δ
は珠洲奏である。口縁部はくの字に外屈し,端部は方頭で,長めに挽き出される。Ⅱ～Ⅲ期に

比定され,13世紀前半～中頃のものである。

891号土坑 (S K891,第 103図 )

狙Яま珠洲奏である。口縁部はくの字に外屈し,尖頭状に拡張される。外面は平行叩き,内面は円

礫の当て具痕が残り,叩打成形は顎部からやや下がつた位置から行われる。Ⅱ期に比定され,13世紀

前半のものである。

896号土坑 (S K896,第 103図 )

狙8は珠洲橋鉢である。内外面ロクロナデで,底外面には板状圧痕が残る。

903号土坑 (S K903,第 103図 ,図版37)

翠
=91よ
須恵器猿面硯である。平面形は硯頭が緩やかな弧状を呈し,硯側は直線的で風字状を呈する。

海陸の境はなく,硯頭部が反り返る。側面は焼成前にヘラケズリして面を取り,硯面側が鋭角となる。

縁端部は硯面・硯背に比べ濃い暗灰色を呈し,滑沢を有する。硯面はナデ調整であるが,一部に格子

目叩きが残る。硯背は自然釉のため叩きの有無は不明瞭である。硯面は中央部が擦れて滑らかになっ

ており,その一部にやや不明瞭ではあるが,墨痕がみられる。

1003号土坑 (S K1003,第 104図 )

2:は中世土師器皿である。口径8。8cm,器高5.2cmの小皿である。ロクロ成形で,内面は回転ナデの

凹凸が顕著であり,底外面は回転糸切りである。胎上には細かい砂粒を多く含む。

1241号土坑 (S K1241,第 104図 )

ワ は中世土師器皿である。口径7.3cm,器高1.4cmの小皿である。非ロクロ成形で口縁部にヨコナデ

を施すとみられるが,摩減のため調整は明瞭ではない。胎土に骨針を含む。

1296号土坑 (S K1296,第 103図 ,図版49)

クθは珠洲奏である。日径は70,6cmである。体部は肩が球状に張り出し,口縁部はくの字状に外屈

して端部は方頭を呈する。外面は平行叩き,内面は円礫の当て具痕が残る。Ⅱ期に比定され,13世紀

前半のものである。

=那
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1300号土坑 (S K1300,第 104図 ,図版38)

蒻∂は須恵器杯の小片である。外面端部が暗灰色を呈し,重ね焼き痕とみられる。

修 は珠洲壺である。端部は強く外反し,外方に面を取る。 I期に比定される。

25・ クδは土師器椀である。調整は摩滅のため明瞭ではないが,底外面は回転糸切 りである。霧5

は,器壁が薄く,内湾して立ち上がる大型の椀である。胎土は中世土師器に比べ精緻で,赤色粒を多

く含む。ηびは口径11.8cm,器高4.Ocm,底径5.4cmで ある。口縁部を上方へ立ち上げるように屈曲させ

る形態である。器壁は中世土師器に比べ薄く,ロ クロロをあまり残さない精巧なつくりであるが,胎

上に細かい砂粒を多く含み,器面がざらつくを点は軽5と 異なる。

2Яよ土錘である。寸胴形を呈し,長 さ5。3g,直径4.4cm,孔径1.7cmで大型のものであるが,摩減

欠損しており,残存部重量は89.5gで ある。

1371号土坑 (S K1371,第 104図 )

蒻酔 29は非ロクロ成形の中世土師器皿である。口径10.8cm,器高は軽8が 1.7cmである。霧βは器壁

が薄く,底部から口縁部にかけて内湾して立ち上がる形態である。翠刀は器壁がやや厚 く,日縁が外

傾気味になる形態である。霧8・ 29と も調整は摩滅のため明瞭ではない。

1402号土坑 (S K 1402,第 1髄図)

翠側は珠洲重である。口径は約12cmに復原される。口顎部は弧状に外反し,端部は垂直方向に面を

取る。 I期に比定され,12世紀後半のものである。

1477号土坑 (S K1477,第 1髄図)

4例は珠洲橋鉢である。口縁端部は内端を上方につまみ上げる。Ⅱ期に比定され,13世紀前半のも

のである。

g 地割れ

10号地割れ (S X10,第 104図 )

翠認～翠
"は
土師器椀である。口径は翠盟が約13cm,底径は4.8～ 5,6である。Z影は回転撫でを施し,

端部はやや肥厚し丸く収める。弼♂～零例よ底部で底外面は回転糸切 りである。2～ お♂は胎土に骨針
を多く含む。

12号地割れ (S X12,第104図 )

翠∂働よ瀬戸美濃皿である。九皿または端反皿の底部で,内外面に灰釉がかかる。底外面の釉は薄く,

高台内に輪 ドチ痕が残る。大窯 I期～Ⅱ期に比定され,15世紀末～16世紀前半のものである。
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E 包含層出上の上器・陶磁器

土師器 (第 105図 ,翠認～μδ・翠ワ～翠α,図版38)

翠認～を翠σは椀である。々θは底外面回転糸切 りで貼 り付け高台の痕跡がある。見込みにはロクロロ

を残し,底部の器壁は厚い。翠翠
=～
翠翠5は無台の椀で,口径 12.2～ 16.Ocm,器高2.9～ 5。 lcm,底径5,7～

7.lcmで ある。望ク・翠翠」は底外面に回転糸切り痕が残るが,内外面摩減しているものが多い。を翠翠は摩

滅が著しいが,底外面に板状圧痕がある。塑θ・々
=。
翠翠翠は 9世紀末～10世紀のものである。4翠δは底

外面の高台内縁辺部に菊花状の絞り出し痕を残し,中央はやや狭るようにナデ消す。底部は厚 く,断

面三角形の低い高台が付 く。胎土は細かい砂粒と雲母を多く含む。11世紀前半のものである。

塑νは有台皿である。体部は外方へ大きく開き,口縁部は外反し端部は尖り気味になる。高台接合

部の上面にあたる内面の見込み縁端部を指頭で押さえている。底外面は回転糸切りで高い高台が付 く。

9世紀末～10世紀のものである。

望5」～翠δ例よ高杯である。翠留・翠影は杯部下位に稜をもつ。翠
"～
塑ωは脚部でハ字状に開くものと裾

部で屈曲外反するものがある。翠Dr5・ 459は内面にしぼり痕がある。翠δ
=は
奏である。平底で,胎土に

粗い砂粒を多く含む。

黒色土器 (第 105図 ,翠∂7・ 々7-翠Я,図版39)

零厨ま古墳時代の椀である。半球状の器形で,内面全面から外面の体部上半が黒色になっている。

々 7・ 翠翠8は椀である。々Яよ底外面回転糸切 りで,胎土に骨針を多く含む。4翠βは底外面の外縁と,

回転糸切りの端を約 34111残 した内側を回転ケズリによつて狭り,低い疑似高台を作 り出している。 9

世紀末～10世紀のものである。

駆9～翠Яは有台椀である。塑9は断面三角形の高台を貼り付ける。翠刃は高台部を欠損し,高台内側

は強くなでる。4Яは口縁部はやや外反し,底部は厚 く平坦で,高めの高台が付 く。内面はミガキで

黒色処理し,体部外面はロクロナデ,底外面は回転糸切りである。10世紀のものである。

須恵器 (第 106図 ,望2～翠M・ 翠那～裏,図 版35。 36・ 37)

翠2～翠7は杯H蓋である。翠2は口径12.6cm,器高4.Ocmである。外面頂部はヘラケズリ後ナデ,外

面体部と内面はロクロナデである。 7世紀第 1四半期のものである。翠
"は
口縁部の屈曲が緩やかで

端部はやや外反する。 7世紀前半のものである。4%の外面頂部はヘラ切 り後,調整は軽 くなでるだ

けで器面の凹凸を残す。外面体部と内面はロクロナデである。 7世紀のもの。

翠σ5～ 4σЯよ杯 H身である。受部は外上方にのび,立ち上がりは短 く内傾する。 7世紀第 1四半期

のものである。

翠弼は杯 G蓋である。小さく短いかえりがつく。外面頂部は回転ヘラケズリである。 7世紀第 4四

半期のものである。

翠ωは高杯である。杯部は全面ロクロナデで,体部下半に凹線がめぐる。 7世紀のものである。

翠℃・翠7fは杯Aである。翠での底部は回転ヘラ切りである。翠密は底外面はヘラ切り後不定方向に軽

くなで,内面はロクロナデ後,見込みに仕上げナデを施す。 7世紀のものである。

翠″～翠窪は杯Aま たは杯 Bである。翠々 は大型の杯で口径約20cmに復原される。口縁端部はわずか

に肥厚し,端面が内傾する。

望跨・翠%は杯蓋である。翠るは疑宝珠状のつまみである。翠%は扁平なつまみで,外面頂部は回転ヘ

ラケズリ,内面は一方向の仕上げナデを施す。 9世紀のものである。

翠77-翠刀は杯B蓋である。望〃・4絡は頂部ヘラ切り後ナデ,内面はロクロナデで頂部に仕上げナデ

=%
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を施す。口縁部は小さく折り曲げ,端部は九く収める。 8世紀後半～ 9世紀のものである。翠では全

面ロクロナデで,回縁端部は折 り曲げ,やや外反して断面三角形を呈する。 8世紀後半のものである。

48θ～塑8σは杯 Bである。高台は,翠 8θ・翠%は低 くほぼ垂直に付き,48=～ 翠潔・翠

“

は外方へ開き気

味につく。ttM・ 翠認は高台内を回転ヘラケズリで平坦にするが,翠%は軽 くなでるのみでヘラ切り痕

が残る。翠8σは口径15.9cm,器高4.8cm,底径10.6cmである。ロクロナデ後見込みに仕上げナデを施す。

翠認・翠βδは 7世紀末～ 8世紀のものである。

翠認は壷類の蓋で,鋭角に折れ,鋭い稜がある。翠那は壼で,肩 に稜をもつ。

翠鉗・翠例は甕である。翠鉗は頸部は外反し,上方に面を取る。翠θヱは頸部が外傾し,口縁端部は内湾

気味に立ち上がり端面は内傾する。顕部に2条の凹線がある。 7世紀後半のものである。

灰釉陶器 (第 106図 ,48盈 図版36)

翠8Яま椀である。高めの貼 り付け高台で,高台内には薄く墨痕が残 り,転用硯とみられる。東濃産

で,東山72号窯式注20に比定され,10世紀後半代～11世紀初頭のものである。

中世土師器 (第 107・ 108図 ,翠錫～5絡,図版45～ 47)

翠%は柱状高台に近い厚い底部に,内湾して立ち上がる体部がつく器形で小杯とした。口径7.9cm,

器高3.3c阻 ,底径4.Ocmである。調整は摩減のため明瞭ではないが,全面ロクロナデ,底部は回転糸切

りとみられる。胎土に骨針を含む。

翠鋸～翠9Яよロクロ成形の小皿である。日径は8.6～ 10.7cm,器 高1.4～ 2.Ocm,底径3.9～ 4.9cmである。

外方へほぼ直線的に大きく開く形態である。全面にロクロナデを施し,底部は回転糸切りである。す
べて胎土に骨針を含み,翠%・ 翠θЯよ細かい砂粒も多く含む。翠

"は
器壁が薄く作工も精緻である。口

縁部は部分的に端反になっている。色調は灰白色を呈する。

翠露～刃5は ロクロ成形の大型の皿で椀形に近い形態をとる。口径は11.9～ 14.9cm,器高は復原でき

るもので3.1～ 4.6cm,底径は4.2～ 5,8cn4で ある。翠露・5θヱ・刃率は器厚が薄く,翠θ9・ 5θθ・5θ〃・5θ∂・

5θ5はやや厚い。を露～刃θ・刃∂～5θ5は骨針を多く含み,孝鍔・5"・ 5θヱは細かい砂粒も多く含む。

刃δ～5〃」は柱状高台の皿の底部で,底外面は回転糸切 りである。底径 1よ刃σ～ν働ミ4,0～4.7cmで小

皿にあたり,ν
=は
6.5cmで大型である。5ω 。例

=は
糸切りの上に板状圧痕があり,例

=は
強く押さえ

られて段が付いている。高台の形状は,円柱状のもの (刃 7・ 25～例 7・ 例9・ νθ)と 断面台形状に

裾が広がるもの は
"・
5θ8～Я翠・Яβ・レめ がある。5%・ 刃グ・5θ9・ Яθ・Я∂～Я 7・ νθは胎土に

細かい砂粒を多く含む。刃併 刃グ・Я
=。
例∂～Я5・ νθ・ν

=は
骨針も多く含む。Я率は見込み中央を

棒状具または指頭で押さえて窪ませている。5θ 71よ底外面に棒状のもので斜めに突いた孔があるが ,

貫通はしていない。刃8は見込みの中央を窪ませているが,さ らに中心を突くように押さえた小孔が

ある。Яθは見込みの中央を指頭で押して窪ませている。Я〃は底部外面から内面に向かって貫通する

孔がある。例王は胎土に粗い砂粒と骨針を含む。Яσは見込み中央に,棒状具で斜め方向に無造作にあ

けられた孔があり,貫通はしていない。例8は底部外面に貫通しない孔があり,孔の内面には棒状具

で無造作に掻き取つた横方向の削痕がみられる。孔の奥には体部を接合した際にできた粘上の盛り上

がりがみられ,柱状高台に体部を接合する前に孔を開けたものと考えられる。

勁 ～ヌ5は柱状高台とならないロクロ成形の皿の底部である。底径は3.9～ 7.Ocn4で ある。28・ 厖9

は内面に薄く煤が付着する。ν分 ∬Яよ底部外面に板状圧痕がある。厖 7・ イ9・ 5ワは底部が柱状高

台に近い厚みをもっている。2〃・2♂・留θ・財
=・
5∂5・ 男グ・留θ・ヌ翠は胎土に細かい砂粒を多く含

む。フ夙よやや粗い砂粒を多く含む。胎土に骨針を含むものも多い。

注20 斉藤孝正他 1981「 猿投窯 尾】し窯 美渋窯における灰釉陶器の変遷」「北丘古宰跡群 古墳群発掘調査報告書J多治見市教育委員会
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フσは有台皿で,貼付け高台であるが高台部は摩減して原形をとどめない。胎土に骨針を多く含む。

M7～ 5絡は非ロクロ成形の皿である。口縁部をヨコナデ,底外面は無調整で,見込みの調整は摩減

のため不明のものが多い。回径は7.8～ 14.Ocnl,器高は1.4～ 3.6cmで ある。フア・78・ 55∂・55を ,55δ・

5δ4は ,底部から口縁部にかけて丸みを帯びて緩やかに立ち上がる形態である。D‐r9は器壁が厚 く,底

部から口縁部への立ち上がりは角張っている。万θ・

"歩
555も やや角張つた器形で55θは口縁部が外

反する。
"針
52は底部から口縁部にかけて緩やかに立ち上がる器形で,55θは器壁が厚い。5δ〃は口

縁部が外反する。万 7・ 5σ5は口縁部が外反し開く形態で,幅の広いヨコナデを施し底部との境界には

稜ができる。558は平底に外傾する口縁部が付 くやや深身の形態で,器壁は厚い。内面の口縁部と見

込み縁辺部にハケ状工具痕が一部残るが,ナデ消されている。Iθは口縁部,底部の境がなく,全体

に九みを帯びた器形で,口縁部は九く収める。器厚は一定でなく,極端に厚い部分もある。外面にヨ

コナデはみられず,軽 くナデていると思われるがほとんど無調整である。内面には回縁端部にのみヨ

コナデがみられ,以下は一方向ナデを施す。口縁よりやや下がつた位置に2箇所,布状圧痕が残るが ,

その大きさは,一辺約 4 11alの小さなものである。5何は平底で,口縁部を強くヨコナデし,底部との

境界には稜ができる。5σ5は平底の底部から口縁部が外反して立ち上がり,端部は九く収める。5δσは

見込み縁辺部を外方へ押 し出すように広げる形態で,回縁部のヨコナデは上方へつまむようにして,

口縁端部を尖らせる。IЯよ底部から口縁部にかけて緩やかに立ち上がる形態である。5δβは底部から

丸みを帯びて立ち上がり,日縁部はやや外反する。5σ9は口縁部が端反となる。全体が黒変している。

5では上方へつまむようにしてやや幅の広い面を取る。5々はタト傾する口縁部に幅の広いヨコナデを施

した,やや深身の形態である。5クは深身の形態で二段のヨコナデを施す。底外面には板状圧痕があ

る。5絡は一段のヨコナデを施し,端部は外面に面を取る。身 7・ /8・ 防θ・
"歩 “
θ・%θは口縁部

に,身θは回縁部と見込みの一部に灯芯油痕がみられる。55∂も口縁部から内面にかけて薄く煤が付着

し,灯明皿として使用された可能性がある。

珠洲 (第 109～ 112図 ,52～ δ2,図版50・ 52)

5密～59=は甕である。57は口頸部はくの字状にタト屈し,口縁部は方頭で長めに挽き出される。5%

は口頸部が短く下向きに屈折し,端部は尖頭とする。5惚・5るはⅡ～Ⅲ期に比定され,13世紀前半～

中頃のものである。5では頸部がくの字状に屈折し,口縁部はやや長めに挽き出して端部は肥厚し円

頭とする。Ⅲ期に比定される。5〃・5印は頸部はコの字状に外反し,日縁端部は円頭となる。外面叩

打成形は,5卿よ顎部よりやや下がつた位置から,5印は頚基部から行われる。Ⅱ期に比定され,13世

紀後半のものである。5%は体部は球状に張 り出し,短い顎部がくの字状に外屈 して端部は円頭とす

る。Ⅲ～Ⅳ期に比定され,13世紀中頃～14世紀中頃のものである。ttθは頚部がやや短く,口縁端部

は垂下して方頭となるもので, Ⅱ期に比定され,13世紀前半のものである。露ヱ～58∂は口縁部を水平

またはやや下向きに長めに挽き出し,端部は円頭としたもので, Ⅱ～Ⅲ期に比定され,13世紀前半～

中頃のものである。58とは口縁部は断面三角形を呈する。男5,努Яよ頸部はくの字状に外屈し口縁部

は方頭となる。58びは口縁部は短い円頭となり,体部の膨らみは少ない。58と～露角よⅣ期に比定され

る。露酔 589は頸部がくの字状に外屈し,用8は方頭,589は端部が肥厚するやや丸みのある方頭を呈

する。Ⅳ～V期に比定され,13世紀末～15世紀前半のものである。5%・ 5θ
=は
底部である。ロクロナ

デで,5"は底面よりやや高い位置から叩打成形が行われる。刃ヱの体部下部には煤が付着する。

59〃～δθσは重である。5%～σθθはロクロ成形の壺である。592～ 59とは口径10～ 13cmに復原される。

刃歩 59∂は国頸部が弧状に外反し,口縁端部は垂直方向に面を取るもので, I期に比定され,12世紀
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後半のものである。5θ4は 口縁部は方頭で,端面が外傾する。595～ D~9角ま肩部に櫛目波状文がめぐる。

598～σθθは底部で,刃酔 σθθは底外面に板状圧痕が残る。598の体部下端には指頭圧痕と櫛歯状の工

具痕が残っており,欠損した肩部には櫛目波状文が加飾されていた可能性もある。δθ
=～
δ
"は
叩打成

形の壼である。σθ
=は
国縁端部が外屈し方冠頭としたもので,顎部には櫛目波状文がめぐる。Ⅱ～Ⅲ

期に比定され,13世紀前半～中頃のものである。び弼・σ能は回頸部は直立に近いがやや外傾し,口縁

端部は方頭で端面は外傾する。Ⅲ～Ⅳ期に比定され,13世紀中頃～14世紀中頃のものである。δ体・

σ
"は
体部が球状に膨らみ,口頸部は器壁が薄く挽き出され弧状に外反して,端部は外方に肥厚し弱

い面を取る。外面は平行叩きが,ω5は顎部の下から,σ
"は
頸部よりかなり下がつた位置から行われ

る。 12期に比定され,12世紀後半のものである。

例7～δクは悟鉢である。σθ7-αコよ口径17～ 24cmに復原される小型の鉢で,何βは回径19.4cm,器高

7.3cm,底径10.Ocmに復原される。体部から口縁部にかけて内湾して立ち上がる形態で,卸 目はみられ

ない。δθ7・ δ%の口縁部は端面が外傾する。σω・びゴθの口縁端部は水平に面を取る。σ
"は
口縁部下

を摘んでロクロナデし,端面は拡張して外傾する。σθ7-αヱは I期 に比定され,12世紀後半のもので

ある。σ
=2は
体部が直線的に開き,日縁部は方頭で端面は外傾する。内面に波状の卸目を有し,卸 目

原体は2.7cm幅 に11条を数える。Ⅱ期に比定され,13世紀前半のものである。α翠・α5は口縁部が内湾

し,端面は拡張して水平口縁となる。Ⅳ期に比定され,13世紀後半～14世紀中頃のものである。αδ

は端部が先細 りし,端面は外傾する。 I～ Ⅱ期に比定される。α∂・aЯょ口縁端部内端を爪状に仕上

げる。Ⅱ期に比定される。αβは肉厚で端部はやや外反し,端面は外傾する。Ⅲ～Ⅳ期に比定される。

α9・ 2例よ直線的に開き,口縁部端面は外傾する。α9の卸目原体は,2.4cm幅に9条を数える。2=は

口縁端面は水平となる。δ2～δ2率は口縁部端面が内傾する。δ〃どの卸目原体は1.9cm幅 に 7条 を数える。

δヱ9～δ〃とはⅣ期に比定され,13世紀後半～14世紀中頃のものである。25～ 27・ δ〃9は口縁端部が拡

張して内傾し,端面に櫛目波状文を有す。卸目は口縁部よリー段下がつた位置から密に施される。V

期に比定される。28は口縁端部の面が不明瞭になり,形骸化するが,端面に波状文を有する。卸目

は,一定の高さから密に施される。Ⅵ期に比定される。αθは口縁端部が外屈 し,端面が丸く肥厚す

る。波状文は端面の外端に雑に施入される。何θは,Ⅶ期に比定される。何ヱ～σクは底部である。体

部は内外面ロクロナデを施し,内面には卸目が施入される。卸日の単位がわかるものは,何′は2.8cm

幅に10条 , δ∂〃が3.3cmttに 16条 , 634が 1.5cmに 7条 , 63駒 1ゞ.5cm幅 に7条 , 638は 2.3cmttに 9条 , 7θ

力弩.2cmに 13条,2ヱが2.lcm幅 に9条を数える。底外面は静止糸切りで,板状圧痕が残るものもある。

中国製白磁 (第 113図 ,自∂～δ54,図版53)

夕∂～δ5例よ碗である。δ寄～宮δは口縁部が肉厚の玉縁となるものである。25は体部外面は露胎で回

転ケズリを施す。太宰府分類Ⅳ類に相当し,11世紀後半～12世紀前半のものである。胎土は灰白色で,

7を・宮δイよ比較的白っぽい。77の 口縁部は,外反して丸く収める。太宰府Ⅱ～Ⅳ類に相当し、11世紀

後半～12世紀中頃のものである。営β～

"θ
は口縁端部の釉を剥ぎ取り口禿としたものである。日縁部

は直線的で外反せず先端を尖らせる。太宰府分類Ⅸ類に相当し,13世紀後半～14世紀前半のものであ

る。衡卜 δνは皿である。δ5′は胎土は灰白色を呈し黒色粒が多く混じる。体部下半は回転ケズリを施

す。体部と高台の境から高台内側は露胎である。高台は4箇所決 り込みがあり,見込みには4箇所目

跡がある。森田分類D群に相当し,14世紀後半～15世紀のものである。δフは平底で,外面は露胎であ

る。釉は薄く,貫入がある。太宰府Ⅵ la類に相当し,11世紀後半～12世紀前半のものである。衝ト

δ身はこである。δ留は平底の底部で全面に釉がかかる。δ又は壷の肩部で,外面に灰白色の釉がかかる。
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中国製青白磁 (第 113図 ,"伊 σ5δ,図版53)

徳卜 δ5aよ壷類で,梅瓶または水柱の胴部破片である。外面に櫛目状の渦文を有する。13世紀～14

世紀前半のものである。

中国製青磁 (第 113図 ,体 7～δω,図版53)

徳グ～

“

Яま碗である。体 7・ 徳酔 δ側は外面に片彫りの鏑蓮弁文をもつ。太宰府分類の龍泉窯系碗Ⅱ

b類 に相当し,13世紀前半のものである。δσθは底部で,高台内部の今Jり が浅く,底部は肉厚である。

見込みには圏線をもつ。釉は高台のタト側までかかり,畳付の一部にも垂れている。δ5到よ外面に細いヘ

ラによる蓮弁文をもつ。龍泉窯系で,上田BⅡ類に相当し,14世紀前半のものである。δσ
=は
内面に片

彫蓮花文を有する。太宰府分類の龍泉窯系碗 12類 に相当し,横から見た葉文が加わる 12b類 にな

る可能性もある。12世紀中頃～後半のものである。δνは分割線の中に茸状 (略化した花文または雲文)

の文様がヘラ彫 りに近い片彫りで施文される。太宰府分類の龍泉窯系碗 14類 に相当し,12世紀中頃

～後半のものである。δδ∂は口縁部が外反する。胎土はやや粗く,釉はオリーブ灰色を呈し透明感があ

るが貫入がある。太宰府分類の龍泉窯系碗Ⅳイ類 。上田分類DⅡ 類に相当し,14世紀後半～15世紀前

半のものである。σ能は国縁部カウト反し,端部は肉厚で丸く収める。胎土はやや粗く,釉はオリーブ灰

色を呈し,半濁している。太宰府分類の龍泉窯系碗Ⅳ類・上田分類DⅡ類に相当し,14世紀後半～15

世紀前半のものである。δδ5は底部で,やや高い高台をもち,高台外端に幅広の面取りをする。高台内

側は深 く決る。腰が深 く,見込みが広い。内外面無文である。釉は高台部の一部にまで垂れている。

胎土はやや粗 く,底部の焼成が不良のため下半は酸化して赤みを帯びる。太宰府分類の龍泉窯系碗Ⅳ

イ類 。上田分類DⅡ類またはE類に相当し,14世紀後半～15世紀前半のものである。σσσは内外面無紋

である。大学府分類の龍泉窯系碗 Ila類に相当し,12世紀中頃～後半のものである。何Яよ体部外面

に縦の櫛目文を有する。太宰府分類の同安窯系碗 1lb類に相当し,12世紀中頃～後半のものである。

δ郎・σσθは皿で,体部中程で大きく外反する形態である。δ
“

は,稜花皿の可能性もあるが,小片

のため不明である。15～ 16世紀のものである。δδθは,口縁端部を波状に決る。内面にヘラ彫 りの文

様を有す。龍泉窯系の稜花皿で,15世紀のものである。

人尾 (第 114図 ,σ,0

σ知は甕で,N字状口縁を呈し,暗褐色の自然釉がかかる。13世紀後半～14世紀前半のものである。

山茶椀 (第 114図 ,δ密)

δ密は器壁が薄く,回縁端部は小さく内湾する。東濃型の第 7ま たは第 8型式に比定され,13世紀

後半～14世紀初頭のものである渤。

古瀬戸 (第 114図 ,σ膠～σ7z図版54)

σクは卸皿である。口縁端部は拡張して上方に面を取 り,内端部をつまみ出す。内面から外面口縁

部に灰釉がかかる。後期様式Ⅲ期に比定され,15世紀前半のものである。

δ絡は平椀である。底外面は回転糸切 りである。高台径は5,3cmで ,断面四角形の貼 り付け高台であ

る。内面に灰釉がかかる。中期様式Ⅲ期に比定され,13世紀前半のものである。

σ々 は天目茶椀である。灰釉がかかり,高台周辺は露胎である。高台は細 く低い貼 り付け高台で ,

内側に回転糸切り痕が残る。中期様式Ⅱ期に比定され,13世紀前半のものである。

δ%・ δ%は合子蓋である。δんは縁部最大径6.4cm,糸切 り痕の残る底径2.8cmで ある。傘の縁部は横

に伸び,脚部は高い。頂部は中央が凹み,小粘土塊を貼り付けているが欠損のため意匠は不明である。

外面に鉄釉がかかる。後期様式Ⅲ～Ⅳ期に比定され,15世紀前半～中頃のものである。δでは縁辺最

注21 藤澤良祐 1994「 山茶抗研究の現状と課懸」「三重県埋蔵文化財センター研究紀要J第 3号
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大径は4.5cm,糸切り痕の残る底径は1.9cm,器高は1.3cmで ある。傘部は斜め下方に弧状に垂れ下がる。

頂都中央に小粘土塊を貼り付けてつまみとし, 4本の粘土紐隆帯を垂下させ,間隙に貼花文を添付す

る。釉は外面にかけられるが,内面の一部にも鉄釉が流れている。鉄釉の上から灰釉を施したものと

みられ,外面は灰オリーブ色を呈する。中期様式 I～ Ⅲ期に比定され,13世紀末～14世紀前半のもの

である。

δ7角よ直縁大皿である。体部は直線的に開き,日縁端部は断面がやや丸みをもった方形を呈する。

外面には細かなロクロロが残る。内外面の一部にわずかに漆が付着する。後期様式Ⅱ期に比定され,

14世紀末～15世紀初頭のものである。

瀬戸美濃 (第 114図 ,678～ 682,図版54)

δ絡～弼θは天目茶椀である。σ絡は口径約12cmに復原され,回縁端部は短く外反する。δでは口径約

12cmに復原される。体部は内湾し,口縁端部はやや外反する。鉄釉を施す。σ8θは底径3.4cmである。

鉄釉を施し,底外面は錆釉がかかる。σ絡～郎θは大窯 I期 に比定され,15世紀末～16世紀初頭のもの。

郎ヱ・σ認は皿である。δ8=は端反皿で,灰釉がかかる。δ認は九皿で,灰釉がかかる。大窯Ⅱ期に比

定され,16世紀前半～中頃のものである。

瓦器 (第 114図 ,弼許 δ8つ

弼許 σ8翠は火鉢である。δ8∂は口縁部は内湾し,上面と内端に広く面を取る。口縁部外面に隆帯を

2条貼り付け,間に雷文の印刻を連続して行う。外面はロクロナデ,内面は不定方向ナデを施す。胎

土は粉質で骨針を含み,焼成は軟質で外面は灰黒色を呈する。δ8とは口径 17.6cnlで ,回縁部は内側に

直角に折れ,上面に広く面を取る。口縁部外面に沈線と雷文の印刻を有する。ロクロ成形で内面には

指頭圧痕が残る。胎土は雲母を多く含む。硬質で,にぶい褐色を呈する。17世紀以降のものである。

越中瀬戸 (第 114・ 115図 ,δ85～筋 ,図版55・ 56)

δ85は天目茶椀である。口径約14cmに復原され,回縁端部は短く外反する。17世紀前半のものであ

る。鉄釉を施す。

郎σ・郎Яよ丸椀である。ασは体部は直立気味で,口縁端部は九く収める。口径は約10cmに復元さ

れる。鉄釉を施す。17世紀のものである。弼Яよ体部はロクロナデ,外面体部下端から底部にかけて

はロクロ削りを施す。鉄釉の上から灰釉を流しかける。17世紀のものである。

σ88は香炉である。口径は約1lcmに復原される。体部は直立し,日縁部は上方に面を取り内端が肥

厚する。口縁部内面から体部外面にかけて透明感のある灰釉がかかる。

δ89～σ露は皿である。δ8θは口径7.6cm,底径8.Oc14で ,底部は回転糸切りである。鉄釉を施す。17～

18世紀のものである。例θは口径10.6cm,器高2 0cn4,底径4.5cm。 体部下半から底部にかけてはロクロ

削りで,高台を碁笥底状に削り出す。鉄釉を施し,見込みと底外面は露胎である。見込みには釉止め

の段がある。17世紀前半～中頃のものである。σθ」は底部回転糸切 りで,内面には鉄釉が施され重ね

焼き痕が残る。17～ 18世紀のものである。δ92～び第は底外面はロクロ削りで,底径は4.8～ 6.4cmで あ

る。ωtt δθσは鉄釉,δ9∂・σ97・ δ%は灰釉を施す。見込みと底外面は露胎である。δ%～ω7は菊の

印花がある。δ%・ δ9∂・δθ5～σ露は17世紀前半～中頃,δMは 17～ 18世紀のものである。

δθθは壺蓋である。つまみを欠損する。申央が窪み,縁部が立ち上がって折れ端部は水平よりやや

垂下気味になる。回転糸切 りである。外面に鉄釉がかかる。18～ 19世紀のものである。でθは壺であ

る。広回の壷で,短 く立ち上がる国縁が付 く。鉄釉がかかる。17～ 18世紀のものである。

で
=は
火入である。体部は垂直に立ち上がり,口縁部は弧状に外反する。外面から内面口縁部より
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やや下がつた位置にかけて鉄釉を施すが,口縁端面は釉剥ぎし露胎となっている。

刀歩 %θ♂は巨鉢である。底外面糸切 りで拓θ〃は全面に,痛θ∂は底外面を除いた部分に錆釉がかかる。

℃歩 ℃∂とも17～ 18世紀のものである。

男隧は瓶である。底外面は回転ヘラ切 りである。内外面に透明な鉄釉がかかり底外面は露胎である。

で卜 7"は悟鉢である。体部は直線的に開き,回縁部は外面に面を取り,下端が垂下する。内外面

に錆釉がかかる。17世紀のものである。

唐津 (第 115図 ,知7-799,図版56)

でЯよ皿で見込みに胎土目が残る。底部は削り出し高台である。16世紀末～17世紀初頭のものであ

る。拓θ8は内野山窯系の皿で,内面に銅緑釉を施す。蛇の目釉剥ぎをし,砂 目が残る。17世紀後半～

18世紀前半のものである。Иθθは鉢で,内面に草花文の鉄絵が描かれる。

伊万里 (第 115図 ,々θ～密2,図版55)

密θは碗である。高台内に銘がある。密
=。
密2は皿である。 7Zどは碁笥底状を呈し,内面に染め付け

がある。 7f2は 陶胎染付で,見込みは蛇の目釉剥ぎをし,内面に唐草文の染付がある。17世紀後半～

18世紀前半のものである。

陶器 (第 115図 ,密∂～密D
密∂～251よ近世以降の産地不明陶器である。知∂は小型の器種で,胎土はにぶい黄褐色を呈する。

密4は大型の器種の底部で,平坦な底部には円形の脚の痕跡が残る。脚部と体部の割れ口に,脚 と体

部を貼 り付ける前につけたとみられる筋状の工具痕が数条残る。胎土は灰褐色を呈し,粗い砂粒,白

色粒,雲母等を多く含む。密5は重または鉢類の転用で,外面に粘土を貼 り付けて器壁を厚 く強化し

たもので,内面には溶解した鉱物が付着する。内面と外面の高台付近まで黒褐色の釉がかかる。

人形 (第 115図 ,密δ・密盈 図版57)

密σは伊万里の人形で,全面に白磁釉がかかる。型打成形で,側面に継ぎ目が残る。

密Яよ土人形の天神である。型打成形で,中空となっている。

土錘 (第 116図 ,犯β～29,図版59)

形態はフト 蒻副よ球形,密θ・フ翠・フδ～協8・ 電〃・紹∂・箔8。 密θ・惚∂・2θは樽形,フ5・ 絡5～

絡7・ 2ヱ・2か 々翠～孵8は寸胴型を呈する。密9は長さ3.4cm,直径3.Ocm,孔径1.2cmの小型のもので

あるが,摩滅し欠損しており,残存部重量は18.8gで ある。フθは長さ3.lcm,直径2.5cn4,孔径1.4cm,

重量12.9gと 薄く軽いが,表面は摩減しており,す り減ったものとも考えられる。フIは完形で,長

さ3.7cm,直径3,7cm,孔径1,3cm,重量30.3を測 り,小型で軽い。フをは長さ3.7cm,直径2.9cm,孔径1.0

C14の小型のものであるが,やや摩滅しており,残存部重量は26.5gで ある。膠5は長さ4.lcm,直径3.9

Cn4,孔径は1.2cmであるが,摩減し欠損 している。″列よ完形で,長 さ4.4cm,直径3.3cm,孔径 1,4cm,

重量は31.9で ,小型で軽い。フ8は長さ4.4cm,直径3.6硼 ,孔径1.2cm,重量34.6gで ,小型で軽い。

2は 長さ5.9cm,直径4.8cm,孔径 1.9cmの大型のもので,ほぼ完形であるが摩滅しており,残存部重

量は114.2gで ある。霧βは長さ6.3cm,直径5.5cm,孔径1.9cm,重量164.8gで ,大型で重い。階θは直

径4.6cm,孔径 1.6硼であるが,摩滅し欠損 しており,残存部重量は■9.5gである。2∂は長さ6.lcm,

直径4.2cm,孔径1.2cmであるが,摩減し欠損しており,残存部重量は95.9である。25は長さ7.9cm,直

径4.8cm,孔径1,7cmの大型のものでほぼ完形であるが,やや摩滅し欠損しており,残存部重量は161.7

gである。惚σは長さ7.9cm,直径4.8cm,重量146.6gで ,大型で重い。 7F8・ ″歩 霧∂・フσ・フ9・

孵θ・絡
=・
絡∂～絡7・ 惚θ～Z歩 惚4・ 惚7～ /~49は欠損している。

″θ2
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(2)木 製品

横櫛 (第■7図, =,図版60)

S E 1291か ら出上した。材はイスノキである。背は上方に向かって膨らみ,背 とほぼ平行に,歯の

挽き出し位置を決める切り通し線が両面に2条ずつある。歯は 3 cmあたり30枚 と細かく挽き出されて

おり,流櫛である。表面は平滑に研がれている。

下駄 (第■7図 , 彦～翠,図版60)

材は, ∂はアカマツ,ク ロマツ等の二葉松類, 〃・翠はスギである。〃。♂は連歯下駄で,表土及

び包含層から出土した。しは平面形は長楕円形で,後歯付近が最大幅となる。全長は20.Ocmで ある。

歯は磨り減っており特に後歯の磨滅が著しい。前壷は右寄りに穿たれ左足用とみられる。∂は平面形

は長方形で隅を丸 く切 り落とす。歯は左側が磨 り減って傾斜 している。 4は S D301か ら出上した。

無歯下駄である。平面形は楕円形で,全長13.8cm,幅 8。3cmと小型である。

柄 ?(第 117図 , 5,図版60)

細長い板の先端に半円形の突起部を作 り出したもので,柄であろうか。 SD4か ら出土した。先端
は焼け焦げている。材はスギである。

紡錘車 ?(第■7図 , σ,図版61)

直径5,9cmの 円形を呈し,中央に穿孔がある。紡錘車であろうか。 S D301から出土した。材はケヤ

キか。紡錘車は一般に目が通つた材を使用することが多 く, びのように瘤状の部分を使用する例は珍

しいので,紡錘車とすれば流通品である可能性は低い注22。

曲物 (第 117図 , 7,図版61)

S E 1009か ら出上した。材はヒノキである。側板は樺皮綴じされ,打合せ部分のみ内面ケビキがあ

る。底板と側板は釘結合で,木釘孔がある。

円形板 (第■7図 , 8～
=ら
図版61)

材はすべてスギである。 8は包含層から出土した。直径約38cmに復原される。蓋か。対称位置にあ

る小孔は,把手を装着するためのものであろうか。円形の押圧痕が一箇所にみられる。 9は S E 1001

から出上した。曲物の底板で,木釘孔がある。放射性炭素年代は12世紀末～13世紀である泌。
=例
よ半

径約 9 cmに復原される小型品である。

漆器 (第■7図 ,コ～理・
=ら
図版62・ 63)

漆器の材は
=4の
みブナで,他はすべてケヤキである。木取 りはすべてヨコ木取 り (柾目)である。

コはS K1302,=グ・フはSD■ ,=∂・
=σ
は S E 1001か ら出上した。コは椀で,体部は緩やかに立ち上

がり口縁部は欠損する。底部は薄く高台は欠損する。総黒色系漆で,漆絵はなく,高台裏は露胎であ

る。下地は炭粉漆下地である。
=2は
体部は緩やかに立ち上がる大ぶりの器形で,椀または鉢の可能性

もある。無台である。総黒色系漆で,外面下半の塗膜はほとんど剥離している。下地はλ粉渋下地で

ある。
=」
は無台の椀または皿である。総黒色系漆で,外面は剥離が著しい。下地は炭粉渋下地である。

フは椀で,体部は下半の器壁が厚 く,高台裏はU字状に削り出す。外面は黒色系漆,内面は赤色 (朱 )

漆である。下地は炭粉渋下地である。
=δ
は皿である。平らな底部に直線的に開く短い口縁部が付 く。

無台である。内面にロクロ挽きの際のカンナ痕が筋状に残る。底部外面は不定方向から削り,ほぼ中

央にU字状のロクロの爪痕がある。
=〃

・」∂・
=δ
は12～ 13世紀,認は近世のものである。

木地皿 (第 117図 ,ヱa図 版63)

SD4か ら出土した。体部は緩やかに立ち上がり,口縁端部は外反する。体部下半から底部は厚み
注22 株式会社パレオ ラボ植田弥生氏のご教示による。
注ワ3 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所「Ⅸ 放射性炭素年代測定 1 手洗野赤浦遺跡 岩好岡田島遺跡出土遺物の放射性炭素年代測定J

フ
=5
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があり,無台である。材はケヤキである。

井戸枠 (第 118～ 123図 ,ヱ 7～Я,図版64～ 72)

,7-翠 9は S E 1001の 井戸枠である。
=7-"は

横桟である。材はスギである。
=7・
2θは上段横桟で ,

下段横桟に比べ遺存状況は悪く,欠損している。ヱ角ま西面,刀は北面のもので目違い柄である。ヱ8・

=9。
2=・

"は
下段横桟で,目違い柄で井桁に組まれる。水没していたためか遺存状況は良好である。

長さ81.4～ 84.8cm,幅 10,4～ 15,2cm,厚 さ2.6～3.4cmである。′8は縦板の圧痕が残る。男～%は支柱で

ある。材は雰はクリ,%～ %はスギである。%は南東隅の支柱で,上部を欠損し,断面は円形で直径

4.3cmである。〃～%は断面は方形で外と異なり,遺存状態が良好であることから,井戸の修理に伴

い新しく設置し直された可能性もある。身～%は筋状の圧痕があり,転用材か。27-翠 9は縦板及び添

板である。上部は欠損し,下部はほぼ水平に切られている。東 。西・南面は幅広の縦板を2枚立て,

中央や隅に幅狭の添板を外側から当てる。北面は幅狭の板を11枚重ねて当てており,こ こでは内側の

板を縦板,外側の板を添板と呼ぶことにする。材はスギが多く,記・∂σ・∂7・ 翠
=・
翠働 ヒゞノキである。

27・ 刀は東面の縦板で幅38.4cm・ 35.2cmと 幅広である。下段横桟の圧痕があり,裏面の下部には手斧

痕が残る。那は東面の中央添板である。幅15,8cm。 3θ・ンは西面縦板で,∂θの残存長は91.4cm,幅 は

∂

"ゞ

37.2cn,Mは 37.2cmである。上段と下段の横桟の圧痕が残る。∂
=は
西面南隅添板,形は西面中央

添板,郎は西面北隅添板である。幅は10.7～ 20,6cmである。∂
=・
形・郎は出土時には横桟に接 してい

ないが,筋状の圧痕があるので転用材か。
"は
南面東隅添板,∂σは南面中央添板である。幅は12.6cm

～14.4cmで ある。∂7・ 認は南面縦板で,∂ 7の残存長は91,2cm,幅 は∂駒 3ゞ4.8c14,認が36.4cmである。∂7

は上段・下段横桟の圧痕と手斧痕,認は下段横桟の圧痕と手斧痕がある。3θ～翠∂は北面縦板である。

幅は12.8～ 17.8cmである。翠θ・翠,・ クには下部に手斧痕が残る。筋状の圧痕もある。々～翠θは北面添

板で,幅は■,7cm～ 14,4cmである。44・ 翠7・ 49は下部に手斧痕がある。年輪年代の測定結果は,2効ゞ

1187年 ,Mが 1193年である注24。

刃・ЯはS E 1291出上の板で,井戸内で他の数枚の板とと

可能性がある。材はスギである。両端を欠損している。

柱 (第 124図 ,男・ヌ,図版73)

もに出上しており,井戸の縦板であつた

∬はSB8を 構成する S P 1510の 柱である。材はスギである。断面形は不定形で,径は8.2cmであ

る。底面は水平に切られている。

Mは SB3を 構成する S P234の柱である。材はクリである。断面形は不定形で,残存長54.5cm,

径は10.2cmで ある。底面は不定方向から削り,ほ ぼ水平にしている。

用途不明品 (第 123～ 126図 ,ν・
"～
7盈 図版73～ 76)

ν・万～5Яま棒状の加工木である。フはモチノキ科の材で,中空になっており貫通している。残存

長20.8cm,直径1,7cmである。一方は斜めに切られている。 S E 1291か ら出土しており,井戸祭祀に関

わる祭祀具であろうか。
"は
S D301か ら出土した。先端は丸く削り,途中に段をもつ。材はスギで

ある。

“

は S Dllか ら出土した。先端に円形の孔があり,も う一方は焼け焦げている。材はヒノキで

ある。571よ S D301か ら出土した。材はスギである。

露～2は板状の加工木である。露～δ9ま先端に柄状の突起がある。材はイがスギ根,刃・側がスギ

である。刃はS Dll,δθはSD4か ら出土した。刃は平面形は台形状を呈し底辺側には弧状の狭 りが

ある。先端の突起部には孔をもち,下半には段がある。α・2は S E 1001か ら出土した。材はスギで

ある。例は小孔が 4箇所あり, 2対のものと考えられる。クは方形に切られているが一方は破損して

注,4 第二分冊 自然科学分析 光谷拓実「X 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島逮跡出土木製品の年輪年代」

″ヱδ
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いる。

鉗は S X12か ら出土 した。両端に4AJ状の突起があり,部材か。材はヒノキ科である。

宮・δδは S E 508か ら出土 した。材はスギである。例は 5箇所に穿孔がある。σσは 2辺が直角で ,

隅を切 り落としている。折敷の一部か。

δ角よSD4か ら出上 した。断面は正方形で,全面に細かい刻みが入れられている。材はスギ。
体・偲・ωは S Dllの肩付近で折り重なって出上した板状の木製品である。体の平面形は欠損のた

め全容は不明だが,出土状況から郎・ωと関連するものと考えられ,放射性炭素年代の測定結果は10

世紀末～12世紀中頃である泌。材はスギである。努・ωは表面は現状では木目が筋状に浮き出ている

が,元来は縦引き鋸または槍飽によって平滑に仕上げられたものとみられる。裏面は蛤刃の手斧痕が

全面に残る。手斧の刃は木目に対して直角に当てられ,ほぼ均等な間隔で木目に沿って奥から手前ヘ

と連続して削られる。横に張り出す帯状の部分と如意頭文の意匠に象られた部分からなり,如意頭文

形の部分の規格は二者同じであるが,帯状の部分は長短がある。左右対称とすれば,横幅は何は約42

cm,側は約57cmに復原される。縦幅は両者15.7cm,厚 さは6誘1.3cm,ωが1.2cmで ある。如意頭文形
の部分の両端は裏面からハート形の快 りが入れられている。帯部の端部の角度は60°で切断されてい

る。ωの材はスギで木取りは柾目である。用途は不明であるが可能性として,絵巻などにみる意匠の

作例から,懸魚または粋にはめ込み固定する建具類等注邪に使用されたことなどが考えられる。懸魚と

すれば切勾配60°の破風板に取 り付けられたと考えられ,こ のような切勾配の建築は中世においては

社殿が想定されるツ。

知は棒状の加工木で,一部が焼け焦げている。 S Dllか ら出上した。

密は,先 を尖らせた棒状の加工木で,縄文時代の流路 SD■ 23か ら出上した。会長は289cm,径は

2 cmである。樹種はスギである。用途は,流路から出土し,先を尖らせていることから魚携用のヤス

か。

フは板状の加工木で, S E 1229か ら出土した。材はスギである。

霧・2は板状の加工木で, S K 1305か ら出上した。材はスギである。密は長方形を呈し,々は3箇

所に穿孔がある。

75は板状の加工木で, S K1301か ら出土した。中央に長方形の孔があり,その両側に7箇所穿孔が

あるが,両端は欠損する。材はスギである。

%・ 府は長方形の板状の加工木で,%は S X12,771k S E451か ら出土した。材はスギである。

(越前慎子 )

第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所「Ⅸ 放射性炭素年代測定 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島遺跡出土遺物の放射性炭素年代測定」
佐々木孝雄氏より,絵巻などによれば,如意頭文の形の意匠は街立ゃ格狭間の建具の他に建物や正門の外壁にも装飾として使用されている旨をご教示頂いた。
窪寺茂氏のご教示による。
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(3)石 製品

石鏃 (第 127図 , =,図版77)

=は
,凹基の石鏃。石材は,泥岩。 8号土器集中地点の S D l123肩部から出土した。

扁平片刃石斧 (第 127図 , 〃,図版77)

〃は碧玉製で,完形である。擦切技法で成形後,研磨して仕上げている。刃部に線状痕が顕著にみ

られる。 S D301か ら出上した。

剥片 (第 127図 , ∂。翠,図版77)

3は ,石器の破片。縁辺部に加工を施す。石材は,流紋岩。 S Xl121か ら出上した。

翠は,剥片。不純物が多く,こ の部分を残して石器を作っていったものと考える。石材は,流紋岩

だがいわゆるグリーンタフ。 S X l121か ら出土した。

磨石・敲石 (第 127図 , 5。 σ,図版77)

5は磨石で,正面と側面に磨面がある。石材は,疑灰岩。 S Xl121か ら出土した。

σは,敲石。背面を磨面として使用 した後に正・背・側面に敲打痕を残す。帯状に煤が付着する。

石材は,凝灰岩。 3号土器集中地点から出上した。

凹石 (第 127図 , 7,図版77)

7は正面中央に凹みがある。石材は,花尚岩。 2号土器集中地点から出土した。

砥石 (第 128。 129図 , 8～列,図版78)

ν・
=5,刀
はS D301,ユЯよS E 508,=8は S E l105,ヱ 9は S K428,そ の他は表土及び包含層から

出上した。

8は鳴滝産の頁岩製で,仕上げ砥として使用されたものである。激しく使用されており本来の形を

とどめていない。 9は砂岩製で,中砥に使用されたものである。主要な砥面は正面のみで裏面側は破

損しているが,表面が摩耗しており破損後も使用されている。
=θ

～ν・ヱ5・ fδ・ヱ8は凝灰岩製で中砥

に使用されたものである。
=θ
は細い長い面が砥面とされており,手持ち砥石と考えられる。

=ヱ

は4面

が砥面とされており, 3面 に浅い溝状の砥面がある。被熱して煤が付着している。νは被熱しており,

平滑な砥面が 3面ある。あの主要な砥面は表裏である。側面には消費地での加工痕がある。被減して

いる。
=δ
は主要な砥面は正面のみで裏面側は破損しているが表面が摩耗しており破損後も使用されて

いる。砥面が平滑でなく波打っており,置 き砥から手持ち砥石に転用されたものと考えられる。
=β
は

3面が砥面とされており,砥面は平滑ではなく波打っている。手持ち砥石に転用されている。被熱し

ており煤が付着している。
=∂
は凝灰岩製で,主要な砥面は表裏面で波打つている。手持ち砥石として

使用したもので,仕上げ砥であろうか。留は鳴滝産の頁岩製で,仕上げ砥である。主要な砥面は正面

のみで裏面側は破損しているが,表面が摩耗しており破損後も使用している。両側面と小口面には生

産地での鋸引きの加工痕がある。
=7・ =例
よ砂岩製の中砥である。王ЯよほIF仝面に砥面があるが,各砥

面は波打つている。手持ち砥石としてかなり使用されている。
=9は
主要な砥面は3面あり,砥面は平

滑でなく波打っている。置き砥から手持ち砥石に転用されている。2θは凝灰岩製で仕上げ砥である。

置き砥で,主要な砥面は表裏である。砥面は平滑であるが一部に斜め方向の線状痕がみられ,刃先な

どの研磨に使用された可能性がある。右側面には加工痕がみられるが消費地のものと考えられる。

火打ち石 (第 129図 ,2,図 版77)

刻はめのう剥片で,垂直打撃で剥離された縦長剥片である。火打ち石か。 S E5髄から出上した。

蒻 ∂
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再加工された痕跡があり,
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温石に転用された可能性があ

(越前慎子・町田賢―)

石鍋 (第 129図 ,ルを図版77)

″は滑石製の石鍋である。日縁部断片で,

る。 S D301か ら出土した。
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